
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








プロローグ


第一章　異世界の闘技大会

第二章　現実世界のコスプレイベント

第三章　異世界と現実世界の交流

第四章　アイドルとの同居生活

第五章　美女と美少女の奉仕活動

第六章　邪神教団との闘い



エピローグ

あとがき


















口絵・本文イラスト　イセ川ヤスタカ

















プロローグ









　目の前には漆しつ黒こくのローブを身に着けた男が立っている。

　この国において、いやこの世界において漆黒のローブは忌き諱いの対象となっている。その理由は……。

「お待たせしてしまい申し訳ありません。司教様」

　現れた女の魔ま道どう士しは漆黒の男──司教に頭こうべを垂れる。

　男は各国で暗あん躍やくする邪じや神しんを崇すう拝はいする教団の司教で、女はその教団の信徒だ。

　女は怯おびえを押し殺すと目の前の人物が行動を取るのを待つ。

「構わん。今日の私は機き嫌げんがよいからな」

　その言葉を聞いて知らず知らずのうちに溜ため息いきが漏もれる。

「今日はお前に頼たのみたい事があって呼び出したのだ、聞いてくれるかな？」

　白々しい言葉だった。司教は女魔道士のある物を握にぎっている。それがある以上どのような命令にも逆らえない。それを知っていてわざとこのような質問をするのだ。

　女魔道士は怒いかりを表に出さないようにすると……。

「なんなりとご命令ください」

　その返事に司教は満足そうに頷うなずくと。

「実は教団の巫み女こに邪神様から神しん託たくが下ったのだ」

　その言葉に女魔道士は眉まゆをピクリと動かすと。

「神託……ですか？」

　滅めつ多たに起こらぬがあり得ぬ話ではない。この世界において神の声を聞く者は昔から存在している。

　そうした巫女を通して神は様々なおつげを信者へと届ける。

「邪神様はこうおっしゃったそうだ。『プリストン王国に我が贄にえに相応ふさわしい巨きよ大だいな力を持つ者が降り立った』と」

　女魔道士はその言葉で自分がここに呼ばれた理由を理解した。

「私も早さつ速そく信徒を使って調べてみたのだが、それらしき人物の噂うわさがどうにもあやふやでな」

　その言葉に女魔道士は考えを巡めぐらせると……。

「情報操作がされている？　だとすると、その人物は既すでに……」

　その推測に司教は頷く。

「恐おそらくだが、王国の中ちゆう枢すうが情報を操作しているのだ。その人物は既に王国と接せつ触しよくをしているのだろう」

　司教は女魔道士の言葉を引き取ると続きを言った。

　そこまで話せば何をすれば良いのかは明らかだ。

「お前はその能力を使ってシリウス王子の周辺を探さぐるのだ」

「…………っ！　そ、それは……」

　ここにきて初めて女魔道士が躊躇ためらいを口にする。

「何か不満でもあるのか？」

　司教が暗い瞳ひとみを女魔道士に向けると……。

「い、いえ……。そのようなことは決して」

　言い淀よどむ女魔道士。

　司教は彼女の肩かたに手を置くと。

「流石さすがはプリストン王国宮きゆう廷てい魔道士だけある。頼たよりにしておるぞ」

　返事をできずに俯うつむく女魔道士。司教はそんな彼女を愉ゆ快かいそうに見ていた。

　その視線の先、女魔道士の首に嵌はまったチョーカー。その中央には緑色の石が嵌はめ込まれ、鈍にぶい輝かがやきを放っていた。








第一章　異世界の闘とう技ぎ大会









　──ポポンッ──




　乾かわいた音が響ひびき渡わたり、屋台からは美味おいしそうな匂においが漂ただよってくる。

　中央の闘技場では鎧よろいを纏まとった騎き士しやローブを纏った魔道士達が綺き麗れいに整列をしている。

　野球の試合が行われるドーム程ほどの大きさの闘技場の観客席では、国民が購こう入にゆうした串くしやら酒やらを片手に楽しそうに雑談をしている。

　この闘技場に入るには数十倍にも及およぶ抽ちゆう選せんを潜くぐり抜ぬけてこなければいけないらしい。

　しばらくすると、銅ど鑼らを叩たたく音がする。その音のお陰かげか、先程までざわついていた人間は定められたかのように一いつ斉せいに口を噤つぐむ。

「静せい粛しゆくに！　殿でん下かより開会の言葉をいただく！」

　闘技場のもっとも見晴らしの良い場所、つまり現在俺達がいる場所に注目が集まる。

「これより第47回プリストン王国闘技大会の開かい催さいを宣言する。ここにいる選ばれた戦士達よ。力の限り戦え。プリストン王国の戦士がいかに勇ゆう敢かんか他国に知らしめるのだ」

「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」」」」」

　開催を宣言したのは腰こしに二本の剣けんを差す赤あか髪がみの男。この国の第一王位継けい承しよう権を持つシリウス＝フォン＝プリストンだ。

　シリウスの宣言に会場中のボルテージがあがり、怒ど号ごうが飛び交かうのだが……。

　シリウスが何気なく手を挙げると声がピタリと止やむ。全すべての人間がシリウスに注目すると。

「諸君らの健闘を祈いのる」

　次の瞬しゆん間かん、先程とはまるで比ひ較かくにならない絶ぜつ叫きようが響き渡る。王族だからなのかシリウスだからなのか知らないが、たいしたカリスマ性だ。

　シリウスはしばらく観客席に向かって手を振ふってから奥へと引っ込んできた。

「どうだ、壮そう観かんだろう？」

　先程の威い厳げんを纏った態度から一変、シリウスはニヤリと笑うと感想を聞いてくる。

「ああ、これは興奮するな」

　絶え間ない歓かん声せいに会場中が熱ねつ狂きようしており、この場まで熱気が伝わってくるようだ。

「最初『闘技大会やるから観戦するよな？』と聞かれた時は驚おどろいたが、こうして見ると招待してもらえて良かったよ」

　現実世界と異世界を行き来する生活が日常になりつつあった俺だったのだが。

　ある日シリウスが俺を唐とう突とつにイベントに誘さそってきた。

　話を聞くと、なんでも近日に国が主催する闘技大会があるらしく、せっかくだから自分の国の力ちから自じ慢まん達を見せてやるとのこと。

　元の世界では格闘技の世界などテレビの向こう側でしか見たことが無かった俺は、この誘いを即そく座ざに受けた。

　しかしこうして出場選手達を見てみると、ここが異世界なんだなと実感が湧わく。

　彼らもしくは彼女らは鎧や盾たて・ローブや魔道着。更さらには剣と杖つえまで持っている。

　俺は、貴族以上の身分の人達が座る特別席に腰かけるとそんなことを考えていた。

「なんだったらサトルも参加させるって案もあったんだぜ？」

　選手達の挙動を好こう奇き心しんで観察していると、シリウスが冗じよう談だんめかして話を振ってくる。

「いやいや、厳正な予選を勝ち抜いて今回の本戦に進んだんだろ」

　出たいからといって全ての選手が参加できるわけではない。知り合いに聞くところによると、それぞれの部門の選手が集められて予選が行われたらしい。

　スポーツなんかとは違ちがう、真剣勝負の予選だ。

　大勢の怪け我が人も出たらしいし、予選会場が大破したりもしたらしい。

　いずれにせよ苦しい戦いを潜り抜けて来たに違いない。

　もし俺が本戦に出場したとして、苦労をしてキップを手に入れた選手に対して失礼だし、そんな予選を勝ち抜いてきた選手に俺が簡単に勝てるとも思わない。

「流石にあの中に入るのはきついぞ」

「よく言うぜ。俺を相手にあれだけ戦えるやつがこの国にどれだけいると思っているんだ？」

　以前、俺はとある事情でシリウスと戦ったことがある。その時は転移魔法を駆く使しして逃にげまわった末、シリウスが魔力酔よいをしてしまったため、決着はついていないのだが……。

「まあ、サトルがでちまったら他の出場者が可哀かわい想そうだからな」

　その時に転移魔法を応用して色々やったせいか、シリウスの中では俺は相当の実力者として認にん識しきされたようだ。

　闘技場からは選手達が退場している最中だ。その中に俺はよく知る人物を発見した。

「ちょっと席外していいか？」

「あん？　ああ、問題ねえよ。行ってこい」

　俺が話し掛かけるとシリウスは許可を出すと、からかいの表情を浮うかべる。

　俺は何か言い返そうかと思ったが、ここで話したところで更なるからかいを受けると思ったので黙だまってその場から離はなれることにした。




　　　　★




　特別席を立ち、離れた場所から転移魔法を使う。

　闘技場の出口までは会場を大きく回り込まなければならないので、目的の人物より先回りをするには時間が足りなかったからだ。

　少しして出口に出場選手達が現れ始める。

　魔道士のローブや鎧を身に着けた集団が次から次へと通り過ぎては俺のことをジロジロとみている。多分だが、出場もしない人間がこんなところで出待ちをしているのが不思議なのだろう。

　しばらくすると目的の相手が現れた。

　金きん髪ぱつに金眼。ケモミミと尻尾しつぽを生やしたそこらではちょっと見かけることができない美少女。その幼い容姿に似合わぬ成長した身体からだは本人の無む邪じや気きさと反して周囲の視線を釘くぎ付づけにする。

　彼女はプリストン王国宮廷魔道士のリリアナ＝フォックスターだ。

　リリアナは大会で緊きん張ちようしているのかこわばった顔で出てきたのだが、こちらが手を振ってみせるとその動作に気付いたのか顔を上げる。

　リリアナと俺の視線が交差する。そうすると先程までの緊張が解ほぐれてきたのか、明るい笑みを浮かべると。

「サトルさんなのですっ！」

　元気な声をだしながら駆かけ足で寄って来た。

「うわっ」

「サトルさん成分補ほ充じゆうなのですっ！」

　その勢いに任せるがままに抱だき着いてくると、頭をぐりぐりと押し付け尻尾を激しく振り始めた。

「お、おい。リリアナ！」

　周囲の人間から好こう奇きの視線を向けられる。いきなり密着されたせいでリリアナの柔やわらかい部分が色々と当たるのでこちらとしても意識せずにはいられない。

　俺はリリアナに「少し離れてくれ」と言うのだが、リリアナはそんな俺の事情など知らぬとばかりに「嫌いやなのです」と拒きよ否ひすると益ます々ます力をいれて抱き着いてきた。

　もはや完全に密着した状態で過ごす。そのおかげでリリアナの心臓の鼓こ動どうが感じられる。先程までは激しく脈打っていたようだが、今は平常心に戻もどっているようだ。

　リリアナは可愛かわいらしい容姿と小こ柄がらな身体をしているが、金ゴールデン狐フオツクス族の巫み女こなのだ。その見た目からは信じられない怪かい力りきを有しているので、平均的な成人男性程度の筋力しか持たない俺では引きはがすことは叶かなわない。

　仕方ないのでされるがままになっていると、やがて満足したのかリリアナが離れた。

「お前なぁ。あまりべたべたすると周りから変な目で見られるだろ？」

　ひとまず注意をする。シリウスから城の中にリリアナファンがいると聞いていたからだ。

　なんでも、この度たびの婚こん約やく発表で涙なみだを流した男が後を絶たなかったらしい。

　なので、そんな男達がこの光景をみたら妙みような恨うらみを買いかねないのだ。

「リリーはサトルさんのお嫁よめさんなのですっ！　このぐらいは許容内のはずです」

　どうやら上手うまく伝わらなかったらしい。リリアナの声は存外大きく出場選手しかいないはずのこのフロアのそこら中から良くない視線を感じる。

　周囲の男達はひそひそと会話をしては俺を指差す。中には露ろ骨こつに殺気を飛ばしてくる輩やからまでいて、俺は完全に手て遅おくれになったのだと理解した。

　だが、俺はリリアナの言葉が一つだけ間違っていたので訂てい正せいさせてもらうことにする。

「……まだ結婚はしてないけどな」

　とある事情もあってか俺はリリアナと婚約をしている状態だ。だが、それは一時的なもの。いずれは解消されると俺は思っている。

　だが、リリアナはそんな俺の返事が気に入らなかったようだ。

「むぅ、サトルさんは意地悪なのです。いい加減リリーのことをお嫁さんとして認めて欲しいのですよ」

　頬ほおを膨ふくらませると潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。ケモミミがパタパタと往復し、あごを掠かすめる。そして「撫なでて欲しいのです」と言うと身体の力を抜いてもたれ掛かってきた。

　こう見えてもリリアナは見た目大人しそうだが割とグイグイくるタイプだ。

　たとえ俺が拒否してもそう簡単には諦あきらめない。既すでに目立ってしまってはいるが、これ以上情報を拡散されてしまっては不味まずい。

　抵てい抗こうした時と素す直なおに応じた時を即座に天てん秤びんにかけ損切りを決定した俺は……。

「ふぁぁぁ……温かくて気持ちいいのですよぉ」

　仕方なしに言うとおりにするとリリアナの頭を撫でてやった。

　蕩とろけるような顔で俺を見上げてくるリリアナ。何となくドキリとする。

　しばらくの間撫で続けているとケモミミがピクピクと動き出し。

「よしっ！　サトルさん成分完全に補給なのです。今のリリーなら殿下にも勝てるのです」

　リリアナは気合十分とばかりに握にぎりこぶしを作った。そして……。

「ではリリーはこれより大会を勝ち抜ぬいてくるのです。優勝したらサトルさんのお嫁さんにしてもらうのですよ」

　そう言って死亡フラグを立てると颯さつ爽そうといなくなった。




　　　　★




「そんで、どうだった？」

　特別席に戻るとシリウスがニヤニヤとしていた。

「なんのことかな？」

「リリアナを応おう援えんしに行ったんだろ？　あいつすごく緊張してたからな」

　とぼけてみせたがやはりお見通しだったようだ。

　俺が席を外したのは闘とう技ぎ場にいたリリアナの表情が随ずい分ぶんと硬かたかったからだ。

　リリアナはプレッシャーに弱く、このまま出場させてしまえば実力を発揮できないのではないかと思ったのだ。

　なので、緊張を解すつもりで会いに行ったのだが…………。

「今ならシリウスにも勝てるって言ってたぞ」

「……ほほう。そりゃまた大きく出たな」

　口の端はしが吊つり上がり、極ごく悪あくな顔になる。余計なことを言ってしまったかもしれないが、身から出た錆さびだろう。俺はリリアナの未来を祈いのって心の中で合がつ掌しようするのだった。




「次から二回戦になるな」

　シリウスが出場予定表を見ながら呟つぶやく。

「それにしても見ごたえがある戦いばかりだったな」

　どの選手も予選を勝ち上がってきただけあって、見ごたえのある戦闘を繰くり広げていた。

「サトルはどの試合が一番印象に残ったんだ？」

　退たい屈くつしのぎで、シリウスが俺が一番印象に残った試合を聞いてきた。

「やっぱりあれだろ、露ろ出しゆつの激しい魔ま道どう服を身に着けた銀ぎん髪ぱつの女だな。魔法を連続で数発撃うって試合を終わらせてたからな。圧あつ倒とう的過ぎて鳥とり肌はだが立ったよ」

「ああ、あいつか」

　あれほどの実力者なのだ、シリウスが認識していても当然か。

　この大会は国内の選えりすぐりの騎き士しや魔道士が参加しているのだ。それも自分の武ぶ勲くんをシリウスにアピールすることでより高い地位を獲かく得とくする為ため。

　先さき程ほどの銀髪の魔道士はそういう意味では良いアピールを出来たのではなかろうか？

「リリアナはお前に見てもらえて嬉うれしそうだったけどな」

　シリウスはニヤリと笑うと早さつ速そくからかってきた。

　それというのも、リリアナは一回戦を順調に勝ちあがったのだが、試合が終わるなり俺の方に両手を振ふってきたのだ。

「そろそろ選手の入場かな？」

　休きゆう憩けいを挟はさんで二回戦が始まる。しばらくしてアナウンスが流れると選手が入場してきた。

　入ってきたのは、さっき話していた肩かたを露出させた銀髪の女性魔道士。

　背中まで届く滑なめらかな銀髪に吸い込まれるような碧みどりの瞳。黒を基調とした魔道服は白のソックスをガーターベルトで吊つり上げており、あまりの布地の少なさにこれが防具として成立しているのかと疑問が浮かぶ。

　服の上からのぞく胸は魔道服から零こぼれ落ちそうなほど豊満で、背中から尻しりへと向かうラインが整っている。

　彼女はよどみない足取りでリングへと上がっていく。その立ち振る舞まいが洗練されていて挙動の一つ一つに華はながあった。

　周囲の観客も、魅み了りようされており、その動きを追いかけることに夢中になっていた。

「あいつはイリス＝シルバーウルフ。宮きゆう廷てい魔道士の序列２位の実力者だ」

　そんな中、シリウスが耳打ちをするとその選手のプロフィールを教えてくれる。

「確かに、雰ふん囲い気きが違ちがうな」

　シリウスの説明を聞いて改めて見てみるのだが、表情からは余よ裕ゆうが窺うかがえる。

「あいつはこれまでいくつもの戦場を渡わたってきたからな」

　戦果に裏打ちされた自信とでもいうのか、気負いは無いようだ。

「魔法を展開する速度、魔力量、威い力りよくにおいて他の追つい随ずいを許さねえ。近い将来、序列１位に上がると俺は思ってる」

　シリウスからの高評価に俺は闘技場で歓かん声せいに応こたえるイリスを見る。

　ローブの間から見える完かん璧ぺきなプロポーションに妖よう艶えんさを漂ただよわせる雰囲気。立ち振る舞いに隙すきが無く、確かな技能を有しているのがわかる。

　こんな人気と実力を備えた相手では対戦相手は色んな意味でやり辛づらいのではないだろうか？　そんなふうに考えていると……。

「「「ワアアアアアアアアアアァァァ──」」」

　歓声が大きくなった。逆側の入場口から入ってきたのは、なんとリリアナだった。

　純白のローブに杖つえを持ち、闘技場へと上がっていく。

　先程のイリスにも負けぬ歓声に会場の応援が二分される。

『リリーちゃーんがんばれー！』

『イリス様ー応援してまーす！』

　二回戦の対戦カードはどうやらリリアナとイリスだったらしい。

　二人ともファンがいるようで、観客席からは惜おしみない声援が送られている。今のところ応援は互ご角かくといったところか？

「おまえはどっちを応援するんだ？」

　シリウスはまるで面おも白しろいものを発見したように俺に聞いてくる。

「リリアナに決まってるだろ？」

　その問いに俺は即そく座ざに答える。

「ほう。何な故ぜだ？」

「俺はあいつの婚約者だぞ。パートナーを応援しなくてどうする？」

　どこかで用意してきたような模も範はん解答にシリウスは満足したようだ。

「お前も言うようになったじゃねえか」

　肩をバシッと叩たたかれると、まるでそれが合図だったかのように試合が開始された。
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「試合開始っ！」

　審しん判ぱんの合図と共に二人は杖を構える。

　リリアナは普ふ段だんにもまして真しん剣けんな表情で。

　イリスは先程までと違ってやや引き締しまった顔で。

「「マジックバリア」」

　リリアナとイリスの声が重なる。その瞬しゆん間かん二人はそれぞれ輝かがやく膜まくを纏まとい始めた。

「魔道士同士の戦いは特とく殊しゆでな、あの魔力を弾はじく障しよう壁へきを壊こわすことから始まるんだ」

　シリウスが膜の正体を俺に教えてくれる。

「それは知らなかった」

「ここからお互たがいに相手の障壁を壊すための魔法を展開していくんだが」

「アルファイア」

「アルウインド」

　リリアナの杖からは火の玉が、イリスの杖からは強風が射出される。

　魔法は舞ぶ台たいの中央ですれ違うとそれぞれの障壁に当たる。

「きゃっ……なのです！」

　魔法をくらったことで障壁が消し飛び、その余波を受けてリリアナは吹ふき飛んだ。

（さ、流石さすがはイリスなのです。同レベルの魔法では威力負けするのですよ。……それなら）

　何とか体勢を整えたリリアナ。彼女が闘志をたぎらせて前を向くと……。

「魔道士が接近戦をしないとは限らないのよ？」

　いつの間にか距きよ離りを詰つめていたイリスがリリアナの頬を張る。そして……。

「くっ！　ウインド」

　イリスが貫ぬき手てを構えたので、リリアナが咄とつ嗟さに魔法で牽けん制せいすると、彼女は身を引いて距離をとった。

（つ、強いのですよ）

「アルクエイク！　アルブリザード！　アルファイア！」

　距離をとったは良いのだが、イリスは次々に恐おそろしい速度で魔法を展開してくる。

　リリアナは防戦一方で追い詰められてしまうのだが……。

「リリアナっ！」

　思わず声が出てしまう。

「なっ！　攻こう撃げきを受けただと!?」

　シリウスが驚おどろきを発する。なぜならリリアナが無防備に攻撃を受けたからだ。

「これで……最後なのですよっ！」

　突とつ如じよリリアナの上空に浮うかび出す水の球。

「おお、あいついつの間にか上級魔法まで使えるようになったのか」

　シリウスが手すりから身を乗り出し、面白そうに言った。

「上級魔法？」

　俺が闘技場から目をそらさずに聞いてみると。

「ああ、一つの上級魔法を覚えるのに宮廷魔道士でも３年はかかる。そして上級魔法を使えればそれだけ魔道士としての地位を向上させることができる」

　シリウスが知らないということは、リリアナはこの切り札を今日まで隠かくしていたようだ。

「さあ、行くのですっ！　イリスを吹き飛ばすのです！　エクスウォーター」

　リリアナは意い気き揚よう々ようと宣言した。誰だれもがこの試合の勝者はリリアナだと思ったことだろう。

「エクス……トルネード！」

　だが、イリスが魔法を唱えるとその予想は一転した。

「これは風の上級魔法だ。イリスは天才だ。既すでに４属性全すべての上級魔法を習得している」

　闘技場の中心で二つの魔法がぶつかり合う。

「な、なぜなのです！　リリーはこの魔法を使えるのを誰にも話したことはないのです。どうして対策されてるのです！」

　焦あせりを浮かべるリリアナ。

「どういうことなんだ？」

　俺はシリウスに聞いてみる。

「魔法には属性があるからな、その中でも水の魔法は風に弱い」

「つまり、リリアナの魔法に強い属性をあえてぶつけてきたってことか？」

　その質問に首を横に振るシリウス。

「そんな単純じゃねえ。いくらイリスの魔法展開が速かろうが、リリアナが攻撃を受けながら作り上げた上級魔法だ。普通なら魔法構築が間に合うわけがないんだよ」

　次し第だいにリリアナの魔法が押されはじめる。

「じゃあ、なんであの女魔道士は上級魔法を使ってるんだよ？」

　その答えは簡単だった。

「何か俺達が知らない能力を使っているんだろうぜ」

　一体どのような能力を有していればあのような動きが可能なのだろうか？

　そんな事を考えていると状じよう況きようが動き始めた。

「上級魔法は維い持じするのにも細かいコントロールが必要になる。まだ覚えたてのリリアナに余裕はねえ。間もなく決着はつくだろうよ」

　はたしてシリウスの予想通りだった。リリアナの水の上級魔法が押され始めると……。

「わわわっなのですっ！」

　魔法を破られて暴風がリリアナに襲おそい掛かかる。

「あわわわっ！」

　強風を身に受けたリリアナは場外へと撥はね飛ばされると地面に落ちた。

　対してイリスは衝しよう撃げきの余波で飛び散った水で全身を濡ぬらす程度のダメージ。

「決着！　勝者イリス＝シルバーウルフ」




　　　　★




「そんじゃ、ちょっくら出掛けてくるわ」

　俺は現実世界から紙かみ袋ぶくろを取り寄せると椅い子すから立ち上がる。

「どうやって慰なぐさめるつもりなんだ？」

　俺が何をするつもりなのかわかっているのか、シリウスが聞いてくる。

「あいつの好きなお菓か子しを用意しておいた。これでも差し入れるつもりだ」

　そんな俺の返答に。

「俺にはその菓子を差し入れするつもりはねえのかよ？」

「ほら、受け取れ」

　その催さい促そくに応じると俺はお菓子を一つ紙袋からとってはシリウスに放り投げた。

「おっと、こいつは美味うまそうだな」

　危なげなく受け取ったシリウスは包装を剥はがすと早さつ速そくそれを口にする。そして……。

「あいつかなり悔くやしがってるだろうからな。気が済むまで慰めてこい」

　したり顔でそう言った。




「さて、どこに行ったのか？」

　会場の出口まで移動したところでリリアナを探す。

　だが、既に通り過ぎたのか見つけることができなかった。

「控ひかえ室しつにいるのかな？　取り敢あえず向かってみるか」

　俺がその場から移動しようとしたところ、前から見知った男が歩いてきた。

「き、貴様はっ！」

　屈くつ強きような身体からだつきの茶ちや髪ぱつの男は太い声を出すと俺を指差した。

「あっ、ヴェルガーさん。こんにちは」

　俺はまるで近所のおばさんにでも会ったかのように挨あい拶さつした。

「な、何故ここにいるっ！」

　だが、敵意を丸出しにしたヴェルガーは俺を睨にらみつけてきた。

　ヴェルガーとは以前一度やりあったことがある。それが遺い恨こんとなっているのだろう。

「リリアナに会いたくて探してるんですけど、知りませんか？」

　このまま話していても睨まれるのは変わらない。俺はこの場にいる目的を話した。

「ふんっ！　お前なんぞに教えてやる必要はないわっ！」

　案の定とも言うべきか教えてくれるつもりはないようだ。まあ、この場で襲い掛かって来ないだけでも十分だ。俺は探しに行こうと考えると……。

「ふん。婚こん約やくしたというのは本当のようだな？」

　シリウスが告知したので知っていても不思議ではない。

　相手に関しては公表していないのだが、ヴェルガーとはリリアナの件で因いん縁ねんがある。予想できたとしても不思議ではない。

「まあ……おかげ様で？」

　取り敢えず無難な返事をして立ち去ろうとしたところ……。

「……あーそうだった。リリアナならここから真っすぐ行ったところの３番目の控室におるぞ」

　どういうわけかリリアナの居場所を教えてくれた。

「ありがとうございます」

　俺はお礼を言うと早速そちらへと向かうのだった。




「ここがリリアナの控室か」

　俺は紙袋の中身を改める。中にはリリアナが大好きなチョコレートの菓子がたんまりと入っている。これを渡わたすことで慰めになるだろう。

「リリアナ、お疲つかれ様」

　俺はノックをするとドアを開ける。するとそこには…………。

「「えっ？」」

　二人の声が同時に出る。

　目の前にはバスタオルを巻いた銀ぎん髪ぱつの女性が驚きの表情を浮かべてこちらを見ていた。先さき程ほどリリアナを下した銀髪の女魔ま道どう士し──イリスさんだ。
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　恐ろしく透すきとおった銀髪はキラキラと輝かがやき、きめ細かな白い肌はだから雫しずくが滴したたり落ちている。顔が上気しており湿しつ気けを感じることから恐らくシャワーを浴びていたのだろう。バスタオルをたくしあげた胸むな元もとに目が行くと、そこより上の首にチョーカーを着けているのが見える。イリスさんの瞳ひとみと同じ緑の宝石が中央にはめ込まれており、シャワーを浴びる時も外さないとは余程大事な品なのだろうか？

　俺は現状を分ぶん析せきしてそんなことを考える。

「ふーん、女性の控室にいきなり侵しん入にゆうしてくるなんて悪い子ね」

「い、いや……違ちがうんです」

　突とつ然ぜんのハプニングに動どう揺ようしてしまったのか、咄嗟に言葉がでない。

　そうこうしている間にもイリスさんは俺の目の前まで来ていて見上げてくる。

　その瞳はどこか吸い込まれそうな魅み力りよくを宿しており、気が付けば俺は彼女に頬ほおを撫なでられていた。

「そういういけない子はどうしちゃおうかしらね？」

　そんな彼女の身体から魔力が立ち上る。恐らくは何らかの魔法を使うつもりなのだろう。

　俺はここにきてヴェルガーにハメられたのだと頭で理解をした。

「なるほど……。そういう事なのね」

　ところが何かを感じ取ったのかイリスさんは魔法を停止して俺の頬から手を離はなした。

　いざとなったら転移魔法で元の世界に戻もどって攻こう撃げきを回かい避ひしようと考えていたのだが、その必要はないようだ。

　俺が安心して息を吐はくと……。

「確か特別席にいた子よね？　せっかく会えたのだし手間が省けたわ、もう少し調べさせてもらおうかしら」

　そう言うと先程よりも密着してきた。

「えっ……どういうことなんだ？」

　あまりの事態に俺は混乱をする。

　密着した身体からはこの世のものとは思えない柔やわらかさを感じ、俺の身体中を血液が駆かけ巡めぐる。

　バスタオルのみで抱だき着かれているので強調された谷間を見下ろすことになり、視線の置き場所に困っている。

　だが、イリスさんは自分達の状態がどうなっているのかに無む頓とん着ちやくなのか……。

「きみ、何か隠してることない？」

　その断だん片ぺん的な質問に俺は咄とつ嗟さに背中を引いて逃にげ出そうとドアノブに手を掛けるのだが……。

「ふふふ。逃げちゃだめよ？」

　まるで心でも読めるのか、俺の腕うでを掴つかむと行動を封ふうじてくる。そしてその手を自分の胸の谷間に持っていき拘こう束そくする。

　首筋に顔を埋うずめると熱い吐と息いきが吹ふきかけられる。そして……。

「ん？　これは……見たことが無い光景ね……転移？　さっきから何を……？」

　何やらぶつぶつと言っている。俺は先程からどのタイミングで転移魔法を使うか考えているのだが、相手の出方が理解できないので動くに動けない。

「ふぅーん、これは思ってるよりも興味深い子かもしれないわね。当たりかしら？」

「い、一体何を？」

　さっきから主導権を奪うばわれっぱなしだ。彼女はその完かん璧ぺきなプロポーションを使うと妖よう艶えんな笑えみを浮うかべ俺の思考をかき乱してくる。

「なるほど……。リリアナの……ふーんそういうことねぇ」

　しばらくの間なにかを考えこんでいたかと思うと……。

「きみ、乙女おとめの肌を見てただで済むとは思ってないわよね？」

　イリスさんは口元に手をやると妖あやしい笑みを浮かべた。

「えっと、できればお手柔らかにお願いしたいです」

　ヴェルガーにハメられたとはいえ覗のぞきをしたのは事実。言い訳をするのは恰かつ好こう悪い。

「中々潔いさぎよいのね。そういうの嫌きらいじゃないわ」

　そう言うと彼女は俺の目を右手で塞ふさぐ。そのせいもあってか彼女が何をしているのかが見えない。

「んっ」

　唇くちびるに感じる柔らかくも湿しめった感かん触しよく。そして耳を打つのはイリスさんの艶なまめかしくも短い囁ささやき。

　ほんの一いつ瞬しゆん後に、その感触は離れていく。そして……。

　解放された視界には左手の人差し指を俺の口に近づけた彼女が悪戯いたずらな笑みを浮かべている。

「今は大事な試合の最中だからここまでにしておいてあげる。また会いましょうね」

　そう言うとイリスさんは俺を部屋から追い出した。

　俺は今しがた感じた柔らかさが何なのか考えだすと汗あせが止まらなくなるのだった。




　その後、シリウスの元へと戻ったところリリアナがいた。

　俺は慰なぐさめるためのお菓子を渡そうとしたのだが、どうやらイリスさんのところに置いてきてしまったらしい。

「うえええーん。サトルさーん。負けてしまったのです」

　泣きながら飛びついてくるリリアナ。

「いや、上級魔法まで使って相手を追い詰つめたんだ。本当に惜おしかったって」

「ううう。でもイリスに読み切られたのです……。あいつどうしてリリーが使う魔法がわかったのです」

　だが、この程度の言葉では悔くやしさを紛まぎらわせられないらしい。

「そうだ、プリンがあったんだ。食べるだろ？」

　俺は咄嗟に転移魔法を使って元の世界の冷蔵庫からプリンを取り寄せてリリアナに見せる。

「わーい。食べるのです」

　そう言ってプリンを受け取るのだが……。

「ん？　すんすん……サトルさんから妙みような匂においがするのです」

　リリアナは鼻をひくつかせる。俺は自分で嗅かいでみるがリリアナ程の嗅きゆう覚かくを持ち合わせていないから判わからない。

「気のせいじゃないか？」

　俺がそう言うとリリアナは首を傾かしげる。

「まあ良いのです。今はプリンなのですよ」

　結局、リリアナは目の前のプリンに夢中になった。




　それから三人そろってちょうど行われていたヴェルガーの試合を観戦する。

　ヴェルガーは憎にくたらしいが実力はシリウスの折り紙付き。素す早ばやい動きと剛ごう腕わんで剣けんを振ふるう。

　対戦相手は受け止めるだけで精いっぱいなのか、剣を重ねるごとに力で押されはじめ、剣を落としたところで一気に襲おそい掛かかられヴェルガーに敗退した。

　結局ヴェルガーは危なげなく勝ち進み決勝へと進出していた。

「な？　お前が出てたら優勝だったろ？」

　シリウスがふざけ半分で言う。以前、俺はヴェルガーと一いつ騎き打うちをして勝っているからだ。

　だが、あんな不意打ちが何度も通じるわけが無い、身体能力を駆く使しして掛かって来られたらこちらも苦戦はまぬがれないだろうし。

「サトルさんが出てたらぶっちぎりだったのですよ」

　ところが、リリアナもシリウスの言葉を肯こう定ていしてきた。

　リリアナは俺への評価が完全に暴走しているので、いちいち訂てい正せいしたりはしない。

　そうこうしている内に決勝戦が始まろうとしていた。

　ヴェルガーは既すでにリングの上に立ち対戦者を待っている。

　そして間もなくもう一人の決勝進出者が現れると会場は大だい歓かん声せいに包まれた。

「むむむ。凄すごい人気なのです」

　リリアナは複雑な心境でその相手を見る。

「二回戦の相手が彼女じゃなければリリアナが決勝に残ってたのかもしれないな」

　観客の歓声に応こたえているのはイリスさん。ファンサービスとばかりに手を振っている。

　彼女は３６０度ぐるりと回りながら声せい援えんに応えていると……。

「むむむむ。こっちに手を振っているのですよ。イリスめ……リリーをコケにしてるのです」

　リリアナの言う通り、イリスさんはなぜか俺に向かって手を振っているように見える。それも他の観客にはやらなかった両手でのアピール。

「ほお？　あのイリスがねぇ……」

　シリウスの探さぐるような視線を感じる。

「な、なんだよ？」

　あの控ひかえ室しつであったことについてはシリウスに話していない。だが、奴やつは何かに感づいているかのように面おも白しろそうに笑っている。

「いい加減にせぬかっ！」

　リングから怒ど鳴なり声が聞こえる。声を出したのはヴェルガー。

　いつまでも試合を始められないことでイリスさんを怒鳴りつけたようだ。

「やあねー、ちょっとサービスしてただけじゃない」

「ふんっ、貴様ら宮きゆう廷てい魔ま道どう士しは気楽なものだな。実力が無くとも尻尾しつぽを振れば周囲が可愛かわいがってくれるのだから」

　ヴェルガーの嫌いや味みをイリスさんは受け流す。

「それで嫌味のつもりなのかしらぁ。仕方無いわよ。生まれ持った容姿は変えられないのだもん。貴方あなたも来世に期待するといいわ」

　それどころか挑ちよう発はつしてみせる始末だ。

「こ、このっ！　リリアナといい、貴様らはふざけおってからにっ！」

　顔を赤くして挑発に乗せられたヴェルガーにイリスさんは表情を改めると言った。

「そっちこそ、つまらない嫌がらせでこちらを動揺させようとしたのかしら？」

　目を細めると寒気すらする笑みを浮かべる。そして……。

「危あやうく試合前に血を流すところだったわ。今回は容よう赦しやしないであげる」

　その言葉と共に決勝戦が開始されるのだった。
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「リリアナもシリウスもいないとどうして良いかわからないんだが……」

　天てん井じようからはシャンデリアがぶら下がり、赤の絨じゆう毯たんが床ゆかに敷しかれている。

　各テーブルには様々なお酒や料理などが飲食しきれないぐらいに盛り付けられていて正装をした男女が楽しそうに酒を酌くみ交かわしている。

　あれから決勝戦が行われ、イリスさんが優勝した。

　これまで力ちから業わざで勝ち進んできたヴェルガーだったが、イリスさんの多た彩さいな魔法のせいで一度も間合いをつめることができなかった。

　彼女は目にもとまらぬ速度で魔法を展開、打ちだし、追撃した。

　普ふ通つうの魔道士ならば途と中ちゆうで魔力が尽つきていてもおかしくない程ほどの魔法を連発されるとヴェルガーは避よけることしかできなかった。

　まるで、怒いかりをぶつけるかのような苛か烈れつな攻撃に反応が遅おくれたヴェルガーは魔法の直撃を受けるとノックアウトさせられたのだ。

　そんなわけで大会は見事イリスさんの優勝となり、シリウスから賞金を渡わたされ、更さらにパーティーの主役の座を与あたえられた。




　そして、大会に参加していなかった俺もシリウスに誘さそわれてパーティーに参加しているのだが……。

　衣い装しよう室に案内されて好きな衣装に着き替がえるように言われたのでタキシードに着替えた。

　着替えを終えると案内人がパーティー会場まで連れてきてくれたのだが、肝かん心じんのシリウスもリリアナもまだ姿を見せていなかった。

　しばらくの間、壁かべに背を預けていると……。

「サトルさん。お待たせなのですよ」

　リリアナが登場した。

　リリアナはオレンジのドレスに身を包んでいた。それは腰こしまで届く金きん髪ぱつと相まって非常に似合っており、会場のところどころからその美しさに対する溜ため息いきが漏もれる。

　俺はそんなリリアナに近寄ると、自然と言葉が出た。

「リリアナ綺き麗れいだぞ」

　リリアナは目をぱちくりさせると慌あわてた様子を見せる。そして……。

「す、凄く嬉うれしいのですよ」

　ヒマワリが咲さいたかのような笑え顔がおを見せる。周囲の人間もその笑顔を見ると自然と頬ほおを緩ゆるませる。

　ひとまずリリアナのドレス姿を褒ほめるという大役を果たした俺は息を吐はくのだが……。

　リリアナから引っ張られ耳を貸すようにジェスチャーをされる。

「どうしたんだ？」

　かがんでみせるとリリアナは俺の耳に口を寄せる。耳にリリアナの吐と息いきがかかりくすぐったい。

「サ、サトルさんも恰かつ好こ良いいのですよ？」

　そう言った瞬間リリアナは顔を赤くすると俺から離はなれる。

　突とつ然ぜんの不意打ちに俺は動どう揺ようしてしまったのだが……。

「えへへへ。言っちゃったのです」

　リリアナは恥はずかしそうにしながら、はにかむような笑みを浮うかべていた。




　リリアナと合流してからしばらく待っていたのだが、シリウスは現れなかった。恐おそらくは主しゆ催さい者しや側だ、挨あい拶さつなどで忙いそがしいのだろう。

　俺は少しずつ料理を皿に取り分けて食べていたのだが、途中からリリアナとはぐれてしまった。

　リリアナは「せっかくこんなに一いつ杯ぱい料理があるのだから全部食べてみないと勿もつ体たいないのですよ」と言っていたので、今もあの料理が置かれているスペースのどこかにいるのだろう。

　合流したところで流石さすがにあのペースに付き合うのは無理。

　ということで俺は独りでパーティーを練り歩いていた。

　一いつ瞬しゆんにしてざわめきが起きる。

　そして、人ひと垣がきが割れるとそこからイリスさんが現れた。

　背中がぱっかり開いた青いドレスは宝石をちりばめたかのように輝かがやきを放っている。さらに首には黒いチョーカーと中央に緑の宝石が嵌はまっている。それらは非常に似合っていて彼女本来の美しさを十分に引き立てる役割を果たしていた。

　イリスさんは今大会の優勝者ということもあってか歩くたびに周囲からは祝福と羨せん望ぼうの眼まな差ざしが向けられている。

　短い言葉をかわしながら歩いているイリスさんだったが、彼女は俺の視線に気付くと近寄ってきた。

「また会ったわね」

　そう言って気軽な様子で俺の腕うでに抱だき着いてきた。薄うす手でのイブニングドレスのせいで胸の感かん触しよくがダイレクトに伝わってくる。

「今日の主役がいきなり大だい胆たん過ぎでしょう」

　今も全員から注目されている。周囲の人間は俺に向かって呪のろいでもかけそうな視線をぶつけてくる。

「これも優勝者特権というやつかしらね」

　至近距きよ離りから眩まぶしい笑顔を向けられる。艶つややかな唇くちびるが悪戯いたずらな言葉を紡つむぐ。否いや応おうなしに先程の感触が思い出される。

「せっかく優勝したのに俺なんかを相手にしてどうするんですか？」

　あまりに積極的な行動に、俺は視線を逸そらすとそう言った。

　だが、彼女はその程度では逃にがしてくれないようで、俺の耳元に唇を持ってくると。

「あなたのこともっと色々知りたいわ」

　蕩とろけそうになる甘かん美びな声が耳を打つ。こういったアプローチを受けたことが無いのでどう反応してよいのか分からない。

　俺が戸と惑まどっていると分かっているのか、イリスさんは腕を抱きしめるように身体からだを絡からめてきた。そこに……。

「ようサトル。楽しんでいるか？」

　シリウスが酒を片手に登場した。

　思わぬ登場に俺は内心ほっとする。流石のイリスさんも王族を前にしては腕を離すしかないだろう。

「殿でん下かにおきましてはご機き嫌げん麗うるわしゅう存じ上げますわ」

「ああ、そっちこそ機嫌が良さそうだな」

　だが、イリスさんは特に気にした様子もなく、俺の腕を抱かかえたままだ。

　これでは俺がパートナーのように映る。

「ところで殿下。こちらの方は殿下のどういったお知り合いなのですか？」

　どういった……。真しん剣けんで戦った仲とでも言えばいいのだろうか？

　俺は転移魔法でシリウスと戦った情景を思い浮かべる。よくもまああれだけ争ったあとからこうして仲良くなったものだ。しみじみと思っていると。

「こいつは貴族の息子むすこでな。サトルという名前で、俺が一目置いている男だな」

　真実を言うわけにもいかないのか、シリウスは俺のことをぼかして紹しよう介かいする。

「ふーん。サトル君っていうんだ……」

　ところが、イリスさんは口元を動かすと嬉しそうに俺の名前を呼んでみせる。

「それより、お前も20歳なんだし、そろそろ結けつ婚こんして明るい家庭を築いたらどうだ？」

　あまり俺の出自に関して突つっ込こまれたくないのか、シリウスは露ろ骨こつに話題を変えてきた。

「……明るい……家庭ですか？」

　これが不意打ちになったのか、イリスさんは顔を上げると俺を見る。

　潤うるんだ瞳ひとみにはさきほどまでの元気がなく、気のせいか一瞬悲しみが浮かんだような気がした。

「おい、シリウス。急に結婚の話とか失礼じゃないか？」

　焦あせりを感じてシリウスを批難する。

「いや、俺の国では宮廷魔道士は18歳を超こえたあたりから伴はん侶りよを探すんだ。大たい抵ていは同じ宮廷魔道士だな」

　するとシリウスは説明を始めた。

「一体どうして？」

「それは、魔道の才能が遺伝するからよ」

　それに答えたのは隣となりのイリスさん。

　相変わらず腕を組んでいるので横を向き辛づらい。

「その通り、そしてイリスはこの国でも一二を争う魔ま力りよくの持ち主だからな。国としても婚こん姻いんを結ぶ相手には慎しん重ちようになっていたんだ」

　魔力のより強い男女が結ばれれば子供もまた強力な魔力を持って生まれてくる。なので強力な魔道士ほど相手を選ぶ必要があるらしく、イリスさんはこれまで国が持ってきた縁えん談だんを断り続けてきたらしい。

　見た目も良く才能も確かなので、恐らくは相当な数の男が振ふられたに違ちがいない。

　俺は美女との結婚を夢見て散って行った男性諸君に心の中で敬礼をしていたのだが……。

「な、なにか？」

　イリスさんは俺の腕を掴つかむと自分へと引き寄せる。そしてシリウスに言う。

「こちらのサトル君が相手なら考えなくもありませんよ？」

「な、なにをいきなりっ！」

　突然の提案に頭が真っ白になる。

「あら、だってサトル君って殿下が認める程の素質を持つ人物なのでしょう？　それに顔も私の好みに一いつ致ちしてるので、彼が相手なら私も二つ返事で頷うなずきます」

　何を根こん拠きよに俺の素質を認めたのか、とにかくこの場を何とか収めなければ。

「俺なんかじゃダメに決まってます。そうだよな？」

　俺はシリウスに助けを求めるのだが……。

「……いや、アリだな」

　シリウスが冗じよう談だんではなさそうな顔で考える。

「なん……だと？」

「サトルの実力は俺も認めているところだ。中ちゆう途と半はん端ぱな魔道士が相手なら認めるつもりは無いが、お前なら文句は無い」

「わぁ、殿下に認めてもらえたわよ。サトル君。幸せになりましょうね」

　どこまでが冗談なのか、ニヤニヤと笑うシリウスに積極的なイリスさん。

　俺は…………。

「勘かん弁べんしてくれっ!?」

　そう叫さけぶのだった。




「つ、疲つかれた……」

　あれから、何とか説得してその場を解散させてもらうことに成功した。

「いやー、珍めずらしいものを見せてもらった。まさかイリスがあんなこと言い出すとはな」

　愉ゆ快かいそうにワインを飲むシリウスを俺は恨うらみがましい視線で見る。

「ふー、一杯食べたのですよ」

　そうこうしているうちにリリアナが戻もどってきた。皿には大量の料理が積みあがっている。

「って、それまだ食うの？」

「なのです。これを食べたら満足するのですよ」

　一体どれだけ食うつもりなのか？

　相当食べたと思われるのに、ドレスから見える腹に変化は無い。リリアナの胃い袋ぶくろはどこに繋つながってるのだろうか？

「それよりサトルさんはどうしたのです。お疲れなのです？」

　骨付き肉を右手に持つと下から覗のぞき込んでくる。

「いや、別になんでも……」

　これ以上疲れさせられてたまるかと考え、即そく座ざに否定の言葉を出そうとしたのだが……。

「こいつさっき求婚されてたんだよ」

「なななっ！」

　リリアナの手から骨付き肉がポロリと落ちた。

「リリーが離はなれた隙すきに！　だ、誰だれがそんなことをしたのですかっ！」

　烈れつ火かのごとき怒いかりをまき散らすとリリアナはシリウスに質問する。

「イリスだな。あいつもいい歳としだしそろそろ考えなければならないと思ってたからな。これは思わぬ良縁かもしれないぞ」

　そう言ったシリウスはリリアナをからかう時によく見せる悪い笑え顔がおをしていた。

「サトルさんはリリーだけの大事な人なのですっ！　イリスなんかにあげないのですっ！」

　試合で負けたことの他ほかにも因縁があるのだろうか？

　リリアナは俺の腕を強く抱くと、他人に取られまいと周囲を威い嚇かくするのだった。




「さーて、そろそろ帰るとするかな」

　時刻も遅おそくなり、パーティーも終わりをむかえていた。

　周囲を見ても残っている客は少なく、大半は帰宅するか意中の相手を誘さそって夜の遊ゆう技ぎへと繰くり出したのだろう。

「えぇーっ！　サトルさん、お泊とまりするのですよ」

　不満げなリリアナに。

「悪いな、明日も用事があるんだ」
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　二足のワラジの辛つらいところだ。

　俺が申し訳なさそうにするとリリアナは顔を上げると。

「わかったなのです。その代わりお願いを聞いて欲しいのですよ」

「別に構わないぞ」

　リリアナは少し考えこむと言った。

「その内サトルさんの世界に連れて行って欲しいのです」

　期待に満ちた瞳が俺に刺ささる。

「そんなことか、分かった。約束するよ」

「やったなのですっ！　楽しみなのですよっ！」

　嬉うれしそうにはしゃぎだすリリアナ。俺はそれを微笑ほほえましく思いながら見ていると……。

「おうサトル。俺も一つ頼たのみがある」

「……出来れば断りたいんだけど？」

　こいつには今日も散々酷ひどい目にあわされた。少しぐらいは渋しぶっても構わないだろうか？

　ところが、シリウスは真ま面じ目めな表情で俺を見ていた。俺は喉のどをゴクリと鳴らすと、

「これは今後の重要な話になるんだが、サトルを通じて二つの世界が繋がってるだろ？」

　その言葉に俺は頷く。何かの偶ぐう然ぜんからか俺は転移魔法を通じて二つの世界を行き来できるようになっている。

「今はまだ俺とサトル、リリアナだけの付き合いで構わねえけどよ、いずれはもっと交流を広めたいと考えている」

　二つの世界が交流する。そんな未来にシリウスは期待をしていると言った。

「こっちの世界だけで決めて良い話じゃねえ。二つの世界の行ゆく方えは慎重に見み極きわめて行く必要がある」

　そう言うとシリウスは俺の肩かたに両手を置くと言った。

「だからこそ、そっちの世界で権力を持つ人物と話をしたい。取り次いでくれねえか？」

　シリウスの考えも分かる。だが、一いつ介かいの大学生には荷が重い頼み事だ。俺は転移魔法を使ってなんとかできないだろうか考えた末に……。

「ま、まあ話だけは頭の片かた隅すみにいれておくよ」

　そう答えを返す。

「おうっ！　頼たよりにしてるぞ」

　シリウスの満面の笑みに見送られると俺は現実世界へと転移していくのだった。








第二章　現実世界のコスプレイベント









　駅の改札を出るとスマートフォンで地図を表示し目的地を確かく認にんする。

「……っと、あっちの方か？」

　親切なことで、会場までの道筋を看板で案内してくれている。

　俺はそれに従い移動を開始したのだが、突とつ然ぜんスマートフォンが振しん動どうした。

　画面を見るとそこには『湯ゆ皆みな　翼つばさ』との文字が映り込む。

「今日はあいつ仕事じゃなかったっけ？」

　電話の相手は俺がマネージャーをやっている事務所のアイドルだ。

　事前に「今日は忙いそがしい」と言っておいたのだが、緊きん急きゆうの用事かもしれない。

『おっそーいー。どれだけ私を待たせるんですかー』

　電話を取るなり通話口から不満の声が漏もれる。

「なんだよ翼？　俺は今日休みだって言っておいただろ」

　本日も同行して欲しいと駄だ々だをこねていたのだが、休きゆう暇かを取ったのには理由があるのだ。自分の要望が叶かなわなかったので、そのことを根に持ってこうして嫌いやがらせで電話をしてきたのではないだろうか？

『そんなことより信じられない事件があったんですっ！』

　こちらの主張を伝えたのだが、翼は俺の抗こう議ぎを完全に無視すると興奮気味に話を始めた。

「ほう、そいつは凄すごいな。……そろそろ電話切って良いか？」

　今は移動中とはいえ人を待たせているのだ、そんな長話に付き合うことはできない。

『駄目です。悟さとるさんは私のマネージャーですから。私を万ばん全ぜんの状態で仕事に送り出すためにも話し相手になる義務があるんですよ？』

　何な故ぜ俺と話すことで翼の状態が万全になるのか一考の余地があるが、取り敢あえず断れない流れなのは理解した。俺は諦あきらめて小さく溜ため息いきを吐つく。

「……わかった。あんまり長くは聞いてやれないぞ？」

　あまり相手を待たせるわけにもいかない、俺が念を押すと。

『うふふふ、なんだかんだ悟さんって優やさしいですよね』

　翼の機き嫌げんが良くなった。

「それで、信じられないことってなんだよ？」

　いつまでも話が始まりそうもないので俺から聞き返すと、翼は質問を返してきた。

『悟さんって私のプロフィール頭に入ってますか？』

　その言葉に俺はアイドル女子高生として公式に流れている情報を頭の中で参照する。

「誕生日と血液型に身長、靴くつのサイズからデビュー歴、ドラマや映画にＣＭの出演記録ぐらいまでなら覚えてるけど？」

　サブマネージャーとはいえ翼を売り出す以上、彼女の演じた仕事に関して勉強済みだ。

　俺がそれらの情報をつらつらと暗唱してみせると……。

『そそそ、そこまで詳しよう細さいに私のプロフィール覚えてるなんて……。どどど、どれだけ私のこと好きなんですかっ！』

　どれだけ動どう揺ようしているのやら……。あくまで仕事のために覚えたんだからな？

「うん？　お前は何を言ってる？」

　翼の先走りに俺は突つっ込こみを入れる。そうすると翼は咳せきばらいをする。

『ちなみにそっちのプロフィールじゃなくて個人の方です。私の家族について知ってますか？』

　翼の声のトーンが下がり、幾いく分ぶん気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「………………まあ、一応」

　俺も少しトーンを落として応じる。それというのも、今から三年前に翼は両親を事故で失っているからだ。

『前に話したかと思うんですけど、私が芸能界に入った理由』

　以前にペンダントの写真を見せられたことがある。

　そこには翼によく似た小さな女の子とその子を抱だいている青年の写真が入っていた。

　翼はそれを見せると『この人は私の祖父なんです。母は駆かけ落ちして私を産んでくれたんですけど、祖父と和解できなかったことを後こう悔かいしてました。だから私が芸能界に入ったのは祖父を捜さがすためなんです』と教えてくれた。

「ああ、覚えてるよ」

　そのことを聞かされた時から、もし俺に翼が肉親捜しの協力を頼んでくるようなら引き受けようと心に決めていたのだ。

『それなんですけど、実は見つかったんですよっ！』

　だが、次の瞬しゆん間かん。翼はこれまでで最大のテンションになると朗報を告げてきた。

「本当なのかっ！」

　唐とう突とつに語られた情報に俺は驚おどろきを隠かくせないで大声が出る。

『実はなんですけど……』

　そう言うと翼は祖父を発見した経けい緯いを説明してくれた。

　なんでも、この前撮とっていた映画が好評でミリオンヒットを飛ばしたらしい。

　その映画は老ろう若にやく男なん女によに支持されていたものらしく祖父を名乗る人物はその映画を見てコンタクトを取ってきたらしい。

『私が生前の母にそっくりで吃驚びつくりしたと祖父は言ってました。それでペンダントの写真を見せたところ祖父も同じ写真を持っていたんで肉親だとはっきりしたんですよ』

　ドラマの中でしかなさそうな再会に、俺は胸が温かくなる。そして嬉しそうな翼の声を聞くと自然と言葉が出た。

「良かったなっ！」

　翼は交通事故で両親を失って天てん涯がい孤こ独どくになっていたのだ。そんな翼にまだ血を分けた相手が存在したというのだからこれ程ほど嬉しいことは無い。

『ありがとうございます』

　翼は嬉しそうに言うと、祖父の話を続けた。

『……それで、マンションのセキュリティが甘いからって近々引ひっ越こすことになりそうなんです』

　楽しそうに話し続けていた翼なのだが……。

『……はーい。今いきます』

　どうやら呼ばれたらしく、電話越しに声が聞こえる。

『あっ、そろそろ出番みたいなんで切りますね』

「ああ、わかった」

　良い気分で話が出来たところで丁度俺も目的地付近に到とう着ちやくする。

　だが、翼は一向に電話を切る気配を見せない。

『さ、最後に……頑がん張ばれって言ってほしいんですけど……』

　やや甘えるような声で俺に要求してくる。確か、アイドルを万全の状態で送り出すのはマネージャーの仕事だったか？

「翼」

『は、はいっ！』

「俺が見てないからってミスするなよ？」

　発破をかけてやるとしばらくして……。

『悟さんのバーカ！』

　元気な声で電話を切られた。




　　　　★




　キャリーバッグを引きながら会場へと入っていく人を尻しり目めに俺は人ひと気けのない場所を探している。

　そこらには段ボールで作った鎧よろいや、精せい巧こうに作られた剣けん、上等な布で作り込まれた派手なローブやらを着用している女性が多数存在する。

　彼女らは皆みな一様に楽しそうに笑いながらその恰かつ好こうを誇ほこらしげに周囲に見せつけている。

　そんな彼女らに対し、一定の距きよ離りを置いて一眼レフを構える男達がいる。

　彼らはこのコスプレを記録として残すことを使命としており、道具の手入れからアングル、光の入り方など撮さつ影えいに必要な諸もろ々もろを準備し挑いどんでいる。

　彼らはコスプレイヤーがより輝かがやいている姿を見せるため、この瞬間を切り取るために腕うでを磨みがきぬいてきたプロフェッショナルなのだった。

　そう、ここはコスプレ会場。それもクオリティーが高いコスプレイヤーが集つどうことで有名なイベントのだ。

　何故、翼のマネージャー業務を休んでまで俺がこの場所に足を運んだのかというと、その原因は先日の異世界訪問にあった。




『その内サトルさんの世界に連れて行って欲しいのです』




　帰る際にリリアナからそう頼たのまれたのだが、リリアナの尻尾しつぽとケモミミが問題となりこれまで先送りにしてきた。

　ところが、ひょんなことからこのコスプレイベントを知った俺は考えた。

　木を隠すなら森の中。リリアナのようなケモミミを持つファンタジーの住人を隠すのならファンタジーに紛まぎれてしまえば良い。

　そんなわけで俺はこのイベントにリリアナを連れてくることに決めたのだった。

　しばらく歩き回り、人気のない方へと向かっていく。

　大きな賑にぎわいを見せるイベント会場ではあるが、その全体が賑わうわけではない。広大な場所を貸し切ってやるのでどうしたって人が立ち寄らない区域というものも存在する。

　俺は、イベント会場の隅すみ。先程写真撮影が行われていた場所よりだいぶ離はなれた場所まで移動してきた。

「ここなら完全に人がいないな」

　近くにベンチと自じ動どう販はん売ばい機きがあるが他ほかに何もない。

　俺は慎しん重ちように周りを見み渡わたすと転移魔ま法ほうのゲートを繋つなげた。

　するとゲートの向こう側にローブと杖つえを持ったリリアナが登場する。

　リリアナは俺と目が合うとケモミミをパタパタさせニパッと笑ってみせる。

　俺が手招きをして合図を送るとコクリと頷うなずき慎重な足取りでゲートを潜くぐり抜ぬけると……。

「ふわぁぁぁぁー。ここがサトルさんの世界なのですか？」

　口を大きく開くと周りを見渡した。

「待たせて悪かったな」

　予定よりも少し遅おくれた程度だが、俺はリリアナに謝ると。

「サトルさんあれは何なのですかっ！」

　特に気にしていないリリアナは自動販売機を指差すと聞いてきた。

「あれは飲み物を販売している機械だな」

「キカイ！　あれが物語によく出てくるキカイなのですかっ！」

　感動したリリアナは走っていき自動販売機を見ると警けい戒かい心しんをむき出しにする。

「わわっ！　何か光が動いているのです！　『ウイ───ン』って唸うなっているのですよっ！」

　ローブの中で尻尾が動いている。俺はなんだか面おも白しろくなってきたのでリリアナの横に立つと、投入口に小こ銭ぜにを入れた。

「せっかくの異世界記念だ。奢おごってやるから好きな飲み物を選べよ」

「選ぶ……のです？」

　目をパチクリさせるリリアナに俺は自動販売機の使い方を教えてやる。

「今このボタンが光ってるだろ？　これを押せば飲み物が出てくる仕組みなんだ」

「な、なるほど。やってみるのです」

　そう言ってボタンを押すと。




　──ガシャン──




　飲み物が落下した音がする。

「ヒクッ！」

　リリアナのケモミミがピンと立ち上がる。俺は受け取り口に手を突っ込むと。

「ほら、飲んでいいぞ」

　出てきた飲み物を渡わたしてやった。

「よく冷えてるのですよ」

　プルタブに関しては缶かん詰づめで知っているのでリリアナは蓋ふたを開けると飲み始めた。

「んぐんぐ……美味おいしいのです」

　満足げな表情をする。

　俺はそろそろ移動をしようと考えるとリリアナに。

「色々見て回りたいからな、そろそろ行くぞ」

　そう促うながす。

　俺が歩き出すとリリアナは走り寄ると俺の横にぴったりと付いた。そして……。

「あれは何なのです？　こっちは？　何に使うのです？」

　見る物全すべてがはじめてなのだ。仕方ないとばかりに俺は次々に説明をしてやる。

「あれはモニターといって映像を映し出す機械だ。こっちのは電光掲けい示じ板だな。案内をしてくれる。そっちのは……」

　そうやって目に付く物について答え続けた結果、いつの間にか会場の真ん中へと到着していた。

「ほぇぇー、むふぅ──。凄すごい数の人なのですよ」

　周囲のコスプレイヤーを興味深げに観察しているリリアナだったが、逆に周囲の人間もまたリリアナを凝ぎよう視ししていた。

　無理もない、リリアナの恰好はコスプレにしては精巧にできている上、どう見ても本物にしか見えない（本物だが）ケモミミと尻尾がリリアナの意思に反応して動き回ってるのだ。

　目をクリクリさせて行き交かう人を見ていたリリアナだったが……。

「あっ、食べ物なのです」

　安定の食いしん坊ぼうを発揮したのか屋台を発見すると目を輝かせる。

「お嬢じようちゃん、随ずい分ぶんと本格的なコスプレしてんな。大会参加者か？」

　屋台のおじさんがそんな質問をすると……。

「大会はこの前終わったばかりなのです。それよりもこれは何なのですか？」

　若じやつ干かん意味が通らない会話を繰くり広げる。

「あん？　こいつはたこ焼きだ。外国人だから知らないんだな」

　日本に住んでいるのならたこ焼きぐらい見たことがあるはず。

　おじさんはリリアナの容姿を認めると外国人だと判断した。確かに異世界人も外国人も日本に住んでいなかったという点については同じなので誤解してもらって助かる。

　おじさんの質問が理解できなかったのか首を傾かしげるリリアナ。このまま会話をしているとボロがでそうだなと判断した俺は。

「おっちゃんたこ焼き一つ頂ちよう戴だい」

　リリアナの興味をたこ焼きに集中させるべく購こう入にゆうするのだった。




「ほえええ。凄いのです、ゆらゆらと踊おどっているのですっ！」

　たこ焼きにかけられたかつお節が熱で揺ゆれ動くのを見る。

　そんな現象が楽しかったのかリリアナは目をキラキラさせるとたこ焼きを眺ながめていた。

「良いから食べようぜ」

　周囲の人間も、リリアナが妙みように気になるらしく俺達は非常に目立っている。

　なので、さっさと食べ終えて移動をしたいと考えたのだが……。

　爪つま楊よう枝じが刺ささっているたこ焼きを一つとって食べようとすると、それを見ていたリリアナが何やら言い出した。

「ま、待って欲しいのです」

「なんなんだよ？」

　口をあけたまま止められたので抗こう議ぎするとリリアナは言った。

「え、えっと……食べ方が分からないので食べさせて欲しいのです」

　そう言って頬ほおを赤くすると上うわ目め遣づかいに見つめてきた。

「いや、別に複雑な食べ方でもないんだけど……」

　周囲を見れば他の人間も普ふ通つうに食べている。わざわざ食べさせる程ほどのことではないのではなかろうか？

「で、でも……こうでもしないとサトルさんをイリスに………………」

　だが、リリアナは俺の言葉に耳を貸さず、口元に手をやり何やら呟つぶやいているのだが声が小さくて聞こえない。

「はぁ……。わかったよ」

　逆らっても無む駄だと判断した俺は観念すると、爪楊枝を刺したたこ焼きを落とさないよう手を添そえリリアナの口に運ぶ。そして……。

「ほら、口を開けてみろ」

「えへへ、作戦成功。なのですっ！」

　してやったりと小悪魔な笑えみを浮うかべる。リリアナの我わが儘ままに乗ってやっただけなのだが、まあ仕方ない。

　俺は湯気が立ち上る熱々のそれをリリアナの口の中に入れてやる。

「ほふっ……あっふ……あふいのですっ！」

　できたてのたこ焼きは外側はカリカリで、中はトロトロだ。

　特に中のトロトロはよく蒸むらされており、口の中で噛かむとそれがドロリと舌の上に広がる。

　ついでにこのたこ焼きはサイズが大きいので、一口で食べようとすれば口の中で転がして冷ましながら食べなければならない。

　だが、リリアナにとってたこ焼きは初体験の料理だ。当然そんな事は知らず涙なみだを浮かべながら食べ終えた。

「はひー、舌がチリチリするのです」

　余程熱かったのか犬のように舌をだすとリリアナは息を吐はきだした。

「見事な作戦だったな」

　俺は皮肉を言うとこっそりと転移魔法で取り出した水をリリアナに渡してやる。

　リリアナはコップを引っ掴つかむと必死な様子でその水をあおるのだった。

　冷たい物で舌を冷まして回復したリリアナは「キッ」と俺を睨にらみつける。そして……。

「今度はリリーの番なのです」

　仕返しとばかりにたこ焼きを差し出してくる。どうやら復ふく讐しゆうをするつもりのようだ。

「おお、ありがとな」

　俺はそれを受け取ると口の中で転がしながら少しずつ食べてみせる。

　熱さのせいで多少口の中が火傷やけどするのだが、たこ焼きは熱々を食べるのが一番だ。その程度の代だい償しようは払はらっても問題ない。

「むっ、普通に食べたのです。リリーにももう一度食べさせてほしいのです」

　不満そうなのでもう一つたこ焼きを取る。

　今度は「ふーふー」と息を吹ふきかけてから口に運ぶとリリアナは警けい戒かいしつつもそれを口に入れた。

「あふぃ……けど美味しいのれふ」

　今度は丁度良かったらしく、たこ焼きの美味しさに頬を緩ゆるめるのだった。

　しばらく交こう互ごにたこ焼きを食べさせあう。そうすると気が付けば皿からたこ焼きが消えてしまっていた。

　もう一皿ぐらい食べるのもありかと考えていると……。

「あっ、サトルさん。ソースが付いてるのですよ」

　リリアナが立ち上がり顔を近づけてくる。

「えっ。マジで？」

　俺はティッシュを取り出して口元を拭ぬぐおうと考えたのだが、リリアナは顔を近づけると舌で俺の唇くちびる付近を舐なめてきた。

「サ、サトルさんの味がするのですよ」

「なななっ！」

　瞬しゆん間かん耳が熱くなる。リリアナの大だい胆たんな行動を見た周囲の視線が厳しい。

　中には完全に嫉しつ妬としていて憎ぞう悪おをぶつけてくる者もいる。

「おまっ……こんなところでいきなり不味まずいだろ」

　混乱したせいか勢いが弱い。俺がリリアナに抗議の視線を送ると。

「……だってそうしないとイリスに負けちゃうのです」

　そう言って顔をプイっと背そむける。

　今度は聞こえた。俺がリリアナを見ると彼女は顔を真っ赤にしながら「ううう。大胆すぎたのです」と高熱を発している。

　恐おそらくだが、パーティーの時のイリスさんの発言が原因なのだろうとは思うのだが……。

「さ、さあっ！　時間も無いので次にいくのですよ！」

　リリアナが気を取り直して腕うでを引っ張るので聞いてないことにするのだった。




「リリアナちょっと待っててくれ。トイレ行ってくる」

　あれから、いろんなものを食べ歩いてはコスプレを見たり、写真撮さつ影えいを求められては断ったりとイベント会場を歩き回った。

　リリアナは俺以外には気を許さず、誰だれかが話し掛かけてくると俺のかげに隠かくれてしまった。

「はいなのです。リリーはここで待っているのです」

　色々動きまわって手が汚よごれたので、俺はリリアナを置いてトイレへと入っていく。

「楽しんでくれてるよな？」

　手を洗いながら鏡に向かって問いかける。

　初めて招待した現実世界ということもあり、リリアナにとっては未知の物が多すぎる。

　俺もなるべくフォローしているつもりだが、警戒しつつ動いているので本当に楽しんでもらえてるのだろうか？

「まあ、そこは平気か？」

　無む邪じや気きな顔で抱だき着いて来たり質問してきたり。今日はずっとそんな調子で回っているのだ。あれで楽しんでないということはないだろう。

「お待たせ。次はどこいこうか？」

　俺は次に回る場所を考えながらトイレを出たのだが……。

「あれ。リリアナ？」

　待っていると言っていたにも拘かかわらず、そこにリリアナの姿が無くなっていた。




　　　　★




『コスプレ大会の参加者はそろそろ受付時間が終しゆう了りようとなります』

　リリアナは悟に現実世界を案内されると、見たことがない物や、食べたことがない物に出会った。

　リリアナは、シリウスから「本当にそんな世界が実在するか確かく認にんして来い」という命令に従って来たのだが、見る物全すべてに興味を惹ひかれていた。

「たこ焼き美味おいしかったのです……それにしても大胆過ぎたのですよぉ」

　悟の口に付いていたソースを舐めたリリアナ。元の世界でも仲の良い夫ふう婦ふしかそんなことをしないので、今いま更さら恥はずかしさがこみあげてきた。

「凄すごく恥ずかしかったけど、このぐらいやらないとサトルさんはリリーを意識してくれないしイリスに目が行ってしまうのです」

　最近、シリウスが悟に他の嫁よめを探しているのをリリアナは知っていた。そのことを考えると胸が締しめ付けられ、ついつい焦あせって行動にでてしまったのだ。

　そんなことを考えていると……。

「あのー？」

「は、はいなのです！」

　気が付けばコスプレをした女性がリリアナの隣となりに立っていた。

「大会がそろそろ始まるわよ。早く行かないと」

「ほぇ？　大会があるのですか？」

　悟からは特に何も聞いていない。リリアナが不思議そうに首を傾かしげると……。

「そんな気合入ったコスプレしておいて大会に出るために来たんじゃないの？　こっちだから急ぐわよ」

　そう言うと、その女性はリリアナの手を引っ張って大会会場まで走りだした。




　　　　★




「ったく、どこいったんだ？」

　俺は焦りを感じると会場中を走り回っていた。

　最初はトイレにでも入ったのかと思って待っていたのだが、あまりにも長いので、トイレから出てきた女性に勇気をだして聞いてみたところ「中に誰もいませんよ」と言われた。

　そんなわけで、リリアナは絶賛迷子中なのだが……。

「こういう時電話できれば早いんだけど……」

　だが、リリアナはこちらの世界の人間ではない。当然スマートフォンみたいな便利な道具を持っていないのだ。

「昔の人はこういう時どうしてたんだ？」

　不便なことこの上ない。せめてはぐれた時の待ち合わせ場所ぐらい決めておくべきだったと後こう悔かいしていると……。




「「「「「ワアアアアアアアアアアアアアアアア」」」」」




　大だい歓かん声せいが聞こえる。

『さあーて、厳選なる予選を潜くぐり抜ぬけたコスプレ大会もいよいよ本選を残すのみとなりました。今年は例年に比べて美少女がより多く参加してくれてますね』

　どうやらイベントステージでコスプレ大会が始まったらしい。例年に比べて盛せい況きようという話だが、なるほど。この観客の数から相当な盛りあがりのようだな。

「…………っと、そんなことよりリリアナだ」

　ここに人が集まる分他は人が減る。そうすれば背の低いリリアナの尻尾しつぽかケモミミを発見できるかもしれない。

『さて、本選に出場した選手に順番にマイクアピールをしていただきましょう』

　俺はその場でどこかに金きん髪ぱつのケモミミを付けたリリアナがいないか見み渡わたすのだが……。

『ほえ？　これ、くれるのですか？』

『い、いえ。マイクに向かって話してもらえれば嬉うれしいです』

『はぇぇぇ。こんな小さな道具で音声を拡大できるのですね。凄いのですよっ！』

　聞き覚えのある話し方。まさかいくらリリアナでも……それは……。

　嫌いやな予感がしつつ俺は振ふり返ってみると…………。

「って！　何でそこにいるんだっ！」

　なぜかコスプレ会場のステージでリリアナはマイクを握にぎり締めていた。




『さて、自己紹しよう介かいも済んだところでコスプレアピールの時間です。出場者の方はそれぞれのキャラクターになりきって演技をしてください。衣い装しようと演技の完成度がそのまま投票結果に反映されます』

　迷子になっていたリリアナを発見できた俺は安あん堵どする。だが……。

　こんな目立つ場所から連れ出すのは不可能。ひとまず事態を見守るしかない。

　ステージの上ではコスプレイヤー達が順番にキャラクターアピールをしている。

　それは元となったアニメの歌であったり、踊おどりであったり。

　元ネタを知らない俺は黙だまってみていたのだが、周囲の観客の盛りあがりを見る限りなかなかのクオリティーだったようだ。

『さて、最後になりましたのはこちらの……何のコスプレなんでしょうかね？』

　司会の人がリリアナに向けて聞いてくる。

『こすぷれ？　リリーはリリーなのです』

　会場を歩く際にコスプレについてもざっくり説明してある。

　衣装を着て自分以外の誰かになりきることだと。

『な、なるほど。リリーちゃんのコスプレなんですね。既すでに演技が始まっているようです』

　会話が噛かみ合っていないのだが、取り敢あえず強ごう引いんに進めてしまうつもりのようだ。

『それではリリーちゃんはどういう設定なんでしょうか？』

『リリーの設定？』

　そう言われて杖つえで口元を隠して考えるとピンときた様子が見える。

『リリーは宮きゆう廷てい魔ま道どう士しなのですよ』

　どうやら職業を聞かれたと思ったようだ。素す直なおに答えている。

『へぇ。最近のアニメにしてはあまり見ない設定ですね。美少女宮廷魔道士』

　まあ、アニメじゃなくて異世界ですからね。

『それにしてもその衣装ですけど、作りが複雑でしっかりした生き地じを使って作られてますね。私もよく自分で縫ぬうんですけどここまで気合が入ったのは中々目にしないですよ』

『これは王宮より支給された特製のローブなのです。凄くお高いのですよ』

　そう言ってローブを引っ張ると隠れていたリリアナの太ももが晒さらされて歓声が上がる。

『普ふ段だんはこうしてるのですが、寒いときはこのフードを被かぶることで耳も寒さから護まもることができる優すぐれものなのです』

　そう言ってフードを被ってみせる。完全に見けん当とう違ちがいな事をしゃべり続けているのだが、周囲はその天然っぷりが堪たまらないのか段々と声せい援えんが大きくなっていく。

『あはは、衣装に関してはそのぐらいにして。リリーちゃんは何か特技とかはありますか？』

『特技？　魔法なら得意なのですよ？』

『おおっ！　宮廷魔道士設定の王道ですね。それを見せてもらうことはできますか？』

　司会の人は冗じよう談だんだと思っているのだろう。

『良いけど、人が多いのであまり危険なのは無理なのです』

「って……待てよ」

　リリアナの返事に俺は慌あわて始める。

『では簡単な火の魔法でも』

　リリアナはコホンと息を吐はくと集中し始める。そして……。




「「「「「ワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」」」」」




　杖の先に火が灯ともる。そして中空へと浮うかぶ。

　火は形を変えつつリリアナの周囲を飛び回っている。

「すっげえなあれ。どうなってるんだ？」

「さあ、でも可愛かわいければいいんじゃね？」

　観客も驚おどろいて動き回る火を追っている。やがて十分な時間が経たつと。

『そろそろお終しまいなのです』

　リリアナは魔法の火を杖に戻もどすと消してしまった。

　しばらくして大歓声が響ひびき渡わたると。

『素晴らしい魔法でした。気合の入った衣装に万ばん全ぜんに仕込んだ手品。どちらもリリーちゃんへの深い愛情を感じました』
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　なんだかんだで手品ということにされていた。

　確かに、コスプレ会場に本物が交ざっていて急に魔法を使い始めたと考えるよりも、入念に仕込んだ手品を披ひ露ろうしたと考える方が自然だろう。

『それでは投票に移りたいと思います。お客様、スマートフォンはお持ちですね？　こちらのコードを読み取りサイトにアクセスしてください。一人一票までとなります』

　ステージの中央にパネルが運ばれてくる。俺はそのコードを読み取るとリリアナに取り敢えず投票しておくのだった。




「こっちで良いんだよな？」

　あれからリリアナはコスプレ大会で優勝した。

　リアルなケモミミと尻尾は他のコスプレイヤーに比べてインパクトが強い。さらに衣装を本人が着慣れているせいもあって、他のコスプレイヤーのチグハグ感が目立つ結果となった。

　そんなわけで裏手へと引っ込んでしまったリリアナを回収すべく廊ろう下かを走っていた。

「むっ……」

　走っていくと廊下の真ん中に警備員が二人立っている。

「こちらから先はスタッフ以外は入場が禁止されています」

　そう言って止められる。廊下の先はコーナーになっているので、ここからでは曲がった先を殆ほとんど目視することが出来ない。

　俺は少し戻って警備員の視界から外れると……。

「取り敢えず抜けさせてもらおう」

　転移魔法のワープを使い、瞬しゆん時じに廊下の先へと転移してみせる。

　そして、警備員達が振り返る前に奥へと隠かくれることに成功した。

「よし、これでリリアナを見つけるだけだな」

　恐おそらくは奥にいると思うのだが、どの部屋にいるのか分からない。

　これは一つ一つの部屋を確かく認にんしてみるしかないなと考えていると……。

「お願いじゃ。ワシの所に来てくれたら報ほう酬しゆうは弾はずむぞ」

「嫌なのです。リリーはサトルさんのところに戻るのですっ！」

　聞き覚えのある声がした。リリアナはここのようだ。

「せ、せめて記念撮さつ影えいだけでも。そのケモミミと尻尾にも触さわらせて欲しいのじゃ」

「やなのですー。サトルさん助けてぇー！」

　その瞬間、俺はふたたび転移魔法を使用した。




「良いではないか。作り物のケモミミじゃし、少しぐらい触っても減らぬじゃろ」

「減るのですっ！　リリーの耳に触ふれていいのは旦だん那な様だけなのですっ！」

　部屋の奥に追い詰つめられて耳を庇かばうリリアナとそれに迫せまる老人の姿がある。

　リリアナはギュッと目を瞑つぶっており、老人は興奮気味に手を伸のばしている。

　そんな状じよう況きようで俺は声を掛かける。

「あー、悪いけどここまでにしておいてもらえませんか？」

「何者じゃっ！　ロックは掛かっていたはずなのに…………ってお主はあの写真の男っ！」

　確かに、ホテルのロックのようなものは掛かっていたが、隙すき間まから視界さえ確保できれば転移魔法で移動できるのだ。

　何かを言われたら手品ということで押し切るつもりだったのだが、老人は大きく目を開くと俺を見ていた。

「そいつは俺の連れですから、連れて帰らせてもらいますよ」

　俺が用件を言うと老人は眉まゆをひそめた。

「ということはお主はこの子のマネージャーか？　スポンサーが欲ほしいじゃろ？　口を利きいてやるぞ？」

　確かにマネージャーはやってるけどリリアナのではない。

「今回のコスプレ大会は手違いで、出るつもりなかったんですよ。だから諦あきらめてください」

　そう言って老人の横を通り、ケモミミを守ってプルプル震ふるえているリリアナの肩かたを叩たたく。

　そうすると目を開けたリリアナは……。

「うええーん。サトルさーん。怖こわかったのですよ」

　泣きながら抱だき着いてきた。

「よーしよし。もう大だい丈じよう夫ぶだからな」

　はぐれて心細かったのかぐりぐりと顔を押し付けてくる。

「それじゃあ、これで失礼します」

　そう言って退散をしようとするのだが……。

「まてっ！　手違いなのはわかった。だがせめてそのケモミミを外して見せてくれっ！　それほどのケモミミをスルーしてしまってはワシのプライドが許さぬ。頷うなずくまでここは通さぬっ！」

　外そうにもこのケモミミはリリアナの一部なのだ。

「サトルさん……早くここから出たいのですぅ」

　目の前の老人は断ったらどこまでも追いかけてきそうな目で見ている。

　俺は溜ため息いきを吐つくといっそ真実を語って煙けむに巻いた方が良いと考えた。

「こいつの耳は生まれ持ってのものなんで外せません」

「ど、どういう事なのじゃ？」

　リリアナのケモミミを凝ぎよう視しすると老人は聞いてきた。

「こいつは異世界人なんです。今回はちょっとこっちの世界の見学に来ていただけなので間もなく元の世界に戻さなければならないのです」

　与よ太た話だと思って呆あきれてくれればそれでよい。誰だれかにばらそうとも所しよ詮せんは老人の戯たわ言ごとになる。現実世界では証しよう拠こもなしに吹ふい聴ちようしたところで誰も信じてはくれないのだ。そう思って話をしたのだが……。

「なるほどのう。あの写真から普ふ通つうの人間ではないと思っていたが、それならば納なつ得とくできる話ではあるのう」

　だが、老人はなぜかすんなりと納得してしまう。俺はどうすべきか考えていると……。

　老人は懐ふところから一枚の写真を取り出すと俺に渡してきた。俺がその写真を見てみると。

「な、なんでこんなものがあるんだ？」

「ワシは日本の商業界を牛ぎゆう耳じっておる総そう一いち朗ろうというものじゃ。お会いできて光栄じゃな唐から山やま悟君」

　そこには夜景をバックに宙に浮かぶ俺の姿が写されていたのだった。




　　　　★




　目の前には品の良い掛け軸じくが飾かざられ、お茶が湯気を立てている。周囲を見み渡わたすと純日本と言っても差し支つかえの無い和室がある。

　何な故ぜこんな場所にいるのかといえば「極ごく秘ひの話なので場所を移す」と言われた俺達は、総一朗と名乗る老人に車に乗せられ連れてこられたからだ。

　案内されたのは大きな屋や敷しきだった。

　その一室に案内されると、着物姿に着き替がえた総一朗さんがお茶と羊よう羹かんを持って現れた。

　リリアナが初めて見る緑茶と羊羹に視線が釘くぎ付づけになっている。

「リリアナ。少しは危機感を覚えろ」

「……はっ。も、もちろんなのですよ」

　俺が注意しても物欲しそうな目で羊羹を見ている。

「ほっほっほ、とりあえずせっかく出したのじゃから食べてくれ。話はそれからじゃ」

　リリアナが期待の籠こもった表情で俺を見上げてきた。俺は溜息を吐くと……。

「わかりました。御ご馳ち走そうになります」

　羊羹に手を伸ばすのだった。




「それで、異世界というのはなんなのじゃ？」

　器用に羊羹を均等に切り分けながら総一朗さんは雑談でもするような様子で聞いてくる。

「異世界というのはここではない別の世界です。そこではリリアナのような獣じゆう人じんが存在していて普通に暮らしているんです」

　俺は総一朗さんに自分が知っている異世界の話をするのだが……。

「悟君のことは報告で聞いていたが、まさか君も異世界人なのかな？」

「いえ、ただの大学生ですけど……」

　その言葉に俺は頬ほおを掻かきながら答えた。

「報告と言いましたね。いつから知っていたのですか？」

　既すでに転移魔ま法ほうのことを知られているのだ、覚かく悟ごを決めよう。

「一応言っておくが、最初から君をマークしていたわけじゃないのじゃ。別件で調べている途と中ちゆうであの写真が撮とられたのじゃ」

「では、今日あの会場にいたのも偶ぐう然ぜんだと？」

「その通りじゃな。あのイベントのスポンサーをしておって偶たま々たま立ち寄ったら君達に会えたのじゃ」

　その言葉からはどうにも真意が読めない。

「もっとも、君には一度会いたいと思っておった。この偶然に感謝しておるぐらいじゃ」

　俺が警けい戒かい心しんを固める横ではリリアナが「不思議な食感なのです。甘くておいしいのです。……あちちっなのです」と羊羹を食べ終えてお茶を飲んで舌を「べー」と出している。

「最初ワシは君が超ちよう能のう力りよく者の類たぐいかなにかなのかと思っておったんじゃよ」

　宙に浮うかぶ俺の写真を見ると総一朗さんは言葉を続ける。

「じゃが、そんな君から『異世界』という言葉を聞いてその認識が間ま違ちがっているのではないかと思いはじめたのじゃ」

　そして真しん剣けんな表情をする。

　そんな中俺は考えていた。目の前にいる総一朗さんは先ほど「日本の商業界を牛耳っている」と言っていた。

　もし本当ならばシリウスの言っていた──いわゆる権力者ということにならないか？

「あの……総一朗さん」

「ん？　なんじゃな？」

　総一朗さんは気楽な様子で返事をした。俺は唾つばをのみ込むと一歩踏ふみ込む発言をする。

「俺の話を聞いてもらえませんか？」




「──というわけで転移魔法が使えるようになって異世界と行き来できるようになったんです」

　総一朗さんは「話してみるのじゃ」と頷いてくれた。なので俺はこれまでの経けい緯いを語ることにした。

　ある日から突とつ然ぜん転移魔法が使えるようになり、異世界との交流が始まったこと。

　リリアナとは異世界で知り合ったのだが、意気投合して行動を共にしていること。

　それらを黙だまって聞いていた総一朗さんは一度頷くと……。

「なるほど。話を聞いてみたが思ってた以上に興味深い。本当に異世界があるのじゃな？」

「本当なのですよ。殿でん下かも少し疑っていてリリーにこっちの世界を見てくるように言ってたけど、間違いないのです」

　その言葉で腑ふに落ちる。確かに、シリウス達にはお土産みやげとしてこちらの世界の食べ物を持って行っていたが、一度たりともこちらの世界を見せたことはない。

　見てない以上疑うのは当然だろう。

「リリアナちゃんや。殿下というのは誰じゃな？」

「殿下はプリストン王国の王族なのです。ものっ凄すごい悪い目をしててすっごく人使いが荒あらいのです。あと意地悪なのです」

　凄い言われようだが、大体あっているのでフォローのしようがない。

「悟君や。本当かね？」

「ええ、実は俺も殿下からは一つ厄やつ介かいな頼たのまれごとをしていましてね」

　いまだに解決策が見当たらない厄介極きわまりない問題だ。

「ほほう。それはどういった問題かのう？」

「こっちの世界に興味があるらしくてですね、交流出来そうな人物を紹しよう介かいしろって言うんですよ」

　いよいよ話の核かく心しんへと触ふれる。俺は総一朗さんと目を合わせると。

「もし良かったら総一朗さん、俺と一いつ緒しよに異世界に来てくれませんか？」

「ほう。ワシにそれを頼むのか？」

　そう言うと難しそうな顔で髭ひげを撫なで始めた。

「あの……やっぱり迷めい惑わくですよね？　やっぱり断ってもらっても……」

　反応の薄うすさに俺は言葉を撤てつ回かいしようとするのだが。

「迷惑？　そんなことはないぞ」

　予想外の返事に俺が混乱していると……。

「異世界だなんて、どんなビジネスチャンスが転がっているか分からんからのう。どんな話になるか考えてたのじゃ」

　そう言うと総一朗さんは楽しそうに笑った。そして俺の手を握にぎると──。

「むしろこちらからお願いしたい。ワシにその王子を紹介してほしいのじゃ」

　逆にシリウスと交流をさせて欲しいと頼まれるのだった。




　　　　★




『それで、例の人物の正体は判明したのか？』

　司教の冷めた言葉が聞こえるとイリスは答える。

「はっ、シリウス王子の周辺を探さぐったところ、怪あやしい人物が一人浮かび上がりました」

　記き憶おくを読み取ったところ、断だん片ぺん的にではあるが聞いたことの無い単語が流れてきた。少なくとも全くの無関係ということは無いだろう。

『よし、ではそいつを攫さらってくるのだ』

「お、お待ちください」

　唐とう突とつな命令にイリスは焦あせりの表情を浮かべる。

『なんだ？　貴様は私の命令だけを聞いておればよいのだ。その命を握られていることを忘れたのか？』

　男は手に持っている短たん杖じようをイリスへと向ける。その先せん端たんに付いている宝石は、イリスが身に着けているチョーカーの宝石と同じ色をしている。

「……いえ、決してそのような事は」

　男の持つ短杖は古いにしえの賢けん者じやアズマが開発した魔道具で対象の魔力を吸収することができる。

　つまり、男がその気になればイリスの魔力を吸い上げて殺すことも可能なのだ。しかもこのチョーカーには司教がとある魔法をかけている。

　勝手に外そうとすると首が絞しまり窒ちつ息そくしてしまうのだ。

『ではなんだ？』

　司教は何かを言い淀よどむイリスを睨にらみつける。

「い、いえ。もしそいつが例の人物でなければ王子に警戒される可能性があります。そうなれば対象そのものを隠かくされてしまうかと思ったのです」

　イリスの苦し紛まぎれな言葉に司教はあごを撫でると言った。

『そんなのはどうとでもなる。まずはそいつにターゲットを絞しぼって調査するのだ』

「……………………はっ、畏かしこまりました」

　その言葉にイリスは苦い顔をする。

『私はやることがある。次の報告は数日後だ。それまでに私が納なつ得とくする成果を持ってくるのだぞ』

　酷こく薄はくな笑えみを浮かべる司教。

「やることですか？」

　よからぬ企たくらみにイリスは思わず質問をしてしまうのだが……。

『ふっふっふ、生いけ贄にえの祭さい壇だんの準備だな。例の人物が手に入ればこの国は血の海に沈しずむことになるだろう』

　邪じや神しんの復活。そのことが脳のう裏りをよぎる。

　司教の笑いを聞きながらイリスは唇くちびるを噛かみしめ震ふるえるのだった。








第三章　異世界と現実世界の交流









「ではこちらよりご案内いたします」

　受付でそう言われてカードが発行される。

「それでは奥のエレベーターにカードをかざして77階を押してください」

「ありがとうございます」

　言われるままにエレベーターへと乗り込む。

　カードをかざす場所はすぐに見つかる。入ってすぐの隅すみにそれらしきイラストが印刷された台があったからだ。

　そこにカードをかざすと側面に液えき晶しようの数字が表示された。

　指定されたのは77階。その他の数字が表示されそうなスペースには何も浮かばない。恐おそらくはこのカードではそこにしか行けないということなのだろう。

　俺は指示に従い77の数字を押すのだった。




「よく来てくれたのう」

　エレベーターを降りて正面には豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされたドアがあった。

　そのドアの向こう側は１週間前に俺とリリアナが訪おとずれた総そう一いち朗ろうさんの家だ。

　車で連れてこられた時は気付かなかったが、総一朗さんの家は都内でも有名な個人所有のタワーだった。エレベーターで昇のぼりながら見下ろす景色は圧巻で、これが「１００億円の夜景なのか」と思ったほどである。

　さて、なぜ改めてここを訪れたのかというと、それは総一朗さんとシリウスの対談がセッティングされたからだ。

　先週。総一朗さんが「異世界とのビジネスチャンス」と乗り気になったことでシリウスに顛てん末まつを話したところ「中々愉ゆ快かいそうな相手だ。そいつで構わねえ」と返事をもらった。

　それからとんとん拍びよう子しに話が進み、本日が異世界と現実世界の初交流の日になったのだ。

「早さつ速そく移動しますけど良いですか？」

　総一朗さんが立っているのは玄げん関かん前。これから出かけるということもあってか品の良いスーツに革かわ靴ぐつと失礼にならないように最大限の気き遣づかいが見られる正装だ。

　シリウスもさきほど様子を見に行ったが、普ふ段だんでは考えられないような式典で着るような恰かつ好こうをしていた。

　双そう方ほうともに相手に対して礼れい儀ぎを示しているのがよく分かる。

「うむ、約束の時間まではまだ早いが、待たせるわけにはいかぬからの。伺うかがうとしよう」

　そう言うと重たそうな荷物を引っ張ろうとしたので。

「俺が持ちますよ」

「そうかね？　すまんのう」

　俺にとってはそれ程ほど重い荷物ではないが、流石さすがにお年寄りに持たせるもんでもない。

「それじゃあ、ゲートを開きますのでお待ちください」

　そう言って意識を集中する。そして目的の場所をシリウスに指定された部屋の前にイメージすると転移魔ま法ほうを使った。

「ほぅ、何とも不思議な光じゃな」

　目の前に青白い光の輪が顕あらわれ、向こうにはこちらの世界と異なった作りのドアが見える。

「これが俺の転移魔法の一つ【ゲート】です。この中を潜くぐるだけで遠く離はなれた場所まで瞬しゆん時じに移動することができます」

　そう言って俺は率そつ先せんして荷物を持ちゲートを潜り抜ぬける。

　総一朗さんに先にくぐらせるのは心理的抵てい抗こうがあるかと思ったからだ。

「ほほぅ。ここが異世界か。もっとこう、行き来するのに苦労するものじゃと思ってたのじゃが家から数秒で着くと驚おどろく暇ひまがないわい」

　そう言って辺りをキョロキョロと見回す。

「ここは王城の、それも秘密の話をするための場所ですからね。街に出ると実感もわくと思いますよ」

　異世界を楽しみたいのなら街に出た方が良い。俺はそんなアドバイスを総一朗さんに送った。




　──コンコンコン──




　ドアをノックする。

「殿でん下か。異世界の客人をお連れしました」

「入れ」

　流石に王族を相手に砕くだけた口調で話し掛かけるというのは威い厳げんが無い。

　俺は敬語を使うと事前にシリウスに話しておいた。

「失礼致いたします」

　静かにドアを開けるとそこにはシリウスが立っていた。そして……。

「ようこそ、異世界の客人。私はこちらの世界でプリストン王国を治めているシリウス＝フォン＝プリストンだ」

　普段の憎にくたらしい態度はどこへ行ったのかと思い笑いが零こぼれそうになるのだが、シリウスに睨みつけられたので我が慢まんする。

「ワシはソウイチロウ＝ユミナと申す。あちらの世界では国をまたにかけて商売をしている商人じゃ」

　それに対して総一朗さんも受け答えをし握あく手しゆを求めるとシリウスも手を差し出す。

「ん……？　ユミナ？」

　何となく聞き覚えがあるような単語を拾ってしまうのだが……。

「どうしたサトル？」

　声を聞き取ったシリウスがいぶかしんだ目でみてくる。

「いえ、なんでもないです」

　俺が黙だまると二人は向き合いながらがっしりと握手をするのだった……。




「これが我が国における食糧自給率だ。基本的にこの世界では自給率はどの国であっても似たような数字に落ち着くので参考にして欲しい」

「ふーむ……。自給率については十分じゃな、そうなると物資の供給に関しては……」

「それならこっちの資料に……」

「それならば比ひ較かく対象としてこうして並べて……」

　二人の会話を聞きながら俺は黙って椅い子すに座っている。

　先程から何やら物資がどうとか食糧がどうとか話をしているのだが、平へい凡ぼんな学生である俺にはその会話の内容はチンプンカンプンなので口を挟はさめない。

「……ふぁ」

　思わず欠伸あくびがでてしまう。

「なんだサトル。気の抜けた欠伸するんじゃねえ」

「そうじゃぞ、こちらは久々に熱い議論ができてるのじゃ」

　二人からの批難を浴びる。

「ご、ごめんなさい」

　二人の議論に水を差したことを素す直なおに謝る。

「……そうだな、サトルはここにいても退たい屈くつだろう。話が終わったら呼ぶからどこかで休んできたらどうだ？」

「そうじゃな。送り迎むかえだけ頼たのむのは恐きよう縮しゆくじゃが、その方が良い」

「それじゃあ、そうさせてもらう」

　二人の提案は俺にとっても良い話だったので、それに従うと部屋を出るのだった。




　　　　★




「さて、邪じや魔まな奴やつはいなくなったところで、本題にはいるとするか」

　悟さとるが出て行くと、シリウスは資料を脇わきに寄せると総一朗に議題の変へん更こうを申し出た。

「うむ、お互たがいの世界の経済状じよう況きように関してはある程度認にん識しきを共有できたからのう。ここからは悟君に関する話じゃな」

　総一朗も話し合いをするのならそこが一番重要だと思っていた。

　ただ、当の本人がいる場所で話すにはいささか問題があると思ったので、これまで控ひかえていたのだ。

「まず、現時点で二つの世界において転移魔法を使える人間はサトルしかいねえ。だからこれから先何があってもあいつだけは絶対に失うわけにはいかねえ」

　シリウスがまず、二つの世界が繋つながった原因たる悟の重要性を共通認識にする。

「こちらの世界にも転移魔法は存在するのじゃろ？　他の人間では駄だ目めなのかのう？」

「確かに存在しなくはねえ。だが、転移魔法の使い手はこちらの世界でも極ごく少数だ。俺の国には存在しちゃいねえ」

　シリウスは口調を改めるのだが、総一朗は特に気にすることなく言う。

「そうするとどこかの国から転移魔法の使い手を引き抜いたのちにこちらの世界に来てもらう。そうすれば行き来がしやすくなるのう」

　いつまでも悟だけに頼たよるわけにいかない。その提案を総一朗はするのだが……。

「いや、多分無理だろうな」

「何な故ぜかな？」

「異世界をまたぐ転移魔法は魔力消費が高いらしい。そんな魔力を持っているのはサトルだけだ。つまりあいつにしか世界を繋ぐことはできねえ」

「そうなると、将来交流が途と絶だえる可能性について考こう慮りよしておかなければならぬな」

　これから先、二つの世界が交流を持つことで様々なメリットが生まれ、技術が革新されるだろう。

　その恩おん恵けいは一度手にしたら二度と手放せないほどに魅み力りよく的なはず。そうなった時に突とつ如じよ交流が途絶えたら世界が大混乱に陥おちいることは想像にかたくない。

「打開策が一つだけある」

　シリウスは指を一本立てると話を渋しぶる。

「なんじゃ、ここで出だし惜おしみをするのかね？」

「この方法は……まあ、実はこっちでは既すでに手を打っているんだが……」

　シリウスは話し辛づらそうにしながらもその方法を語り始めた。

「こっちの世界では親が持っている能力が子どもに遺伝することがあるんだよ。高い魔力を備えた両親から生まれた子どもは潜せん在ざい的魔力が高く、能力も受け継つがれやすい」

　その婉えん曲きよく的な表現で総一朗はピンとくると……。

「つまり、悟君に子作りをさせれば良いと？」

　その言葉にシリウスは頷うなずく。

「だが、あいつは曲がったことが嫌きらいでな。世界の為ためだからと言って子どもを作るように説得しても聞くとは思えねえ」

「下手に無理強じいをして転移魔法で逃にげられては厄やつ介かいじゃからのう」

　総一朗も思い当たる節があるのか同意した。

「一応なんとかリリアナと婚こん約やくまではさせた。他ほかにも素質のありそうな魔道士を何人か考えてはいるんだが……」

　既に何人かに打だ診しんはしてあるのだが……。

「成果は芳かんばしくないと？」

　その問いに頷く。

「そうなるとそちらの世界に後おくれを取るわけにはいかぬな」

　総一朗の目が光る。単純な問題だ。

　今は悟一人に依い存そんしている異世界交流も子孫が揃そろうことで存続させられるようになる。

　その時に悟の子孫がどちらの世界に所属しているかで発言権が傾かたむく可能性を懸け念ねんした。

「幸いにこちらにもアテはあるからのう。当人達の気持ちも問題なさそうじゃし早さつ速そく進めることにするかのう」

　総一朗はアゴを撫なでると今後の動きについて頭を巡めぐらせる。

　相手はあの悟なのだ、余程うまく根回しをしないとあっさりと逃げ出しかねない。まずは相手の気持ちを確かめて……。

「とにかく今は今後の交流に関して慎しん重ちように協議していこうじゃねえか」

「……その通りじゃな。お互いに最善の未来に繋がるように行動すべきじゃ」

　こうして二人の会談は悟に対する処しよ遇ぐうをすり合わせることへと傾いていくのだった。




　　　　★




「さて、どこに行こうかな？」

　会議室を出た俺は欠伸をして眠ねむ気けを飛ばすとどうするのか考え始めた。

「リリアナは結界の維い持じに駆かり出されてたしな」

　今日の会議は魔法による盗とう聴ちようを防ぐ為に結界が張られている。事情を知っているリリアナはその結界の維持役として働いていた。

　こっちの世界に知り合いがほとんどいない俺はリリアナとシリウスが仕事で外せないとなると途と端たんに話をする相手がいなくなる。

「こうなったらヴェルガーさんにこの前の『お礼』でもしにいくかな」

　ヴェルガーの嘘うそ情報に騙だまされてドアを開けたらイリスさんの控ひかえ室しつだった。

　どうにか許してはもらえたものの、彼女が本気で怒いかりをぶつけてきていたら俺も無事では済まなかったに違ちがいない。とりあえず、ヴェルガーには一度仕返しをしておくべきだ。

　そんなことを考えながら城の廊ろう下かを歩いていると……。

「あら、サトル君じゃない」

　背後から声がしたかと思うと、唐とう突とつに背中に柔やわらかい物が押し付けられてくる。

「こんなところで何をしてるのかしら？」

　耳元をくすぐる吐と息いきに俺は身をよじる。まさかさきほどまで考えていた相手が向こうから現れるとは……。

「ふーん。私のこと考えてたのね？　エッチね」

　耳元で「エッチ」と呟つぶやかれるとドキリとする。俺はなるべく平静を装よそおうと事実を口にした。

「実は会議を追い出されましてね。暇ひまを持て余してたんですよ」

　その答えにイリスさんは探さぐるような視線を向けると。

「…………丁度いいわね」

「えっ？　今なんと？」

　小声で何かを呟くのだが聞き取れなかった。

「なんでもないわ。それより暇ならお姉さんと一いつ緒しよに遊ばない？」

「えっ？　ちょっと……」

　イリスさんはそう言うと俺の返事を聞くことなく腕うでを引っ張ると歩き出した。




　　　　★




「あんっ！　あまり動かないのっ！」

　身をよじると背後から怒おこられる。

「は、はいっ！」

　俺は萎い縮しゆくをすると、返事をし前方を見る。

　両サイドを生おい茂しげった草が流れていく。

　向かい風を受けて髪かみが乱れ、揺ゆれのせいで体勢が不安定になる。

　現在、俺はイリスさんが手た綱づなを握にぎる馬に一緒に乗っている。

　馬が走るたびに背中にイリスさんの胸が触ふれるので平静を保つことが困難だ。

「まさか、馬に乗れないなんてね」

　元の世界では馬に乗るのはジョッキーか一部乗馬が趣しゆ味みの人間だけ。

　俺みたくごく普ふ通つうの生活を送ってきた一いつ般ぱん人では体験する機会すら無い。

「頼りっきりになってしまってすいません」

　迷めい惑わくをかけている自覚があるので俺は振り返り、謝罪を口にする。

「ふふふ、良いのよ。こうして二人で走るのもたまにはいいわ」

　その声はどこか弾はずんでいて、イリスさんは自然な笑えみを浮うかべて楽しそうにしていた。

　大会の決勝戦やパーティーでの彼女はどこか大人びた様子を見せていたので、俺はこんなことで無む邪じや気きな表情を浮かべるのが意外に感じた。

　そう思って、彼女をまじまじと見つめていると……。

「もしかして、エッチな気分になっちゃったのかしら？」

「……違いますよ」

　じっと見ていたことでからかわれてしまう。さきほどまでと違い子どもっぽいな。

「むっ……」

　なぜか太ももをつねられた。

「あの……痛いんですけど？」

　俺が抗こう議ぎをすると……。

「変なこと考えた罰ばつよ」

　俺の表情を読み取れるのか？　彼女は頬ほおを膨ふくらませる。その顔もまた子どもっぽいのだが、同時にイリスさんを魅力的にみせるのはこういう表情なのではないか？

「も、もうっ！」

　急に焦あせりだしたかと思うと、イリスさんはつねるのを止やめて手綱を握った。

「サトル君っていつか女に刺さされると思うから気を付けた方がいいわよ？」

「その不ふ吉きつな予言怖こわすぎて笑えないんですけど……」

　イリスさんはそれっきりしばらく話し掛かけてくることはなかった。

　しばらくすると俺は身体からだをずらしたくて微び妙みように動こうとする。

「ん。もしかして疲つかれたの？」

　実はイリスさんの胸になるべく触れないように体勢を維持していたせいで身体が硬かたくなって疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされていた。

「ええ、慣れないものですいません」

「ごめんね、あと少しで目的地に着くからそこまでは我が慢まんして頂ちよう戴だい」

「わかりました」

　それから少しすると目的の湖が見えてきた。




「うーん、ここはいつ来ても静かね」

　大きく伸のびをするとそのプロポーションの良い身体の一部が際きわ立だつ。

　あまりにも無防備なその姿に俺は目のやり場に困り、結局一番視界にはいらなくてすむ場所ということで隣となりに立った。

「本当に綺き麗れいなところですね。ここってイリスさんのお気に入りの場所なんですか？」

　太陽の光を浴びてキラキラ輝かがやく水面みなも。その周辺を取り囲むように花畑が広がっており、様々な色しき彩さいの花が咲さいていて甘い香かおりを届けてくれる。

　湖こ畔はんでは白鳥が何羽も泳いでおり、平和な光景に思わず顔がほころんでしまう。

「ねえ、サトル君。あっちへ行ってみましょうよ」

　自然と腕を引かれると並んで歩き出す。

　その横顔はとても魅力的で俺はぶしつけにもイリスさんに見み惚とれてしまった。

「そこにあるのはグリーンローズ。トゲに毒があるんだけど花弁は毒消しの材料になるのよ。そっちのホワイトアザリアは花粉が睡すい眠みん薬やくに使われているわ」

　イリスさんは博識で、向かう途と中ちゆうで見かけた植物に関する知識を次々に教えてくれた。

「それで、あそこの湖畔の真ん中に咲いているのがピンクガーベラ。花の香りにリラックス効果があるのよ」

　そんなイリスさんの説明を俺は聞き続けるのだった。




「そういえばあなた、私に隠かくしてることは無いかしら？」

　腕を組みながら湖畔を歩いているとイリスさんが覗のぞき込むように目を合わせてきた。

「……なんですか。いきなり？」

　そう聞かれてしまっても内容の見当がつかない。

「最近、この国に特とく殊しゆな力を持つ凄すごい人物が現れたって噂うわさがあるのよね。私はそれがサトル君なんじゃないかと思ってるわけ」

「さーて、どうですかね？」

　どこまで知っているのかは分からないが、シリウスから転移魔ま法ほうについては口止めされているので、こちらから発言をするのはやめておく。

　そんな俺の態度にイリスさんはじーっと瞳ひとみを覗き込むと、耳元に口を寄せると。

「ねぇ。私としない？」

　誘さそうような声こわ色いろに……。

「す、するって何をでしょうか？」

　思わず飛びずさってしまう。

「私って強い男の人が好きなのよ。きみと会った時から一度してみたいと思ってたのよね」

　距きよ離りを取ったのにドキドキが止まらない。イリスさんは流し目で俺を見ると……。

「それじゃあ模も擬ぎ戦宜よろしくね」

　笑みを浮かべるのだった。




　　　　★




「え、えっと、どうすればいいですかね？」

　目の前には隙すきだらけのサトル君が無防備に立ちながら困こん惑わくした様子で私を見ている。

　私は油断することなく杖つえを構えるとサトル君と相対する。なぜなら彼はヴェルガーとシリウス殿でん下かに勝っているのだから。

　私には相手の思考を読む能力がある。相手に触れることで、その時に考えている内容を読み取る力だ。

　私は何度も彼に触れた事で、あの二人がサトル君に圧あつ倒とうされたことを知った。

　その原因となった力、それは信じがたいことに転移魔法だというのだ。

　しかも、その転移魔法を彼は連続で使うことができる。

　私はそれをしった瞬しゆん間かん、あまりの規格外さに呆あきれを通り越こして笑ってしまった。

　そして、彼の強さの秘密をしりたくなった。もし彼が私の期待に添そう人物なら私をこの地じ獄ごくから救ってくれるかもしれない。

　私は頭を振ふると思考を切り替かえる。まずは自分でぶつかってみてそれからだ。

「あまり余よ裕ゆうぶってると大おお怪け我がするわよ……バルアクアカッター」

　小手調べとばかりに水の中級魔法を死角から放つ。

　遠えん隔かくで魔法を操あやつるのは超ちよう高等テクニックの一つだ。私の他ほかにこれが出来るのは王国内でも二人だけ。敵の手元から魔法が放たれるのに比べて意表を突つかれるので対処が難しい。

　サトル君は魔法を唱える様子が見られない。このままでは直ちよく撃げきする。

　そう確信したのだが……。

「えっ？」

　突とつ如じよ炎ほのおの壁かべが出現して水の刃やいばを蒸発させたのだ。

「えっと、このぐらいでいいですかね？」

　まるで散歩でもしているかのような気楽さで聞いてくる。どうやらこの程度の攻こう撃げきでは意表を突けない。

　どのような攻撃であれその目で見てから即そく座ざに切り返すだけの対応力がサトル君にはあるのだ。心を読んだ時、本人は自分のことを平へい凡ぼんな人間だと思っていたようだがとんでもない。

　限られた能力を自由自在に扱あつかい攻撃をさばく。余よ程ほどの戦せん闘とうセンスがなければこんな真ま似ねは出来ないのだと自覚すべきではないかしら？

「まだよっ！　次はこれっ！」

　今度は回かい避ひ不可能な土の上級魔法だ。土が盛りあがり、岩の杭くいが四方八方からサトル君に襲おそいかかる。これを使った以上、転移魔法で逃のがれるしかないはず。

　回避した直後に隙が出来るはず。私は彼が転移する場所を予測すべく挙動に注目していたのだが……。




　──キンッ──




　次の瞬間、岩の杭は青白く光る輪によって切断されてしまった。

　仮にも宮きゆう廷てい魔道士の……それも序列２位が放った魔法なのだ。硬こう度どに関しては一級の自信がある。それを……。

　私の口の端はしに笑みが浮かぶ。……希望があるのかもしれない。

「えっと、こっちからも仕掛けてみていいですか？」

「いいわよっ！　大会優勝者の名にかけて防いでみせるっ！」

　何が来ても対処してみせる。私は目を凝こらすとサトル君の挙動に注目した……。

　今度こそわずかな動きでもとらえてみせるわ！

「えっ？」

　一瞬で彼が消えると次の瞬間、彼は私の目の前にいた。転移魔法を使ったに違ちがいない。

「さて、怪我させないように軽めに……」

　彼が腕うでを振るうと、魔法を唱えた訳でもないのに突風が襲い掛かってくる。

　そのせいで私は上空へと打ち上げられた。

　下には湖が見える。打ち上げられた距離は思っていたよりも高く、私はこんな時だというのに目に映る光景に見惚れてしまった。
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「えっ？　あれっ？」

　結構な時間見惚れていたと思ったのだが、いつまでたっても落下が始まらない。私はそのことを不思議に思い始めると……。

「どうですか。こんなところで？」

　そこで初めて気付く。自分がサトル君に支えられていることに。

「これもサトル君がやってるのよね？」

　もはや驚おどろきしかない。彼は私を抱かかえて空に浮ういていたのだ。

「ええまあ、思っていたよりも吹ふっ飛んだので慌あわてて追いかけてきました。すいません」

　心を読むと本気で慌てていたのが解わかる。私は彼が意外と抜ぬけていることを知った。

「本当に怖かったんだからね」

　それにつけ込むように睨にらんでみせると。

「ご、ごめんなさい……どうすれば許してくれますかね？」

　益ます々ます慌てると、年相応の可愛かわいい反応を返してくる。

「もうしばらくこのままでいてくれたら許してあげるわ」

　そんなサトル君から私は目を離はなすと、この光景を目に焼き付けようと湖を見下ろすのだった。




　　　　★




「……そう言えばあなたってリリアナの婚こん約やく者なのよね？」

「ええ、なし崩くずしの感じなんですけどね」

　模擬戦が終わった後からイリスさんはこれまでよりも落ち着いた雰ふん囲い気きで俺に接してくるようになった。

「あのリリアナが婚約って告知が出た時は城の兵士達が絶望してたのよね」

　その時を思い出しているのかイリスさんは口元に手を当てるとクスクスと笑い出した。

「それにしても、あの強さ……うん、殿下が認めるわけね」

　イリスさんはそう言うと徐じよ々じよに距離を詰つめてくると。

「ねえ、サトル君？」

　腕に絡からみつき胸を押し付けてくる。

「私とも婚約してくれないかしら？」

「はっ？」

　咄とつ嗟さに何を言われたのか分からずに声がでる。そして慌てると。

「俺なんかと婚約しなくてもきっと近い将来には素す敵てきな男の人がイリスさんの前に現れますよ」

「近い……将来？」

　そう言うとイリスさんは寂さびしそうな表情をして顔を伏ふせる。

「……あの。イリスさん？」

　俺が心配して覗き込もうとすると……。

「ふーん。サトル君はリリアナは受け入れたのに私は受け入れてくれないんだ？」

　冗じよう談だんめかしてからかってくる。さきほどの表情は見間違いだろうか？

「いや、あのですね……リリアナとも正式に婚約したというわけではなく、俺もまだ学生なので結婚とかそういう話は早いかなと思って……」

　俺が必死に説明をしてみせると……。

「冗談よ。私が正妻なら構わないけど、リリアナと共有じゃあね」

　イリスさんは楽しそうに笑い出した。

「……からかわないでくださいよ」

　心のどこかでほっとしつつ、俺は言い返すと……。

「あー楽しい。こんなに落ち着くのは初めてかもしれないわ」

　イリスさんは花畑にあおむけになると空を仰あおいだ。

　彼女は目を閉じると「スースー」と呼吸をする。

「イリスさん、寝ねてるんですか？」

　俺が話し掛かけると……。

「うわっ！」

　不意打ちで両腕が伸のびてくる。そして俺はイリスさんに抱だき寄せられるとその胸に顔を埋うずめることになる。

「ちょ、ちょっと！」

　成人の女性として完成されたその身体からだは柔やわらかく、あまりの気持ちよさに心臓が破は裂れつしそうになったのだが……。

「良いから横になって、今はこのままお昼寝したい気分なんだから」

　そのまま静かになる。聞こえてくるのはイリスさんの心臓の音。

「トクントクン」と安らぐリズムを奏かなでるその音に、俺はいつしか眠りに落ちてしまっていた。




「んっ……？」

　何かが髪かみに触ふれたくすぐったさで意識が覚かく醒せいする。

「あら、起こしちゃったかしら？」

　上を見るとイリスさんの表情が見える。

「俺は一体……」

　起き上がろうとするのだが……。

「まだもう少しこのままでいましょう」

　イリスさんに額を押されると元の体勢に戻もどった。

　頭がぼーっとする、思考が定まらないかのような状じよう況きようながら俺はイリスさんに膝ひざ枕まくらをされているのだと理解した。

「サトル君はどうして私に優やさしくしてくれるのかしら」

　何ど処こか悲しみを含ふくむその声に俺は本心で答える。

「寂しそうな顔をしていたから……」

「えっ？」

　初めて会った時も、さきほど話した時も。彼女は何かに心を痛めているようで、時折寂しそうな表情を浮かべていた。

「イリスさんは何か抱え込んでるんじゃないですか？」

　俺は思い切って切り出してみることにした。

「もし良かったら話を聞きますよ？　俺はシリウスとも仲が良いので困ったことがあれば伝えることもできると思いますので」

　仲良くなったからには力になりたい。その一心で手を差し伸べると……。

「あ、あれ？　私……泣いて？」

　イリスさんの瞳ひとみが揺ゆれ動き涙なみだが頬を伝う。

「イリスさん？」

　俺が話しかけると彼女は俺の胸に顔を埋めると……。

「ご、ごめんなさい。今は顔を見られたくないの」

　そう言って震ふるえている。俺は彼女をあやすように背中に手を回して撫なでるのだった……。

　しばらくして落ち着いたのか、イリスさんは俺から顔を離し目元を拭ぬぐう。

　そしてこれまで見たことがないような真しん剣けんな表情をすると言った。

「私ね……色々サトル君に酷ひどいことしようとしていたの」

　それは懺ざん悔げだった。イリスさんは全すべてを打ち明けようとすると俺の方を見る。

「実は私は……教…………団……の……」

　だが、それを聞くことができなかった。

「イリスさんっ！」

　彼女は言葉の途と中ちゆうで苦しそうに胸を掴つかむと倒たおれたからだ……。




　　　　★




「たんなる魔ま力りよくの枯こ渇かつのようね」

　あれから。気を失ったイリスさんを俺は急いで城の治ち療りよう所に運んだ。

　そこにいる治ち癒ゆが使える魔道士にぐったりするイリスさんを預けてしばらく待つと、魔道士は特に心配ないと診しん断だんを下した。

「本当なんですか？　もしかしてやばい病気だったら？」

　自然と声が大きくなる。そんな俺の声が聞こえたのか……。

「サトル君。だい、じょうぶだから」

　イリスさんが意識を取り戻したようだ。

「平気なんですか？」

　起き上がろうとするイリスさんを制止すると俺は質問する。

「あははは。サトル君との戦せん闘とうでちょっと魔法を使い過ぎたみたいだね。自分の魔力のコントロールも出来ないなんて魔道士失格かも」

「そうですね。この症しよう状じようは魔力枯渇のものですから」

　治療した魔道士が口くち添ぞえしたことから間ま違ちがいないようだ。

「全く。急に倒れるなんて勘かん弁べんしてくださいよ」

「ご、ごめんね？」

　安心してつい出てしまったボヤキにイリスさんは素直に謝った。

「あっ、いえ。とにかく今日は安静にしておいてくださいよ？」

　子どもを窘たしなめるように話しかける。これではどっちが年上なのかわからない。

「うん、ありがとうね」

　その言葉を聞くと俺は治療所をあとにするのだった。




「すいません、お待たせしたようで」

　イリスさんの容体が心配だったため、結構な時間を治療所で過ごした。

　おかげで戻るのが遅おくれたのだが、そこでシリウスと総一朗さんが仲良く話をしていた。

「ああ、色々話をしていたからな問題ねえよ」

「そうじゃな。今後の方針を詰めることができたのう」

　二つの世界の交流に関しての対談はどうやら上手うまくいったようだ。

「それでは、手はず通りに進めるとしようかの？」

「こっちも準備しておくから。それではまた期日にな」

　二人は何かを企たくらむような笑えみを浮うかべて俺の方を見ている。こういう時のシリウスは大たい抵ていロクでもないことを言いだすのだが、総一朗さんまでも加わっているとなると俺はその内容に人知れず警けい戒かい心しんを湧わき起こした。




　──コンッコンッコンッ──




　激しいノックの音と共に。

「シリウス殿でん下かっ！　至急報告したいことがっ！」

「どうしたっ？」

　緊きん急きゆう時以外は近寄るなと命令をしていたはず。こうして訪おとずれたということは余よ程ほど重大な用件なのだろう。

　シリウスは怒ど鳴なりつけることなくその用件を聞く。

「近きん隣りんの街にレッサーデーモンが数体現れたと連れん絡らくがありました。至急救きゆう援えんを送る必要があります」

「なんだとっ！　俺も出るっ！　部隊を編成しておけっ！」

　シリウスは即そく断だんするとこちらを向く。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　手伝おうか？」

　俺は何かできることがあるのではないかと思い、シリウスに提案すると。

「いや、大丈夫だ」

　きっぱりと断られた。そこでシリウスは自身の説明が足りてないと感じたのか。

「最近、邪じや神しんを崇あがめる教団の連中がこの国で動き回っているらしくてな、警戒はしてたからすぐに鎮ちん圧あつしてみせる」

　あくまでも自分達の領分だとシリウスは断りを入れると出て行った。

　俺はゲートを開くと総一朗さんを促うながし、元の世界へと戻って行くのだった。




「ふぅ。最後は大おお慌あわてじゃったが、大だい収しゆう穫かくじゃった」

　対談の最中に土産みやげとして渡わたした酒や衣料品、嗜し好こう品などを喜んでもらい、代わりに向こうからも土産をもらったらしい。

　おかげで行くとき以上の荷物を持って帰ってきた。

「これからは二つの世界の交流を徐じよ々じよに深めていくことになってのう。当分は忙いそがしくなるぞい」

「それはお疲つかれ様です」

　やる気に満ち溢あふれた総一朗さんの瞳を見ると、彼は俺に目を向けてきた。

「悟君や」

「はい？」

「君は二つの世界を繋つなぐことが出来る唯ゆい一いつの人材じゃ」

　その真剣な目に俺は緊きん張ちようすると喉のどが鳴る。

「そ、そんな大層なもんですかね……？」

　偶ぐう然ぜん手に入れた転移魔法を使っている内に異世界に繋がった。俺としては自分の力ではあるが、たまたま得た力なので実感が湧かない。

「大層なもんじゃ。そしてシリウスと話した結果、そんな悟君にはしかるべき待たい遇ぐうを与あたえるべきと結論が出たのじゃ」

　しかるべき待遇。その言葉の意味を総一朗さんは言った。

「とりあえず今のアパートから引っ越こしてもらおうかのう」








第四章　アイドルとの同居生活









「引っ越し……ですか？」

　総そう一いち朗ろうさんからの唐とう突とつな言葉を俺は聞き間違えたのかと思い問い直す。

「そうじゃ。今のアパートでは安全性と衛生面でも不安がある。悟さとる君にはワシが持つ物件に引っ越してもらいたいのじゃ」

「いえ、だからといって、いきなり引っ越せと言われてもですね……」

　いくら何でも心の準備ができるわけがない。

「なんじゃ？　遠えん慮りよはいらんのじゃぞ？」

「そういうことじゃなくて。俺には自分の生活がありますから、急に引っ越せと言われても困りますよ」

　このままでは押し切られそうだったのでやや強い口調で言い返したのだが……。

「……そうか。そうじゃよな……。所しよ詮せんは年寄りの戯たわ言ごと、頼たよれるのは悟君だけだったのじゃが……仕方ないのう」

　顔を伏ふせて悲しそうな声をだす。そして「ああ、ワシは実に不幸な人間じゃ。こんなに困っておるのに誰だれも助けてくれんのじゃ」と天を仰あおぎ始めた。

「や、止めてください。事情ぐらいなら聞きますから」

　このままでは良くない噂うわさでも流れそうだ。俺は総一朗さんを宥なだめると。

「そうかっ！　流石さすがは悟君じゃ、ワシが見込んだだけあるのう」

「……なんか、見込むというよりも目をつけられた気分ですよ」

　果たしてこの人とシリウスを会わせてよかったのだろうか？

　俺を困らせることにかけて一級の手しゆ腕わんを持つ厄やつ介かいな人物が増えた気がしてならない。

「実はじゃな、最近孫の為ために家を購こう入にゆうしたばかりなのじゃよ」

「ほう。それはお孫さん想おもいなんですね……」

　流石は日本を代表する財ざい閥ばつのトップだけある。孫の為にわざわざ新居を用意するなんて。

「それでじゃな、いざ住まわせてみたのじゃが一人で住まわせるのが心配になってきたのじゃ」

　背筋を汗あせが伝う。嫌いやな予感がビシビシと伝わってくる。

「ま、まさか俺を住まわせる予定の家って……」

　出来れば否定して欲しい。だが、総一朗さんはあっけらかんとすると。

「むろん孫の為に買った家じゃ」

「そうですか。それじゃあ次に異世界に渡る時にまた来ますね」

　俺は荷物を纏まとめると右手を上げ、総一朗さんに別れの挨あい拶さつをする。

「なぜ帰ろうとするのじゃっ！」

　突然、総一朗さんがタックルをしてくる。

「当たり前でしょう！　引っ越すだけならまだしも、見ず知らずの相手と一いつ緒しよに住むなんてあり得ないですっ！」

　老人の割には力が強く、引きはがそうとするのだが向こうも必死なので中々はがせない。

「頼たのむのじゃ。部屋はいくつもあるから大丈夫なのじゃ。ワシを助けると思って引き受けてくれ。可愛かわいい孫に何かあったらと思ったら夜も眠ねむれぬ。こんなことを頼めるのは信しん頼らいしている悟君だけなのじゃよ」

　涙なみだながらに訴うつたえかけられると弱い。さらに信頼できるのが俺だけとかどれだけの殺し文句なのだ。これで断ってお孫さんに何かあったら罪悪感に襲おそわれそうだ……。

　目の前には総一朗さんが期待の眼まな差ざしで俺を見ている。他人との同居生活……本当に嫌なのだが…………。

「分かりましたよっ！　お孫さんが了りよう承しようするなら住みますよっ！」

「おおっ！　やってくれるかっ！　早さつ速そく孫に了承をとる。明日から頼んだぞい」

　総一朗さんの熱意に押された俺は仕方なくその引っ越しを受け入れるのだった。




　　　　★




「……ここが今日から俺が住む家なのか？」

　駅から徒歩５分程。大きな家が立ち並ぶ街をスマートフォンの地図を頼りに歩いて到とう着ちやくしたのは周囲の家が比ひ較かくにならない程の豪ごう邸ていだった。

「確かに家だけど……。ちょっと話と違ちがうんじゃないか？」

　てっきりごく普ふ通つうの一いつ軒けん家やだと思っていたのだが、目の前には大きな門がある。

　気になったので転移魔ま法ほうでゲートを出し、庭先に移動させてみたらテニスコートやらプールが存在していた。

　都内の一等地にも拘かかわらず随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくな間取りをしている。恐おそらくだが、テレビとかで偶たまに見かける芸能人の豪邸紹しよう介かいと比較してもここまでの物件はそうそう無い。

「どうせ後あと戻もどりはできないんだ。とりあえず家の中に入るとするか」

　俺が住んでいたアパートは既すでに引き払はらわれている。

　総一朗さんが「新居には全すべて揃そろえてある。足りない物があれば何でも言ってくれればよいからこっちの処分は任せるのじゃ」と言ってアパートにある家具などを全てどこかに持って行ってしまった。恐らくはこちらの退路を断たつ作戦だったのだろう。

　俺はインターフォンを鳴らす。総一朗さんの説明によると孫には話を通してあり、本日は家にいるらしいのだ。

　一度顔合わせをして今後の生活の相談をする必要があった。

　インターフォンを鳴らしてしばらくすると受話器を取った音がする。そして……。

「はーい。どちら様ですか？」

　可愛らしい女の子の声がする。

　孫の性別を確かく認にんしていなかった俺は、てっきり相手は男だと思い込んでいた。

　予想外の事態に焦あせりが生じる、このまま黙だまっていては不ふ審しん感を抱いだかせてしまうだろう。

「あっと、す、すいません。総一朗さんから言われて……それでですね……まさか女の子だと思ってなくて……」

　しどろもどろになり言い訳を始める。こんな怪あやしい態度では相手も困こん惑わくするだろう。

　俺は相手からの返答を待っているのだが、不審感を与えてしまったのか沈ちん黙もくされる。

　一いつ瞬しゆんが長く感じる。それからどれだけ経たったのかインターフォンから声が漏もれる。

「……あれ？　もしかして……悟さん……？」

　聞き覚えのある声に俺は咄とつ嗟さに反応する。

「……もしかして翼つばさか？」

　気まずい沈黙が場を支配した。




「それで、悟さんがどうしてここにいるんですか？」

　あれから扉とびらが開き俺は豪邸へと入った。

　そして応接間に来るように言われていってみたところ、制服を着た女子高生が立っていた。

　腰こしまで届く茶ちや髪ぱつにややつりあがった黒の瞳ひとみは気の強さを表しているのだが、現状は怒おこっているからではないかと考える。

　俺がマネージャーのバイトをしている芸能事務所に所属するアイドル女子高生の湯ゆ皆みな翼その人だった。

「そっちこそ。マンションに住んでたはずだろう？」

　以前、早朝の仕事でマンションまで迎むかえに行った記き憶おくがあるのだ。俺こそ翼が何な故ぜここにいるのか聞きたかった。

「言ったじゃないですか。生き別れの祖父に新居を用意してもらったって」

　聞いたような気がするが、ドタバタしていたせいですっかり忘れていた。

　そこではっとすると俺は翼の言葉の意味するところを考えた。

「ってことは、お前が総一朗さんが言ってた孫ってことか？」

　信じられない偶然というやつだ。まさか翼の祖父と今回の同居の話が繋つながっているなんて。

「そうです。湯皆総一朗は私のお祖じ父いちゃんですよ？」

　なんでもないことのように翼は肯こう定ていすると。

「それより悟さんはなぜここに？　日ひ高だかさんが連れん絡らくしたから引っ越し祝いに来たとかですかね？」

　翼は首を傾かしげると不思議そうに俺に質問をしてくる。どうやら一緒に住むのが俺だということは聞いていないらしい。

「わざわざ来てもらったのは嬉うれしいんですけど、このあと来客があるんですよ。一人暮らしの私を心配してお祖父ちゃんが頼りになる人を寄よ越こすって言っていたので……」

　よく知っている。こうして俺に頼んでくるぐらいだからな。

「悪い、翼。ちょっと電話してきていいか？」

「…………どうぞ？」

　翼の許可を得ると廊ろう下かにでる。そしてスマートフォンを起動すると「総一朗」と書かれた名前をタップした。

『やあ、悟君。新居は気に入ってくれたかのう？』

　通話口から何とも明るい声が聞こえる。

「総一朗さん。これはどういうことでしょうかね？」

　俺は感情を押し殺した声で総一朗さんに話し掛かける。

『おや、もしかして怒っておるのかの？』

　その惚とぼけた声に一段と怒いかりが増す。

「むしろ怒らない理由が無いんですけど？」

　泣き落としに応じて同居を承しよう諾だくしたのに、相手が翼だとか聞いていない。

　俺はなるべく感情的にならないようにしながら総一朗さんに説明を求めたのだが……。

『じゃがワシは何一つ嘘うそは言っておらんじゃろ？』

「ぐっ！」

　確かにその通り。同居人が男だと思い込んでたのは俺だし、翼は総一朗さんの実孫だ。

「俺は男なんですよ？　万が一があったらどう責任を取るんですか？」

　今のところは平気だが、どんなことがきっかけでことが起こるかわからない。

　もしそうなってしまったら、この同居を勧すすめた総一朗さんは翼と俺にどのように責任を取るつもりなのか？

『確かに万が一があったらじゃな』

　俺の言いたいことを理解したのか総一朗さんは神しん妙みような声を出す。

「──じゃあ」

　俺は畳たたみかけるように同居の撤てつ回かいを求めようとするのだが……。

『その時は責任を取って翼を娶めとってもらうしかないのう』

　斜ななめ上の回答をされてしまった。

「そういうこと言ってるんじゃなくてっ！」

　思わず声を荒あららげるのだが、電話越ごしでは埒らちが明かない。

『おっと、取引の時間になってしまったのじゃ。合意の上ならワシは構わぬよ。ひ孫を楽しみにしておるのじゃ』

「あっ、ちょっとっ！　おいっ！」

　怒ど鳴なり返したが既に通話は切れており「ツーツー」という音がむなしく響ひびくのだった。




「それで、怒鳴っていたけどどうしたんですか？」

　俺が電話している間にお茶を淹いれたのか、湯のみを前に差し出してくる。

　ひとまず出されたお茶を一口飲む。そして俺は翼を正面から見ると。

「さっき話していた同居人なんだけどさ」

「はい？」

　お盆ぼんを胸に掻かき抱いだいた翼は大きな瞳を真っすぐに俺に向けて聞きいった。

「それ、俺なんだ」

「は？」

　口を大きく開くと翼は放心する。そして……。

「ちょっと何言ってるかわからないです。もしかしてこれドッキリだったりしますか？」

　カメラが無いか探し始める翼に。

「いいから現実を認めろ。俺だって混乱してるんだ」

　その言葉で翼がこちらを向く。その瞳は潤うるんでいて不安そうに見えるのだった。




「これからどうする？」

　あれから翼が総一朗さんに電話をしたところ、俺との同居が事実であると確認がとれた。

　最初は驚おどろいていた翼だったが、途と中ちゆうから「う、うん。……わかった。……頑がん張ばる」などと肯定的な返事をしはじめたのだ。

「し、仕方ないですよ。お祖父ちゃんが決めたことだし。さ、悟さんと一いつ緒しよに住んであげますよ」

　俺と視線を合わせず中空に向かって話しかけている。緊きん張ちようしているのか顔は赤らんでおり、視線は絶えず左右に動いている。

「あのなあ、無理にいうこと聞かなくても良いんだぞ？」

　いくら肉親だからといって限度がある。

「翼が言い辛づらいなら俺からビシッと総一朗さんに断ってくるからさ」

　翼は再会したばかりの祖父と争って溝みぞを作るのが怖こわいのだろうが、俺にはそんな気まずさは無いからな。

　今から転移魔法で総一朗さんの家に行って正式に断ろう。そう考えていたところ……。

「さ、悟さんは私と一緒に住むのそんなに嫌いやなんですか？」

　翼が服の端はしを掴つかむと必死な様子で聞いてきた。

「いや、そういうことを言ってるんじゃなくてだな」

　若い男女。それもアイドルである翼との同居生活となると色々と問題があり過ぎる。俺はその辺のことを頭で整理して翼に話そうとするのだが……。

「嫌ですか？　無理ですか？　どうしても一緒に住みたくないですか？」

　その必死な様子に気け圧おされた。

「別に嫌じゃないけど」

　翼とは気が合うし、一緒にいると楽しい。

　たまに憎にくまれ口ぐちを叩たたくのが玉に瑕きずではあるが、決して嫌なわけではないのだ。

「だったら、一緒に暮らしましょうよっ！」

　その大声に俺は目を丸くする。

「や、ちがっ……これは、その……そうっ！　お、恩返しの為ためですよっ！」

　慌あわてふためきながらも指を立てて宣言する。

「恩返し？」

　俺が聞き返すと翼は胸を張って答えた。

「ほら、私って悟さんに二度も命を救われたじゃないですか？」

「まあ、確かに？」

　そんなことがあったのは確かだが、それが今回の同居にどう結びつくのだろうか？

　だが、翼は焦りを隠かくすように一度咳せきばらいをすると説明を開始した。

「あの時『今度は私が悟さんを助ける番です』と言いました。一緒に住めば悟さんのピンチにすぐに駆かけ付けられるじゃないですか？　だから一緒に住むのは私が悟さんを助ける上で仕方ないことなんですよ」

　どこか筋が通ってないような気がしないでもないのだが…………。

「何か不満でもあるんですか？」

　翼の目が吊つり上がり俺を見る。その勢いに押されてしまった俺は……。

「……その通りだと思います」

　ついつい了りよう承しようしてしまうのだった。




「さて、それじゃあ出掛けてくるかな」

「や、やっぱり出て行くんですかっ？」

　俺が立ち上がると、翼は血の気が引いたような表情を作るのだが。

「違ちがうって、俺はアパートごと引き払はらわれたからさ。生活用品全ぜん般ぱんが無いんだ」

　衣服の類たぐいは発送しているのでそのうち到とう着ちやくするのだが、他ほかには着の身着のまま訪おとずれたので歯ブラシはおろか、本日の寝ね間ま着きすらないのだ。

「だからこれから必要な物を買い出しに行く」

　住むと決めたのだからあれこれ買うつもりだった。

　資金に関しても総一朗さんが「今後の報ほう酬しゆうも含ふくめて振ふり込んである」と、ブラックカードを渡わたされている。

「なんだ……そうだったんだ」

　ほっとした様子で胸を撫なで下ろす。どうやら落ち着いたようだな。

　俺が生活用品を揃そろえようと考えていると、翼がはっとした表情を浮うかべ、そして……。

「だったら私も付いていきますよ」

　なぜか同行を宣言した。

「いや、パジャマとか生活用品一式を揃えるだけだから付いてきても楽しくないぞ？」

　家具一式は先さき程ほど部屋に案内された時に見たので用意されているのは知っている。

　趣しゆ味みの道具なんかは後日ゆっくり選ぶとして今日は最低限の買い物しかする予定はない。そのことを翼に告げるのだが……。

「寝る時の恰かつ好こうも大事なんですっ！　変な恰好でうろつかれたら迷めい惑わくなので同居人として口だしさせてもらうだけですからっ！」

　そういうものなのだろうか？

　家族以外の誰だれかと一緒に暮らした経験が無かったので知らなかった。

「わかった。それじゃあ変にならないようにアドバイス頼たのむ」

　俺がそう言うと……。

「わ、わかりましたっ！　ちょっと着き替がえてくるので待っていてくださいっ！」

　翼は弾はじかれるように立ち上がるとドアから出て行った。




「ふぅ、大体こんなものかな？」

　当面の生活に必要そうな物は揃え終えた。

　俺が店の外に出ると翼がスマートフォンを弄いじっているのが目に入る。

　さっきまで買い物でパジャマとかを選んでもらっていたのだが、途中から「……ちょっと調べなきゃいけないことが出来たので」と離はなれて行ったのだ。

　声を掛けようと翼に近寄っていくが、何かに熱中しているようで、俺に気付かない。

　翼は「……まずは胃い袋ぶくろを掴むと。なるほど」などと頷うなずいている。

「お待たせ」

「わっ！　悟さん、驚かせないでくださいよ！」

　翼は目を丸くしてこちらを見る。

「あれ？　荷物はどうしたんですか？」

「ああ、それなら人に見られないように転移魔ま法ほうで部屋に送っといた」

　おかげで身軽になった。

「そうだ！」

　俺は一つ良いアイデアを思いついた。

「せっかくだしこのまま何ど処こかで飯でも食っていくか？」

　ここはレストランも多数入っているショッピングモールだ。今後の食事でお世話になる可能性もあるので試ためしておくのは悪くない。そう思ったのだが……。

「えっ……？」

　だが、肝かん心じんの翼は困こん惑わくした表情で再びスマートフォンに目を落とす。

「……どうしよう。まさかそんな提案してくるなんて……そうだ！」

　しばらく俯うつむいて何か考え込んでいた翼は……。

「いまは良いです。お腹なかすいてないので」

「じゃあ、用事も終わったし帰るか」

　腹が減っていないのなら仕方ない。ここで外食するのはまたの機会にしよう。そう思って帰宅を考えていると……。

「まだ時間も早いですから、良かったら少し運動していきませんか？」

「運動……？」

　唐とう突とつな翼の提案に俺は首を傾かしげる。

「ええ、駅前のビルに色んなスポーツができる会員制の施し設せつがあるんです」

「へぇ、そんなのあるのか」

　それは興味を惹ひかれるな。俺が乗り気になったのをみると翼は……。

「なので、そこでたくさん運動しましょう。……お腹がぺこぺこになるぐらいに」

　そう言うと俺の腕うでを取り引っ張るのだった。




　　　　★




　俺が翼に連れられて向かったのは駅の横に立つビルだった。

「まさかビルの中にプールがあるなんてな……」

　最初、翼から「お腹をすかせるなら全身運動が出来るプールが良いと思います」と提案された時は「大だい丈じよう夫ぶなのか？」と確かく認にんをとった。

　翼は超ちようが付くほど有名な芸能人なのだ。こんなところで水着姿になってしまえば収しゆう拾しゆうがつかなくなる。だが、翼は俺の疑問に笑え顔がおで答えた。

　なんでも、このビルは総一朗さんのものらしく、ここのスポーツジムに会員登録できるのは年間で数十億稼かせぐ人間だけ。利用者が限られているので問題は無いとのこと。

　そんなわけで、俺は貸し出されているトランクスタイプの水着を選び、着替えて翼を待っていたのだが…………。

「お待たせしてごめんなさい」

　翼の声が聞こえる。どうやら着替えを終えたようなので、俺は振り返ると……。

「ちょっと水着選びに手間取ってしまって……って、悟さん？」

　翼が首を傾げると髪かみが揺ゆれる。泳ぎやすいようにする為なのか、後ろで縛しばっている。いわゆるポニーテールだ。

　俺は準備運動をしている翼を横目で見る。すると翼の水着姿が目に飛び込んできた。

　白のビキニは翼の白い肌はだと相まって眩まぶしく、スラっとした太ももは陶とう磁じ器きのように滑なめらかで、身体からだのラインを見ると胸こそやや足りないが他は見事なバランスを保っていた。

　周囲の人達が思わず視線を奪うばわれてしまうほど翼は綺き麗れいだった。

「さて……泳ぐとするか」

　翼が準備運動を終えたタイミングで俺はプールサイドに向かおうとする。だが……。

「待ってください。まだ私の水着に何も言ってもらってません」

　そう言って腕を引っ張られる。俺が後ろを振り返ると……。

「は、恥はずかしいのを我が慢まんして着てきたんですからね。ちゃ、ちゃんと褒ほめて欲しいです」

　翼はもじもじすると俺から視線を外して俯く。頬はやや紅潮しており、真っ白な肌に朱しゆが差していた。

「ああ、悪い……その……に、似合ってるぞ」

　あっさりと口にできれば良いのだが、翼は日本でトップクラスのアイドル。つまり凄すごく可愛かわいいのだ。

　事実でしかないとしても、恥ずかしそうにチラチラこちらを見られると心臓が爆ばく発はつしそうになる。

　どうにか水着の感想を言い終えて達成感に酔よいしれていると……。

「えへへへ、嬉うれしいです」

　至近距きよ離りから太陽のような笑顔を浴びせられた。

「と、とりあえず泳ごうぜ」

　俺はそれだけ何とか言うとプールへと入っていくのだった。




　　　　★




「一いつ杯ぱい泳ぎましたねー」

　翼は振り返ると話しかけてくる。

「ああ、こんなに泳いだのは久しぶりだよ」

　25メートルプールを何本も泳いだせいもあって今は空腹の絶頂だ。

「ふふふ、家に帰ったらすぐに御ご飯はん作りますからね」

　プールの後でスーパーに寄った俺達は買い物を終え帰宅しているところだ。

「本当に作ってもらっていいのか？」

　同居するとはいえ、翼に料理をさせるのは申し訳ない。そんなことを考えていると……。

「わっ、雨が降ってきました。急ぎましょう」

　ほとんど家の前まで来ていたので、そんなに濡ぬれることなく俺達は中へと入っていった。




「まだかな？」

　時計を見るとそろそろ夜の八時を回っている。

　激しい運動をしたせいか、かなりの空腹感が俺を支配している。

　部屋には美味おいしそうな香かおりが漂ただよっているので料理を進めているのは間ま違ちがいない。

　スーパーで買い物をする際「何が食べたいか？」と聞かれた。

　その時に思いついたのがシチューだったので素す直なおに答えると、翼は「そ……それなら何とかなりそうかな」と呟つぶやいて俺にカゴを持たせると食材を次々に放り込んでいった。

　二人では食べきれないであろう量の食材を買い込んで家に戻もどると、翼は「み、見られてると恥ずかしいので部屋で待っていてください」と俺をキッチンから追い出したのだ。

　そんなわけでスマートフォンを弄りながら楽しみにしていたのだが、流石さすがにこう待たされては腹も減る。

　時折なる「ぐぅー」という音のせいで気力が抜ぬけていくと……。

「ええいっ！　もう我慢できるかっ！」

　こんな美味しそうな匂においを漂わせておきながら食事が出来ないなど拷ごう問もんにもほどがある。

　もしまだ作っているというのなら手伝えばいいと思い立った俺は、ベッドから起き上がるとキッチンへと向かうのだった。




「うん。次はどうすれば……えっ？　ブイヨンを入れてかき混ぜるの？　うん。他ほかには……？」

　キッチンに近づいていくと翼の声がする。どうやら電話をしているようだ。

「おい、翼？」

　俺が声を掛かけると。

「ひゃっ！」

　翼は電話を切ると背後へと隠かくす。

　フリルのついたエプロンに髪をツインテールにしている。料理をするために髪を縛ったのだろう。

　プールの時のポニーテールといい、一いつ緒しよに生活を始めた初日から色々な姿の翼を見ている気がする。

「い、いきなり話しかけないでくださいよっ！」

　白絹のように白い肌を赤く染めると瞳ひとみを潤うるませて抗こう議ぎしてくる。電話中に声を掛けたのがまずかったのか……。

「いや、手伝おうかと思ったんだけどな」

　空腹が限界にきてるので何かできることはないか確認する。

「あと少しで出来ますからそこに座っててください」

　翼はそう言うとテーブルを指差す。確かにほぼ完成していたようで、間を置くことなく料理が運ばれてくるのだった。




　スプーンでシチューを掬すくって食べる。
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　白菜と鮭さけを煮に込んだクリームシチューは柔やわらかく優やさしい味がした。

　店で出せるほど強きよう烈れつな美味うまさがあるわけではないのだが、どこか懐なつかしさを含ふくんだその味が俺は好きだった。

「翼、冷めちゃうぞ」

　自分の食事をとらずにじーっと見てた翼に話しかけると。

「あっ……はい」

　慌あわててシチューを食べ始める。

　食べている間も翼はチラチラとこちらを見てきて、やがて……。

「さ、悟さん！」

「どうした？」

「そ……その、シチュー美味しくないですか……？」

　自信なさそうに俯うつむく翼。

「いや、美味しいよ」

　そんな翼に俺は素直な感想を言うと。

「ほ、本当ですかっ？　や、やったー！」

　翼はスプーンを持ったまま拳こぶしを握にぎると嬉しそうにしていた。

　そして俺が見ていることに気付くと……。

「ま、まあ私が作ってあげたんだから当然ですけどね」

　そう強がってはいるが、口元が緩ゆるんでいるのを隠し切れないでいた。




「それで、後こう輩はいの子が自信が無いようで、仕事でよくミスをして落ち込んでいるんですよ」

「へぇ、そんな子がよくアイドルになろうと思ったもんだな」

　それから食事を摂とりながら俺と翼は雑談をしていた。

　今話しているのは事務所に新しく入った後輩の話だ。

　アイドルは目立ってなんぼの世界なのだ、引っ込み思案などはマイナス要因でしかないだろうに。

「そうなんですよ。そのせいでイマイチ人気が出なくて。素材はピカ一だし本当にいい子なんですけどね」

　余よ程ほど可愛がっているのか、結局食事の間その子の話題で盛り上がり気が付けば夕飯を食べ終えていた。




「今日は色んなことがあったな」

　引ひっ越こし先を訪ねてみれば翼がいて一緒に暮らすことになったり。

　買い物に出かけては数十億単位の資産が無ければ会員になれないジムのプールで翼と泳いだり。

　家に戻ってみたら翼が夕飯を作ってくれて、これが結構美味かったり。

　最近できた可愛い後輩のことで、どうすれば引っ込み思案が直るか相談されたり。

「おっ、雷かみなりまで鳴り始めたな」

　気づけば雨音が強くなり風も出てきている。スマートフォンで天気を調べてみると、このあと明け方までは雷を伴ともなった豪ごう雨うになるらしい。




　──ピシャッ……ドーン！──




　一いつ瞬しゆん、外が光ったかと思うと地面が揺ゆれる。

「おお、今のは近かったな」

　雷が近くに落下したようで振しん動どうが伝わってきたのだ。

　それからも、定期的に雷が落ちるのでいまいち落ち着かない。

「これはもう寝ねた方がいいか？」

　音がうるさいのですぐに寝られないかもしれないが、俺は明かりを消そうと手を伸のばすと──。

「停電か？」

　ふっと明かりが消えた。そして次の瞬間──




　──ピッシャゴロゴロドーン！──




「いやあああああああああああああああああああ」

　屋や敷しきに悲鳴が響ひびき渡わたった。

「どうした翼っ！」

　俺は悲鳴が聞こえた瞬間に部屋を飛び出すと、翼の声が聞こえた浴室の前まで来た。

　ドアを叩たたくと中からドタバタした音が聞こえる。そしてドアが開くと──

「さ、悟さん！」

「おっ、おいっ！」

　物もの凄すごい勢いで翼が飛びついてきた。

「ううう、いきなり何なんですかこれ」

　目に涙なみだを浮うかべると翼は背中に手を回し離はなれまいと力を込こめてくる。

「お、落ち着けって」

　俺は翼の背中に手を伸ばして擦さすって落ち着かせようとするのだが……。

「えっ？」

　おかしい、回した手には布地の感かん触しよくが伝わってこない。それどころかしっとりとした感触と指先に掛かる紐ひもの手て触ざわり。

「明かりがつくまでこうしていてくださいよぉ」

　見上げた翼は瞳を潤ませて懇こん願がんしてくる。

「お、おまっ！　その前にちゃんと着き替がえろっ！」

「へっ？」

　俺の言葉を聞くと翼は自分の恰かつ好こうを思い出した。

「や……み、見ないでっ！」

　そう言って慌てて風ふ呂ろ場ばへと戻っていく。どうやら丁度風呂から出て着替えている最中に停電したらしく。慌てて出てきたらしい。

　翼が風呂場に戻ったあと、俺の脳のう裏りに桃もも色いろの可愛かわいらしい下着を身に着けて恥はずかしそうな表情をさせた彼女の姿が焼き付いて消えなかった。




「ううう、悟さんのエッチ」

　暗くら闇やみの中、俺の部屋を訪おとずれた翼は頬ほおを膨ふくらませると俺のパジャマをつねっていた。

「俺は悪くないだろう？」

　せっかくの新品のパジャマに皺しわができそうだ。どうにか引っ張るのを止やめさせたい……。




　──ピッシャン！　ゴロゴロ──




「ひっ！」

　雷が怖こわいらしく翼が離れてくれなかった。

「それにしても雷が怖いなんてな。子どもらしいところもあったもんだ」

「ななな、なんですかっ！　し、仕方ないじゃないですかっ！」

　そう抗議しつつも絶対に離れない。お互たがいにパジャマ姿なので布地が薄うすく、ともすればお互いの体温がほぼダイレクトに伝わってきていた。

「何か原因でもあるのか？」

　気を紛まぎらわせるというか、苦手の原因をしれば何か対策を考えつくのではないかと思ったので聞いてみた。

「私、小さい頃ころから両親が共働きだったんですよ。そのせいもあってか家に一人でいることが多くて……」

　翼はギュッと俺の手を握ってくる。

「ある日大雨で電車が止まったらしくて両親が帰宅できなかったんです。その時は凄すごい雷が鳴り響いてて、私一晩中泣きながら布ふ団とんにくるまって眠ねむれなかったんです」

　その手が震ふるえているのが分かった。

「それ以来、雷が鳴ると思い出しちゃって、変ですよね？　こんなのトラウマと言うほど大おお袈げ裟さな話でもないのに」

　幼い頃にたった一人で雷の中耐たえたというのならそれは十分な体験だろう。

「いや、お前は偉えらいよ」

　その諭さとすような言い方が気になったのか？

「むー、やっぱり私って子どもっぽいですかね？」

　頬を膨らませたので、俺は真しん剣けんに聞くことにする。

「さっき言ったことを気にしてるのか？」

「し、しますよっ！　だって私は悟さんに女としてみてもら……忘れてください」

　言いかけて途と中ちゆうで引っ込めた。

「なあ、俺はさっき子どもらしいって言ったんだぞ」

「何が違ちがうんですか？」

「お前は普ふ段だんからアイドルの仕事をしてて大人びているだろ？」

　翼は真っすぐに俺を見ると首を縦にふる。

「外では『みんなの翼』を演じなければならないのもわかる。だけど、ここでなら等身大のお前でいられるだろ？」

「そ、それは……。悟さんといると凄く落ち着くんですもん」

　そう言って肩かたを預けてくる。この仕草も子どもらしいが、普段甘え慣れていない翼は口を横に結ぶ。

「子どもらしいってのは好ましい表現に使うんだ。現に、俺は今の翼の態度を好ましいと思ってるし」

「にゃ、な、何を馬ば鹿かな事をっ……私も、さ、悟さんの事が、す、すすす……」

　混乱しているのか目をぐるぐるさせると顔を真っ赤にして何な故ぜか俺の腰こしをグーで殴なぐり続ける。やがてその力は弱くなり……。

「だったら私もっと悟さんに我わが儘まま言って良いんですか？　甘えても構いませんか？」

　真剣な声こわ色いろだ。ここでちゃかすような真ま似ねはできない。

「ああ、構わないぞ。総一朗さんからも頼たのまれてるからな」

「そこは私の為ためというところじゃないですかっ！」

　少し返答を間違えたようでふぐのように膨れる。

「だったら早さつ速そくお願いがあります」

「なんだ？」

「雷が怖いので一いつ緒しよに寝てください」

　心臓に悪い台詞せりふが艶つややかな唇くちびるからこぼれるのだった。




「えへへへ、二度目なのに照れますね」

　布団の中で向き合うと翼がはにかむような笑えみを浮かべてくる。

　翼は桃色と白のストライプのパジャマを身に着けていた。

「それにしても」

　翼が寝ながら話し掛かけてくる。

「ん？」

　翼はのそりと身体からだを動かすと顔を近づけ距きよ離りを詰つめてくる。

「前の時も思いましたけど、布団の中に自分以外の誰だれかがいるというのも悪くないですね」

　翼は目を細めると嬉うれしそうに俺を見てくる。

「外は相変わらず雨が降って雷がなってるのに、こうしてると凄く安心できます」

　タガが外れたのか、翼は俺の頭に腕うでを回すと額をぶつけてきた。

　視界が傾かたむき、翼のパジャマの隙すき間まからブラジャーの紐がチラリと見える。

「ねえ、いっそのこと毎日こうして一緒に寝ませんか？」

　顔が近く吐と息いきがかかる。翼は潤うるんだ瞳ひとみで真剣な表情を向けてきた。

「今日は仕方ないからこうしてるけど、雷がなければ怖くないだろ？」

　そうおどけてみせると……。

「悟さんは私が怖さを紛らわせたいだけでこうして一緒に寝てると思います？」

　その質問に息をのむ。俺は完全に硬こう直ちよくしてしまい答えを返さないでいると……。

「翼？」

　視線を戻もどすとキスを待つかのように翼は目を閉じていた。

　艶なまめかしい唇に視線が向かう。翼の顔が近づいてきてこのままではキスをされてしまう。そう思ったのだが。

「スースースー」

　その可愛らしい唇からは寝息が漏もれている。どうやら眠ってしまっていたようだ。

　俺は心の中でほっとし、翼の頭を撫なでてやると。

「おやすみ翼。安心して眠れよ」

　そう言って目を閉じる。

　その時、翼の耳が真っ赤になっていたことに俺が気付くことはなかった。




「それじゃあ行ってきますね」

　何日か経過した。俺と翼の同居は予想していたより上手うまくいっており、先さき程ほども朝食を一緒に摂とり、こうして翼を仕事へと送り出すところだ。

「そうだ、今日から総一朗さんの手伝いがあるから帰れないから」

　以前、転移魔ま法ほうで異世界に行った時、シリウスが総一朗さんに次に来てほしい日を指定したらしいのだ。

「……そ、そうなんですか？」

　翼はその話を聞くと寂さびしそうな目を俺に向ける。

　そして徐じよ々じよに身体を傾けてくると……。

　翼が抱だき着いてきた。さらさらした髪かみが零こぼれ落ち、柑かん橘きつ系の香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「お、おいっ！　翼？」

　俺が顔に焦あせりを浮かべて抗こう議ぎをすると……。

「あっ……い、今のは……違くて……。会えないと寂しいなと思ったら行動していたとかじゃなくて……悟さん成分を充じゆう電でんしたかっただけですからっ！　勘かん違ちがいしないでくださいよねっ！」

　顔を真っ赤にして捲まくし立てる翼に俺は何とか……。

「あ……ああ。わかった」

　それだけを口にする。

　そうすると翼は悔くやしそうな顔をすると……。

「……私ばかり寂しいみたいじゃないですか」

　顔を俯うつむかせてしゃべったのでよく聞き取れない。

「何か言ったか？」

　俺が聞き返すと……。

「べ、別に何でもないですよっ！」

　そう言うと耳まで赤くして出て行ってしまった。

「……一体なんなんだかな？」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じるのだが、俺も準備をすると総一朗さんの元へと転移するのだった。




「どういうことですかっ！」

　イリスの怒ど鳴なり声を司教は涼すずし気な顔で流す。

『なんのことだ？』

「とぼけないでください。先日、私の魔力を使って街にレッサーデーモンを召しよう喚かんしたのでしょう！」

　邪じや神しんの眷けん属ぞくたるレッサーデーモン。その力量は騎き士しが数人掛かりで戦わないと倒たおせないほど。そんな存在が街に現れたことで、街の一角に被ひ害がいがでていた。

『何が気に食わぬ？　邪神様の威い光こうを示しただけだ』

　司教はこともなげにそう言い放つとイリスを圧あつ倒とうする。

「そんなの……罪のない人達を狙ねらうなんて……」

　イリスが唇を噛かみしめると血が流れる。

　イリスが事後処理として現場に赴おもむくとその惨さん状じように思わず目を背そむけてしまった。

　街の壁かべは壊こわれており、家屋は倒とう壊かいしていた。

（いっそここで殺してしまえれば）

　これ以上無む駄だに犠ぎ牲せいを重ねるのならばと思う。

　自分の命は目の前の男に握にぎられている。だが、今なら命と引ひき換かえに司教に深手を与あたえることが出来るだろう。

　イリスが覚かく悟ごを決めて行動を起こそうとすると──

『余計なことはしないほうがよい。サトル＝カラヤマだったか？　この度たび邪神様が贄にえとして欲ほつしている男は』

「えっ？」

　イリスの顔に驚おどろきと戸と惑まどいが浮うかぶ。

『なあに、少し後をつけさせてもらっただけだ。少しばかり戦せん闘とう能力が高かろうがやりようはある。この魔道具を付けてやれば逃にげられぬからな』

　それはイリスの命の源である魔力を吸い出す魔道具だ。

　男はそれを悟に使うと言い出した。

「ま、待ってくださいっ！」

『なんだ？』

　それだけはさせない。イリスは決意を籠こめると、

「私に任せてください」

　その言葉が決して邪神様への忠誠によるものではないと男は見み抜ぬいている。

　だが、魔道具を仕し掛かけるにしても悟の動きを封ふうじ込めるのは至難の業わざ。ならばイリスにやらせたあとでも遅おそくはない。

『いいだろう』

　その言葉にほっとするのだが……。

『ただし、待ってやるのは１週間だけだ。それまでにあの男を籠ろう絡らくしてくるのだ』

　その鋭するどい眼光にイリスは頷うなずくのだった。








第五章　美女と美少女の奉ほう仕し活動









　目の前が真っ赤に染まっていく。

　周囲からは騒さわがしいばかりの悲鳴が木霊こだまし、何かが爆ばく発はつして建物が崩くずれ落ちる音がする。

　肉の焼ける臭においが鼻を麻ま痺ひさせ、黒い煙けむりが目に染しみ涙なみだが止まらない。

　泣き叫さけんでいる少女がいる。だが、周囲の人間は自分達の命が優先とばかりに逃げ惑まどう。

　どこにでも存在するようなごく普ふ通つうの村だが邪神教団に目をつけられたのが災わざわいだった。

　彼らは邪神への贄として村人達を虐ぎやく殺さつしていき、屍しかばねの山を築いた。

「うぇ──えん。おかあさ──ん」

　逃げ遅おくれたのかそれとも見捨てられたのか、一人の少女が泣きながら助けを求めていた。

　だが、既すでに村にまともな人間は残っておらず、その声に反応したのは漆しつ黒こくのローブを纏まとった男だった。

「ほほう。まだ生き残りがおったのか」

　男は少女が逃げないように手を掴つかむとその顔を覗のぞき込む。

「や……やめてっ！　殺さないでっ！」

　そう言って暴れる少女に男は言った。

「安心するのだ。すぐ楽にしてやるからな」

　まずは逃がさないように足を折る。血を抜ぬくのはその後で良いだろう。

　男はそう考えると……。

「や、やだぁ！　お、折らないでよぉ……」

　だが、少女は抵てい抗こうを激しくする。まるで男の次の行動がわかるかのように。

　少女の声がかんに障さわったのか、男は足を折る前に喉のどを潰つぶすことにした。今なら少女は足に意識を集中している。たやすく声を奪うばえるだろう。

「んっ！　……んーんーんー！」

　ところが、男が行動をしようとすると少女は喉を庇かばい始めた。

　そこで男は考える。もしここで手を喉から離はなさなければ殺そうと……。

「ひうっ……こ、殺さないで」

　すると、少女は喉から手を離すと必死に命いのち乞ごいを始めた。男はそれを見て驚くと……。

「もしかすると……こいつ……他人の心が読めるのか？」
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　男の視線に少女は怯おびえを見せる。

「ふはははは。これは良い」

　男は歓かん喜きした。

「確か聞いたことがあるぞ……時折現れる特とく殊しゆスキルの持ち主は例外なく高い魔力を宿すと。お前がそうだというのなら良い拾い物をしたわ」

　男は少女を殺す気を無くすと、少女の頬ほおを掴み自分へと向けさせた。

「よいか。お前はこれから私の為ために働くのだ」

　心の中を支配するのは恐きよう怖ふと、ただ生きたいという気持ちだけ。

「お前の名を聞いておこうか」

　少女は逆らう意思を出すことなく男の問いに答えた。

「イリス……」




　　　　★




「よく来たじゃねえかサトル」

　この日に来るように言われていたので、総そう一いち朗ろうさんを連れて異世界に転移すると、シリウスが話し掛かけてきた。

「よお。久しぶり」

　最初の時は王族を敬う態度で接したが、総一朗さんも砕くだけた態度なので俺も普通に接することにする。

「シリウスよ、こちらは問題なしじゃ。そちらはどうじゃ？」

「ああ、用意する時間をもらったからな。こっちも万ばん端たんだぜ」

　総一朗さんとシリウスが何やら意味深な会話を繰くり広げている。

「一体何の話をしているんだ？」

　どうにも俺が無関係ではない気がする。俺は疑いの目を二人に向けるのだが……。

「まあいいじゃねえか。それよりも早さつ速そく出掛けるとするか」

　シリウスは距きよ離りを詰つめると肩かたを抱だいてきた。

　鍛きたえているだけあって力強く。まるでこちらを逃がさないかのような力の入れようだ。

　シリウスは急せかすように俺に言うとドアを出て行くのだった。




「……それで。どこに向かってるんだ？」

　シリウスに促うながされ、行く先も教えてもらえぬまま馬車に乗った俺だったが、走り始めて５分経たっても説明が無かったので思いきって聞いてみた。

　正面で腕うでを組んで窓の外を見ていたシリウスは俺の方を向きニヤリと笑う。

「まあ、慌あわてるなって。ちょっとしたサプライズだ」

「ほほう。相当自信があるようじゃの？」

　隣となりに座っている総一朗さんは何事か理解しているようでシリウスに挑ちよう戦せん的な目を向けた。

「おう、ソウイチロウには悪いがこっちはしっかり準備したからな、きっと驚くぜ」

「……それはお手並み拝見じゃな」

　そんな二人のやり取りをみて俺は……。

（どう考えても厄やつ介かい事なんだろうなぁ……）

　悪い予感しかしなかった。




　しばらくして馬車が停とまる。スマートフォンを見てみると城を出てからだいたい15分が経過した頃ころだった。

　確かにシリウスが言う通りそれほど遠い場所ではない。

　問題は、そんな場所に何の用があるのかなのだが……。

「さあ、到とう着ちやくしたぜ。降りた降りた」

　御ぎよ者しやが馬車のドアを開いたので降りた。そうすると目の前には物もの凄すごい豪ごう邸ていが立っていた。

　まるでアニメに出てくる大金持ちの館やかたを再現したかのような広さ。庭には噴ふん水すいやベンチを備えており、綺き麗れいに剪せん定ていされた草木は館の品の良さを際きわ立だたせている。

「城から馬車で15分。周囲には侯こう爵しやく家より下の身分の館は存在しちゃいねえ。警備に関しても24時間体制で兵士が巡じゆん回かいしてるから安全は保障してやる」

　あとから降りてきたシリウスが不動産業者のように目の前の物件の利点をつらつらと語る。

「ほぅ……広さに関しては確かにワシの負けじゃなシリウス」

　確かに、先日総一朗さんより住むように言われた家に比べるととてつもない広さだ。

　そんなことを考えてるとシリウスが肩をポンと叩たたいた。

「ここが今日からお前の家だ。不満があればどんどん言えよ」

「は、はぁっ!?」

　突とつ然ぜんの宣言に俺は大声を上げる。総一朗さんから受け取った家だけでも持て余しているのだ。この上シリウスからも家を渡わたされてはいよいよ困こん惑わくしかない。

「な、なんでこんな豪邸なんだよ？」

　俺が何とかそれだけを聞き返すと……。

「あっちが豪邸ならこっちも負けちゃいられねえからな」

　あくまで対たい抗こうしただけとばかりに気負うことなく答えられた。

「そんな理由？」

　あまりにもくだらない理由だったのでガクリと肩を落とす。

「それでだな、護衛の件なんだが……」

　まだ「住む」とも答えていないのに、シリウスの中では決定したらしく、話を続ける。

「……まだあるの？」

　これ以上何かしてもらうと俺の心が持たなそうなのだが……。

　俺がゲンナリしていると、シリウスは護衛の人間についてとんでもない言葉を口にする。

「兵士の中で最も優ゆう秀しゆうなヴェルガーを24時間体制で警護に付ける案が出てるのだが……」

　俺の脳のう裏りに髭ひげをはやした茶ちや髪ぱつの兵士の姿が浮うかぶ。額に青筋を作って睨にらみつけてくる様子がありありと見える。

　もし、24時間警護されたらストレスで俺の胃に穴が開くかもしれない。

「それは却きやつ下かだっ！」

　俺は必死の形相で断固拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬく。

「そうか、そうするともう一つの案。ヴェルガーと同等の実力者を警護に付けることになるけど良いんだな？」

　もう少しごねられるのかと思ったのだが、シリウスはあっさりと代案を出してみせた。

「ああ、そっちの方が絶対良い！」

　恐おそらく最初からそうなると予想していたのだろう。

　俺とヴェルガーの因いん縁ねんを知っている癖くせに。シリウスの嫌いやがらせに俺が眉まゆをひそめると……。

「サトルさんっ！　会いたかったのです」

「うわっ！」

　背後から声を掛けられたかと思うと急に背中が重くなる。どうやら何者かがのしかかってきているらしい。

「リリアナ。いきなり飛びつくな。危ないだろっ！」

　こんなことをしてくるのはこちらの世界では一人だけだ。俺は振ふり返りつつもリリアナに注意をするのだが……。

「リリアナちゃん。久しぶりじゃな」

「お爺じいちゃんも久しぶりなのですよ」

　俺の注意を聞いていないリリアナは背中にしがみついたまま総一朗さんに挨あい拶さつをしていた。

「サトルさんも久しぶりなのですよ」

　最近は仕事などでタイミングが合わなかったので会っていなかった。

　俺も、翼つばさとの生活を安定させるために総一朗さんの送り迎むかえ以外でこちらの世界に滞たい在ざいしなかったし。

　リリアナの姿を見るのは実に久しぶりな気がする。

「おう、久しぶりだな。ところでどうしてこんな所にいる？」

　今日も姿を見せなかったので、てっきり城で働いている最中なのだとばかり思っていた。

「ほぇ？　聞いてないのですか？」

　不思議とばかりに首を傾かしげ、尻尾しつぽを振るリリアナ。その様は嬉うれしい事があったときの尻尾の動きだ。ケモミミもピコピコしているしな。

「シリウスも総一朗さんも隠かくしてるんだが、リリアナも知ってるのか？」

　どうやらこのサプライズにはリリアナも関係しているらしい。

　総一朗さんやシリウスだと誤ご魔ま化かされる。それならばリリアナに吐はかせてみよう。

　俺がそんなことを考えていると、リリアナはエヘンと胸を張ると爆ばく弾だん発言をした。

「リリーも今日からここに住むことになっているのです」

「は、はあっ！　それは流石さすがに不味まずいだろっ！」

　寝ね耳みみに水にも程ほどがある。家を貰もらうだけでもおかしいのにその上、女の子と同居とか……。

　焦あせりを覚えて大声を出す俺の言葉をシリウスがつかまえる。

「別に不味くはねえだろ。お前らは婚こん約やくしているんだからよ」

　それは確かにそうなのだが……。

「そういう問題じゃないだろ！」

　このままなし崩くずしに一いつ緒しよに住むのは不味い。

　ただでさえグイグイと距離を詰めてくるリリアナに押されているのだ、この上一緒に住みはじめたらどんな誘ゆう惑わくをされるのか？

　振り回される未来が頭をよぎり、俺はこの話を何とか断ろうと考えると……。

「サトルさん」

　リリアナが服の裾すそをギュッと握にぎりしめた。そして瞳ひとみを潤うるませて上うわ目め遣づかいに見上げると。

「リリーはサトルさんと住めるのを楽しみにしていたのです。最近、サトルさんと会えなかったけど、街周辺で起きる襲しゆう撃げき事件の仕事でも必死に働いたのです。それもこれも頑がん張ばればサトルさんと住まわせてもらえると信じていたからなのですよ。でも……サトルさんがそこまで嫌なら……リリーは、リリーは一人寂さびしくお城の地下部屋に戻もどるのですよ」

　そう言うと袖そでで目元をこすり始める。

「くっ。リリアナちゃん……なんと健けな気げなのじゃ」

　総一朗さんがいつの間にかハンカチを取り出しては涙なみだがでていないのに目を拭ふいている。

「全く。女にここまで言わせておいて、これで断るやつは男じゃねえよなっ！」

　よくぞ言ったとばかりにリリアナを褒ほめちぎるシリウス。

　三人と俺の間には真夏と真冬以上の温度差が存在していた。

「全く。お前らには負けたよ」

　俺はそう言うと三人を見み渡わたし、リリアナに近づく。

「サ、サトルさん？」

　リリアナの目元に輝かがやきが戻る。

　俺は手を伸のばし、リリアナの目の滴しずくを拭き取るとそのままリリアナの右手を掴つかむ。

　そして、その手の中にある物を奪うばい取ると三人の前に晒さらしてみせた。

「この目薬はなんだろうな？」

　反応は劇的だった。まずリリアナと顔を見合わせると……。

「サ、サア？　リリーニハワカラナイノデスヨー」

　ケモミミをペタリと頭に伏ふせ、尻尾は小刻みに震ふるえている。金色の瞳を覗のぞき込むとそれを拒否するように顔を逸そらすので両手で頬ほおを引っ張ると……。

「いふぁいのれすー」

　涙を浮かべて叫さけび出した。

「さて、そこの二人。申し開きはあるか？」

　総一朗さんが顔をサッと逸らす。そしてシリウスが不敵な笑えみを浮かべると……。

「随ずい分ぶんと勘かんが良くなったじゃねえか」

「そら何度も騙だまされたからな……」

　褒められても全く嬉しくはない。むしろこれで騙せると思われていたのだとすると、俺のことを舐なめすぎではないか？

　俺がシリウスや総一朗さんに説教をしていると……。

「そ、その。ごめんなさいなのです」

　仕し掛かけがバレたことでリリアナが素す直なおに俺に謝ってきた。そして……。

「でも、リリーが言ったのは本心なのです。リリーは大好きなサトルさんともっともっと一緒にいたいのですよ」

「そ、そうだぞ。リリアナはサトルと一緒にいたいが為ために──」

　好機と思ったのかシリウスが調子づいてきたので……。

「ちょっと黙だまろうか？」

　笑みを浮かべるとシリウスは黙った。いつもこう素直なら良いのだが、喉のど元もと過ぎれば反省を忘れてまた妙みようなことを考え始めるのだろうな。

　俺は黙り込むとリリアナを見る。

　先程までとは違ちがい、本気で不安そうな表情を浮かべているリリアナに……。

「はぁ……分かったから。もう泣くな」

　俺はリリアナとの同居を受け入れる覚かく悟ごをした。

　シリウスと総一朗さんのことだ、ここで断ったところで次の策は打ってあるに違いない。総一朗さんから好待たい遇ぐうを受けている以上、シリウスもなんとしてでもこの館に俺を住まわせるつもりだろう。

　結果が見えているのなら抵てい抗こうするだけ無む駄だだ。二人の思おも惑わくに乗せられるのはしゃくだが、それでリリアナに悲しい思いをさせるのはまた別の問題だ。

「サ、サトルさん。愛してるのですっ！　流石はリリーの旦だん那な様なのです！」

　そういうと飛びついてきて頬ずりをする。柔やわらかい頬を押し付けられるとリリアナが興奮していて熱くなっているのがわかる。

「いや。まだ結けつ婚こんはしてないからな？」

　最近のリリアナはたくましくなってきたのか、隙すきあらば既き成せい事じ実じつのように広めようとしてくる。

　その都度訂てい正せいしてはいるのだが、そろそろ周囲の認にん識しきが変わっていそうなのが怖こわい。

「よし、それじゃあサトルも納なつ得とくしたことだし俺とソウイチロウは城に戻るか」

「そうじゃな。後は若い二人に任せるとするか」

　まるで見合いの途と中ちゆうで言い出しそうな台詞せりふを投げかけると馬車に乗り込んでいく。

　そして、馬車が出発しようとする直前でシリウスが窓から顔を出す。

「そうだ。例の護衛の件だがな、ヴェルガーじゃなくて新しい奴やつを後で寄よ越こすから。楽しみにしていろ」

「ああ、了りよう解かい」

　てっきりリリアナがその護衛だと思ったのだが、婚約者枠わくで住むので違うらしい。

　後ほど顔を合わせるということは覚えておこう。

「それとこいつを渡わたしておく」

　そう言ってシリウスが渡してきたのは……。

「なんでお前がこんな物を持っているんだ？」

　俺が手にしているのはトランシーバーだった。

「ソウイチロウからもらったんだ。凄すげえよな。遠く離はなれた相手と会話ができるんだぜ」

　シリウスは楽しそうにトランシーバーを掲かかげてみせると……。

「何かあったらこれを使って話をするからな」

　そう言ってシリウスは引き揚げていく。

「さあ、サトルさん。リリー達の新居を案内するのですよ」

　リリアナは先に館やかたを見て回っていたらしく、俺の腕うでを抱だくと中へと入って行くのだった。




「とりあえずこんなところなのですよ」

　館の案内が一通り終り、俺達は部屋のソファーに座って休きゆう憩けいを取っていた。すると……。




　──コンコンコン──




　ノックの音がする。

「お館様。城から護衛の者が到とう着ちやくしました」

　使用人がドア越ごしに用件を告げる。

「分かりました。入ってください」

　シリウスから話は聞いている。俺は護衛の人間を迎え入れようと立ち上がると……。

「ああっ！」

　リリアナの悲鳴が聞こえる。

　それというのも、ドアが開くと同時に誰だれかが入ってきて素早く俺に抱き着いたからだ。

「は、早く離れるのですっ！」

　引きはがさんとばかりに興奮して襲おそい掛かってくるリリアナをその人物は……。

「ふっ。マジックバリアを張ってるんだから無駄よ」

　リリアナの行動が予測できたのか、俺を抱きしめると同時に魔ま力りよく障しよう壁へきを展開していた。

「うががっ！　こんなへなちょこ障壁直すぐに壊こわしてやるですっ！　覚悟するですよっ！」

　顔を真っ赤にして魔法を構築するリリアナを尻しり目めに、目の前の人物は俺に向き直ると無む邪じや気きな笑みを浮うかべた。

「サトル君。久しぶりね」

　シリウスが派は遣けんした24時間付き切りで護衛をする人物それは──

「イリスさん……とりあえず離れてもらえませんか？」

　──銀ぎん髪ぱつに薄うすい布地の魔道服を身につけた美女。イリス＝シルバーウルフだった。




「サトルさんの護衛はリリーがするのです。イリスは帰るのです！」

「あら、闘技大会二回戦負けのリリアナなんかじゃ護衛は務まらないわよ？」

「ぐぎぎぎぎ、本当に嫌いやな奴なのですよっ！」

　目の前ではリリアナとイリスさんがいがみ合っている。

「大体、リリーはサトルさんの婚約者なのです！　サトルさんに触ふれていいのはリリーだけなのですよ」

「あらあら、可哀かわい想そうに。サトル君もこんなチンチクリンよりも私のような大人の女性の方がいいわよね？」

　そんな質問されても非常に困る。

　先程から二人は口を開けば言い争いをしていて、こちらとしても気が休まらないのだ。

「二人とも、そろそろいい加減に──」

　この館の主あるじとして二人に注意をしようとすると。

「だったら、どっちがサトルさんを喜ばせられるのか勝負して決めるのです！」

「いいわよ別に。まあ、結果は見えてると思うけどね」

　なぜか俺を巻き込んで勝負を始めるのだった。




「サトル君。痛くないかしら？」

「ええ、気持ちいいです」

「ぐぬぬぬ、ずるいのですよっ！」

　目の前には悔くやしそうに地団駄を踏ふむリリアナが見える。

　俺の頬はイリスさんの太ももに乗せられており、見上げるとイリスさんの顔が大きな山越ごしに見える。

「あんっ！　動いちゃだめでしょ」

　髪かみが太ももにふれてくすぐったかったのか、イリスさんが艶なまめかしい声を上げる。

「す、すいません」

「ふふふ、私のテクニック凄すごいのよ？　じっとしててね」

　そう言うとイリスさんは棒を俺の耳に突つっ込んだ。

「それにしても結構溜たまってるのね。ちゃんと（耳みみ掃そう除じ）してる？」

　イリスさんが耳元で呟つぶやく。その官能的な声に身体からだがぞわっと震える。

「最近忙いそがしくて……随分と（耳掃除）してなかったですね」

　コリコリと音がする。イリスさんは俺の痒かゆいところがわかるのか、的確に耳を攻せめると。

「ふふふ、見て頂ちよう戴だい。こんなにいっぱい……でちゃったわよ」

　わざわざ耳みみ垢あかを見せつけてくるのだった。




「ふっ！　これでお掃除お終しまいね」

　どうにか耐たえていると耳掃除が終わり、俺は身体を起こす。すると……。

「あっ！」

　イリスさんが俺の膝ひざに頭を乗せてくる。

「えっと、イリスさん？」

　困こん惑わくした表情に。イリスさんは顔を見上げて俺と目を合わせると言った。

「次はサトル君が（耳掃除）してくれる番でしょ？」

　その言葉に俺は逆らうことができなかった。




「ん……んぅ……そんな……ぁん」

　俺が棒を動かす度たびにイリスさんが艶めかしい声を上げる。

「そ……そんな奥まで……だ……だめよっ……す……凄いわぁ」

　ここが気持ちよいのか、イリスさんは恍こう惚こつとした表情を浮かべるのだが、頭がふらふらしていて手元が狂くるいそうだ。

「動かないでください」

「きゃっ、急に強ごう引いんなんだから……」

　俺はイリスさんの頭を動かないように強く押さえつけると急に顔を赤らめる。

「ほんと……想像以上のテクニックだ……わぁ……」

　口に手を持っていき必死に声を我が慢まんするイリスさんを見ながら、俺は丁てい寧ねいに耳掃除をしてあげるのだった。




「ずるいのです。リリーが婚約者なのに……」

　ぶつぶつと文句を言いながら頬ほおを膨ふくらませているリリアナは目の前で食事を摂とっていた。

　それというのも、あれからイリスさんに御お返かえしで耳掃除をしたのだが、リリアナが「リリーもして欲しいのです」と言い出したからだ。

　だが、根本的に耳の構造が違うため、リリアナのケモミミでは掃除をすることができなかったのだ。

　あえて腫はれ物に触さわるようなことはせず、俺は黙もく々もくと食事をする。

「そうなのです！」

　俺が料理に舌した鼓つづみを打っているとリリアナが何かを閃ひらめいたようだ。

　そして「よいしょ」と隣となりにくると俺を見上げて言った。

「サトルさん。あーんなのです、いつものようにリリーが食べさせてあげるのですよー」

「なっ！」

　イリスさんの驚きよう愕がくの声が聞こえる。

「い、いや別に一人で食べられる──」

　そう言おうとしてリリアナがやたら必死な様子だったので止やめた。

「あ──ん」

　恐おそらくイリスさんにリードされているのが面おも白しろくないのだろう。闘技大会でもこの二人は競きそい合った仲だし、コスプレイベントでもその焦あせりが見て取れたからな。

　俺は気き恥はずかしさがあったのだが、これでリリアナの気がすむのなら仕方ないかと考えて受け入れ。

　そうすると効果はてきめんだったようで、リリアナは機き嫌げんを良くすると。

「えへへへへ、サトルさんはリリーが付いていないとだめなのです」

　蕩とろけるような笑え顔がおを俺に見せつけるとパタパタと尻尾しつぽを振ふってみせる。

　俺はそんなリリアナがボールを取ってきた子犬みたいに見えた。

　温かい目で見ると、良くできましたとばかりに頭を撫なでてやる。

「くっ、そんな手でポイントを稼かせぎにくるなんて……」

　隣ではイリスさんが悔しそうな声を出している。リリアナはそんなイリスさんを見ると勝ち誇ほこってみせる。

　これで勝負は五分と五分になったのかなと考えていると……。

「サトル君」

「ん？」

「あ──ん」

「なななっ！」

　今度はイリスさんからフォークが突き出された。

「別に、あなただけの特権というわけでもないでしょ？」

　そう言ってちゃっかりリリアナに反はん撃げきをしている。

「ならばこっちもあ──んするのです」

　それに対たい抗こうするようにリリアナがフォークを突き出してきた。

　二人揃そろって俺に食べさせようとするので、間に挟はさまれた俺は次から次に口に料理が運ばれてきて。結局、満腹になるまで料理を食べさせられるのだった。




「あー、ちょっと気持ち悪いかも」

　あれから、二人がいがみ合ってる隙すきをついてその場を脱だつ出しゆつした。

　食べ過ぎたせいで、胃がもたれてきたので腹ごなしの散歩というやつだ。

「それにしても本当に広いよな」

　シリウスから授さずけられたが、こんな広い館やかたをもらうほどの仕事をした覚えがない。

　もっとも、それを言うのなら現実世界の翼と住む屋や敷しきもそうなのだが。

「でも、不思議と嫌でもないと感じるのは贅ぜい沢たくなのかね？」

　翼との同居生活ではこれまで触れたことの無かった煌きらびやかな世界が広がっていた。会員制のスポーツジムにゆったりとした空間。

　大たい抵ていは翼の方が帰宅が遅おそいので待っているのだが「おかえり」と言うと「ただいま」と返事がある安心感。

　リリアナやイリスさんがいがみ合って騒さわがしいが、こちらの世界でも今まで体験したことが無いような生活をさせてもらっている。

　一つだけでも幸せなのに、同時に二つもそんな場所を手に入れ、戸と惑まどいを覚える。




　──ザザザザザザザザザッ──




　この世界ではあり得ない音が聞こえる。先さき程ほどシリウスが渡わたしてきたトランシーバーだ。

「もしもし」

　俺はいやいやながらもスイッチを押すと。

『よお、サトル。元気か？』

　俺をこの事態に追い込んだ元げん凶きようの声がした。

「やかましい！」

　俺はシリウスを怒ど鳴なりつける。

『なんだよいきなり。不機嫌だな』

「誰だれのせいだと思ってるんだよ？」

　俺は恨うらみがこもった声をぶつける。

『さてな？　それで護衛は到とう着ちやくしたんだよな？』

　その愉ゆ快かいそうな声にいら立ちが募つのる。どのような状じよう況きようになったのか想像がついているのだろう。シリウスは向こう側で笑っていた。

「なぜ、イリスさんを俺のところに寄よ越こした？」

　せめて事前に説明ぐらいして欲しかった。

『ヴェルガーを断った時に言ったろ。「同じぐらいの強さを持つ人間を護衛に付ける」ってよ。闘技大会準優勝と同等ともなりゃ優勝者しかいねえだろ？』

　ぐうの音も出ない正論に言葉が出ない。俺は言い負かされたことを悟さとりつつ、これ以上シリウスにからかわれるのを避さけようと通信を切ろうとする。

『おおそうだ。大事なこと言い忘れてたぜ』

「……なんだよ？」

　大事なことと言われてトランシーバーに耳を傾かたむける。

『何だったらイリスもお前の嫁よめにしても構わねえからな』

　その台詞せりふを最後に俺は通信を切った。




「あいつめ、最後にとんでもないこと言いやがって」

　あれから二人の元に戻もどる気が起きない俺は、館の散歩を継けい続ぞくしていた。

　途と中ちゆう、昼にリリアナと過ごした庭園を経由して外の風に当たるとだんだん身体が冷えてきたので中へと戻る。

　それから俺は目的地をある場所に決めると向かうことにした。

「ここだよなやっぱり」

　俺が向かったのは浴場だった。

　大浴場と言っても過言ではないそれは乳白色の天然石をタイルに、広々としたスペースを確保している。

　翼との住居の風ふ呂ろもそこそこ広いのだが、こちらと比べるとどうしても劣おとる。

　俺は、この広い風呂を堪たん能のうしたいと最初見た時から思っていたのだ。

「お湯は……魔ま法ほうで出すみたいなんだよな」

　こっちの世界には魔法がある。なので、風呂というのは魔法でお湯をいれると決まっているのだ。

「俺はそんな魔法は使えないんだよな」

　リリアナやイリスさんに頼たのめばやってくれるに違ちがいない。

　だが、お湯を出す魔法が無くとも俺にはお湯を張る方法が存在する。

「よし、早さつ速そくやってみるか」

　俺は腕うでをまくると手をかざす。そして転移魔法を使った。

「よし、良い感じだな」

　ゲートの出口からお湯があふれ出てくる。それと共に何ともいえぬ臭においが漂ただよってくる。

　ただのお湯ではない、様々な成分が含ふくまれているからこそ漂う臭い。

　そう。目の前の浴よく槽そうにためられているのは温泉だった。

「同じ風呂と言えばやっぱり温泉だよな」

　せっかくの大浴場なのだ。贅沢に使うのなら温泉が一番だ。

　以前、俺は仕事で温泉地に行ったことがあった。

　その時に見つけた源泉があったのでゲートをその場所に繋つないでいるのだ。

　そうこうしているうちに浴槽は温泉で満たされていき、周囲も湯気が立ち込め始める。

「ふぅ……そろそろ良いかな？」

　湿しつ度どが上がったせいで汗あせが流れ始める。

　俺は、ゲートを維い持じしたまま一度着き替がえを用意しなければならないと思い大浴場を出ようとするのだが…………。

「…………本当にこっちにサトル君がいるの？」

「…………すんすん。リリーの鼻に間違いはないのです。サトルさんの匂においならどれだけ離はなれていても追えるのですよ」

　外から二人の声が聞こえてきた。どうやら俺を追いかけてこんなところまで来たようだ。

「ああっ！　こんなところにいたのですよ」

　リリアナは俺を発見すると指を差す。

「もう、探したのよサトル君」

　イリスさんは腰こしに手を置くと憮ぶ然ぜんとした様子をみせた。

「ところで、サトルさん。こんなところで何をしているのです？」

「見たところお湯を張っていたようだけど、お風呂にでも入るつもりだったのかしら？」

「でもおかしいのです。サトルさんは転移魔法しか使えないはずなのですよ？」

「そうねぇ。色々できるみたいだけど、お湯を出せるとは聞いてなかったわ」

　イリスさんは頬ほおに手を当てると不思議そうに首を傾かしげる。

「これは俺の転移魔法を使って温泉を引き込んだんだ」

「「温泉？」」

　二人の声がシンクロする。

「いいか、温泉というのはだな……」

　俺は二人に向かって温泉の効能を語ってみせた。

　肩かたこりや腰よう痛つう、血行不良や不整脈等々。更さらには美容から病気の予防まで。

「……というわけで、お湯に浸つかることで様々な効能を得られるのがこの温泉というわけだ」

　俺が自信満々に語り終えると……。

「す、凄すごいのですよ温泉っ！」

「知らなかったわ、そんな素す敵てきなお湯が存在していたなんて」

　二人は目を輝かがやかせて浴槽に溜たまった温泉を見ている。これは…………。

「リリーが先に入るのですっ！」

「いいえっ！　私が先よっ！」

　案の定争いが始まる。二人は目の色を変えると、どちらが先に温泉に浸かるかを主張し始めた。

「俺は後でいいから、まずは二人で先に入ってくれていいぞ」

　一番風呂を譲ゆずることになるが、これを機に二人が仲良くなってくれればよい。

　そう思い、俺は立ち去ろうとしたのだが……。

「えっ？」

　両腕を掴つかまれた。

「サトルさんは出て行っちゃだめなのです」

「そうよっ！　サトル君はいなきゃ駄だ目め」

　掴んだのはリリアナとイリスさんだった。

「いや、俺のことは別に気にしないでくれてもいいんだぞ？」

　そう遠えん慮りよをするのだが、二人は……。

「イリス。ここで決着をつけるのです」

「奇き遇ぐうね、私もそう思ってたわリリアナ」

　俺を間に挟はさんでバチバチと火花を散らす。

「「どっちがサトル（さん）（君）に奉ほう仕し出来るか勝負！」」




「さて、まずは身体からだを洗うところからなのですよ」

　あれから、脱だつ衣いを終えた俺達はタオルを身に着けると浴場へと戻ってきた。

「そうね、せっかくの温泉だもの。綺き麗れいにしなきゃいけないわ」

　それというのも、俺が一いつ緒しよに入る条件としてタオルの着用を主張したからだ。

　本来ならば温泉にタオルはマナー違い反はんなのだが、ここは俺が用意した温泉だ。俺が無事に風呂から上がれることを考えると妥だ協きようするしかないだろう。

　洗い場に並んで腰かける。俺が真ん中でリリアナが左。右にはイリスさんだ。

「サトルさん。リリーが洗ってあげるのですよ」

　そう言うとリリアナは俺を自分の正面に向かせるとスポンジに石せつ鹸けんを付けて泡あわ立だてる。

「んーしょんーしょ」

　胸のあたりをスポンジが往復する。

　リリアナは一いつ生しよう懸けん命めいに、力を入れ過ぎないように注意を払はらいながら俺の身体を洗ってくれる。その絶ぜつ妙みような力加減が気持ちよく思わず声がでそうになる。

　だが、気付いてしまう。リリアナがスポンジを動かすたび、リリアナは前かがみとなり、そのせいで谷間が揺ゆれているのだ。

「…………っ!?」

　一いつ瞬しゆん、見み惚とれてしまったが、何とか急きゆう遽きよ目を逸そらすことに成功する。

　リリアナに気付かれてはいないだろう。

「ど、どうですか？　気持ち良いのですか？」

　正面からリリアナが覗のぞき込んでくる。

　お風呂場で一生懸命奉仕したせいか、頬が濡ぬれ、髪かみがぺったりと張り付いている。汗を滴したたらせたリリアナは顔が上気して、普ふ段だんに比べてなんとも色っぽい雰ふん囲い気きを漂わせていた。

「あ、ああ。ありがとう」

　俺は心臓が脈打つと何とかそれだけ返事をする。

「ふふん、次は私の番ね」

　どうにか危機は過ぎ去ったかと思ったのだが、次の脅きよう威いが現れる。

「まずは泡立てなきゃね」

　イリスさんはそういうと何かをごしごしとこする音を立てる。

　恐おそらく石鹸でスポンジを泡立てているのだろう。

「なななな、何をするのです！」

　ところが、突とつ然ぜんリリアナが大声をだした。

「何って、硬かたいスポンジじゃ肌はだが傷つくわよ。私はこうしてサトル君を洗って上げるの」

　次の瞬間、俺の背中に柔やわらかい感かん触しよくの何かがこすり付けられる。

「は、はははは、はしたないのですよっ！」

　まるで、極ごく上じようのプリンを押し付けられているかのような柔らかい感触。程ほどよくこすれる柔らかい生き地じ……おそらくこれは……。

「やあねぇ。タオルで洗ってあげてるだけじゃない。このぐらい大したことじゃないわよ」

　イリスさんは自分の身に着けたタオルを泡立てると背中からそれを押し付けてきたようだ。

「ふふふ、サトル君。どうかしら？　そこの小こ娘むすめなんかより私の奉仕の方が気持ちいいわよね？」

　耳元で囁ささやかれると非常に不味まずい。先さき程ほどから自分の意識を制せい御ぎよしようと必死になっているのだから……。

　どうにか我が慢まんしなければ……。耐たえ忍しのんでいると更なる追つい撃げきがなされる。

「うう、ううう……。これだけは恥はずかしいのです……でも、イリスに負けたくないのですよ」

　リリアナが何やらぶつぶつと呟つぶやいている。その肌は全身真っ赤に染まっていた。

「だけど、ここで行かなければサトルさんの嫁よめを名乗る資格はないのです！　リリーは行くのです！」

　リリアナはタオルを脱ぎ捨て、石鹸で身体を泡立てると抱だき着いてきた。

「ちょ、ちょっと！　流石さすがにそれはっ！」

　背後からイリスさんの焦あせり声が聞こえてくる。

「へへーん、イリスなんて所しよ詮せんはその程度なのですっ！　サトルさんにご奉仕するのは妻であるリリーの役目なのですっ！」

　リリアナが動くたびに柔らかい胸が俺の胸むな板いたで潰つぶされる。まるで頭に靄もやが掛かかったかのように混乱し、思考が安定しない。
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「くっ！　私だって生半可な覚かく悟ごじゃないのよっ！　サトル君を落とす為ためなら……」

　背後で何かを脱ぬぎ捨すてる音が聞こえると……。

「こ、これで互ご角かくよっ！」

　背中にかつてないほどの質量と柔らかさを備えたイリスさんの胸が押し付けられた。

　前門のリリアナに後門のイリス。二人の魅み力りよく的な女性による意地の張り合いは過熱していくと──。

「「サトル（さん）（君）はどっちの奉仕が気持ちいいの!?」」

　風呂場が熱気で満たされていった。




　　　　★




「あ───、疲つかれた────!!」

　あれから、争う二人から何とか距きよ離りを置くと早々に温泉に浸かって、二人が温泉に没ぼつ頭とうしている隙すきをついてさっさと風ふ呂ろから上がって逃にげてきた。

「リリアナもなんであんなに対たい抗こうするんだよ」

　俺だって男なのだ。

　イリスさんもリリアナをからかうにしてもやり方を考えて欲しい。

「とにかく今日は色々あり過ぎて疲れた」

　自然と欠伸あくびが出てくる。

「流石に疲ひ労ろうしているからすぐに眠ねむれそうだな」

　そう考えると俺は目を閉じるのだった……。




　　　　★




「不味いわね……」

　思っていたよりもサトル君の反応が薄うすい。

　リリアナという婚こん約やく者がいると知ったのは最近。だが、シリウス殿でん下かからは内密に「お前が気に入ったのならアプローチしても構わねえ」と承しよう諾だくされている。

　王族のお墨すみ付つきをもらった私は今日勝負に出ていた。だというのに……。

「あのリリアナがまさかあそこまでしてくるなんて」

　彼女とは所属が同じ宮きゆう廷てい魔ま道どう士しなので、その性格は昔からよく知っている。

　少なくとも私が知っているリリアナはもっと大人しく、他人の顔色を窺うかがってビクビクしている子だった。

　そのせいで雑用を押し付けられたり、相手に萎い縮しゆくして実力を発揮できなかったり。宮廷魔道士としての実力は本来ならもう少し上位にいてもおかしくないのだ。

「それを変えたのがサトル君ということなの？」

　警けい戒かい心しんがなく、困っている顔を見せると、まるで自分の事のように悩なやむお人ひと好よし。

　最初は興味本位で近づき、それからは敵として接せつ触しよくをしてきた。

　だが、彼の優やさしい心に触ふれる内に「このままで良いのか」と考えるようになってきた。

　サトル君には他人を変える何かがある。リリアナは彼に出会って多くの物をもらい、そして成長したのだろう……。

「…………っ！」

　胸を何かがチクリと刺さす。リリアナの笑え顔がおの先に待つ輝かがやかしい未来を想像したせいだ。

　自分の命は教団に握にぎられている。いつ殺されてもおかしくないのだ。

　だからこそリリアナが羨うらやましくて…………。

「いずれにせよ今夜を逃のがすとチャンスは巡めぐって来ないわ」

　私は寝ね間ま着きに着き替がえると部屋を後にした。




　　　　★




「ん……？」

　何かが身体に触れているせいで目覚める。窓の外からは明るい外灯の光が差し込み、室内を照らす。艶なまめかしい吐と息いきが首筋をくすぐり、視界に飛び込んでくるのはシルクの滑なめらかな下着と零こぼれ落ちそうな胸。

「あら、起こしちゃったかしら？」

「イリスさん？」

　彼女は俺に覆おおいかぶさると返事とばかりにキスをしてきた。

「……一体なぜ？」

　情熱的なキスで口の中を蹂じゆう躙りんされる。

　身体が火ほ照てっていて頭は靄が掛かっている。

　イリスさんは俺の質問にたいし、さらなるキスをする。

「我慢しなくていいのよ？」

　そうこうしている間にも彼女の両手は俺の身体を撫なでまわしていく。

「だ、駄だ目めですよ……こんなの」

　俺は何とか言い返すのだが……。

「殿下から許可はもらっているわ。ここで私を抱いてもとやかく言う人間はいないのよ」

　その言葉に力が抜ぬける。自分の意思に反してなのか、それとも自分の意思なのか……俺の手がイリスさんへと伸のびていく。

「ふふふ、ようやくその気になったのね。今夜は私と楽しんで……そして……」

　その瞬間、頭に掛かっていた靄が晴れた。イリスさんの瞳ひとみに一瞬、寂さびしさのようなものが見えたからだ。

「くっ【ゲート】」

　このままでは止まれない。そう考えた俺は庭園の噴ふん水すいにゲートを繋つなぐとその場を水みず浸びたしにした。




　全身を滴しずくが伝う。

　イリスさんと俺は文字通り冷や水を浴びせられたのだ。

「やっぱりこういうことは良くないです」

　身体からだが冷えるとともに冷静さを取り戻もどした俺は、イリスさんに向き直ると言葉を掛けた。

「……どうして？」

　ベッドの上で呆ぼう然ぜんとしたイリスさんが何かを呟く。

「えっ？」

「どうして何もしないのっ！」

　確かにやばかった。だけど、手を伸ばしているときに浮うかんだのだ。

　悲し気な瞳で俺を見つめるリリアナと翼の姿が。そして……イリスさんの瞳に浮かんだ──。

「とにかく、シリウスに何を吹ふき込まれたか知りませんが、俺はそういうことしません」

　少し強い口調で拒きよ絶ぜつする。

「そう……そうなのね……」

　ショックを受けるとイリスさんは顔をうつむかせる。俺はなんと声を掛けるべきか考えるのだが答えが出ない。

　いつまでもこのままでは誰だれかに気付かれてしまう。

　そう考えた俺はイリスさんに声を掛けると……。

「う……うう…………」

　イリスさんは苦しそうに胸を押さえて倒たおれるのだった。




　　　　★




「ふぅ……落ち着いたのです」

　リリアナが袖そでで汗あせを拭ぬぐうとほっと息を吐つく。

「それで、イリスさんの容体は？」

　あれから、そのままというわけにもいかず。俺はリリアナを起こして手伝ってもらった。

　濡ぬれた寝間着の着替えと倒れた原因について。

　リリアナは金ゴールデン狐フオツクス族の巫み女こで魔力の扱あつかいに長たけている。以前倒れた時も魔力に関する症しよう状じようだったので相談してみた。

「身体からごっそりと魔力が無くなっていたのです。今はリリーが魔力を流し込んだので安定しているのですよ」

「そっか……助かった。ありがとうな」

「えへへ、サトルさんのお願いなら仕方ないのです」

　そう言って頭を差し出してくる。それなりに付き合いが長いので何を欲ほつしているのかは察せられるので俺は頭を撫でてやる。

「それにしても二人だけでゲームをして遊んでいたのはずるいのです。リリーも一いつ緒しよに遊びたかったのですよ」

　イリスさんとの間にあったことに関しては伏ふせてある。説明をすると長くなるし、何より本人が知られたくないだろうから。

「悪かったよ。リリアナは寝てたからさ、起こすのも可哀かわい想そうだと思ったんだよ」

　そんな言い訳をしていると「ザザザザザザザザザッ」と、この世界にはない音が響ひびく。

　俺はトランシーバーを取り出すと通信のスイッチをおした。

「おまえな。イリスさんに何を吹き込んでくれたんだよ」

　通信相手のシリウスに本気で釘くぎを刺すのだが……。

『そこにイリスはいるか？』

　若じやつ干かん焦あせりの色を浮かべた声に言葉を止める。

「イリスさんなら体調を崩くずして寝ているけど？」

　いぶかしむ俺の声に、シリウスはさらに言葉を返した。

『至急起こせ！』

　有う無むを言わさぬ勢いに俺は緊きん急きゆう時だと察する。次の瞬しゆん間かんそれが正しかったと証明された。

『街にデーモンが現れたんだ！』








第六章　邪じや神しん教団との闘たたかい









「うっ……ここは……一体？」

　ズキンと痛む胸を押さえると自身が服を着ているのが分かった。

「あれからどうなったの……？」

　サトル君の寝しん所じよに潜もぐり込み、彼を誘ゆう惑わくした記き憶おくがある。

　彼をベッドに押し倒し、キスをして身体を撫でまわした。

「サトル君は？」

　せめて最後の思い出にと願い、あと少しでそれが叶かなうと思った瞬間。彼は水を転移させると私共々水浸しにして拒絶してきた。

　正直ショックを受けた。ここまでお膳ぜん立だてをしたのに手を出されなかった。私の魅み力りよくはこの程度なの？　最後の望みすら叶えることができないの？

　そんな失意の内に急激に胸が締しめ付けられる。身体の奥から何かが抜かれていくような感覚……。そして私は意識を失った。

「外の明るさからすると昼なのかしら？」

　意識を外に向けるとやたら騒さわがしいことが分かる。私は着ていた服を脱ぬぎ捨てると魔ま道どう着ぎに着替え、外に出るのだった。




　　　　★




「よし、準備ができた部隊から戦線に出ろっ！　いいかっ、相手はデーモンだ。決して無理はするな！　街民の避ひ難なんを最優先させるんだ！」

　あれから、転移魔法で城に戻った俺とリリアナは城の中で手伝いをしていた。

「包帯が足りないっ！　誰か医務室に行ってきてっ！」

「予備の剣けんは？　倉庫からありったけ持ってきてくれっ！」

「部隊は揃そろったか？　相手はデーモン！　決して無理はするんじゃないぞ」

　そこはさながら戦場のように怒ど号ごうが飛び交かい混こん沌とんとしている。

　俺とリリアナは必死に足りない物資を受け取ってはそれを出しゆつ撃げきする兵士達に渡わたしている。

「くそっ。足りないんじゃないか？」

　だが、物資にも限りがあるので手持ちの包帯も予備の剣も底をつきかけていた。

「なんだってこんなことに……」

　俺の独り言に答える者は誰もいなかった。




　　　　★




「よしお前達！　相手は１匹ぴきだ。確実に包囲してから攻こう撃げきしろ！」

「「「おうっ！」」」

　ヴェルガーの指示の下もと、デーモンの討とう伐ばつは進められていた。

　伊達だてに隊長職についていない。ヴェルガーは確実な指揮を執とるとデーモンに付け入る隙すきを与あたえることなくこれを殲せん滅めつしていった。

「全く。どこから湧わき出たのか知らぬが迷めい惑わくな話だ」

　シリウスから悟さとるの護衛任務の命令撤てつ回かいを受けて喜んだ。今日は美味うまい酒にでもありつくかと兵舎に帰り、いざ酒でも吞のもうかと思ったところで緊急招集だ。

「最近、教団の人間が色々きなくさい動きをしているという話だったが……」

　先日も近くの街にレッサーデーモンが召しよう喚かんされ暴れまわったのだ。

　シリウスも街周辺に注意を呼び掛けて警けい戒かいしていたのだが、まさか次の襲しゆう撃げきが王都で、しかもレッサーデーモンよりも凶きよう悪あくなデーモンを複数召喚するなど予想できるわけもない。

「いいか。デーモンには通常の武器は効果が薄うすい。魔道士と連れん携けいをとって攻撃を届かせないようにしろ」

　デーモンには物理攻撃はほとんど通用せず、魔法剣の類たぐいか魔法で倒す必要がある。

「全く。こんな時だというのに魔道士達は何をやっておるかっ！」

　なので宮きゆう廷てい魔道士を総動員する必要があるのだが……。

「リリアナはあの小こ僧ぞうの護衛。イリスは……」

　宮廷魔道士の中でも実力が高い二人が参戦しないのでは討伐に掛かかる時間と難易度が全然変わってくる。その手て際ぎわの悪さのせいで部下達が傷ついていく様をまざまざと見せつけられたヴェルガーは。

「ええいっ！　ワシが出る」

　その剛ごう腕わんを振ふるいデーモンの攻撃を押し返す、そしてバランスを崩したデーモンを──

「せいやあああああああああ」

　ヴェルガーが魔法剣を横に振るうとデーモンの身体が真っ二つになった。

「流石さすが隊長ですっ！」

「やった！」

　国で五本の指に入る実力は伊達ではない。ヴェルガーの活かつ躍やくで味方の士気は高まり、他のデーモンもヴェルガーを警戒するが、デーモンを一刀両断したことでこの場の制圧は時間の問題となった。

「残党を狩かったら他の救きゆう援えんに向かうぞっ！」

　そんな算段を立てていたヴェルガーだったのだが……。

「た、隊長！　あちらから何か来ます！」

　部下が示したのは街の北門だった。商店などは存在せず大がかりな催もよおしの際に利用する大広場がある。

　ヴェルガーは目を凝こらし、門の先をみると。

「そんな……馬ば鹿かな……」

　驚きよう愕がくの声が漏もれるのだった……。




　　　　★




「こ、これは……一体？」

　外に出てみるとそこは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくだった。

　子どもは傷つき泣き声をあげ、大人は桶おけに水を溜ため火の付いた建物を消火している。

　そこら中から戦せん闘とうの気配が漂ただよってきて、邪悪なデーモンが動き回っている。

「ひ、酷ひどい……」

　あまりの惨さん劇げきに思わず目を背そむけてしまう。前回倒れた時からおかしかった。

　司教は私の魔力を利用してデーモンを召喚したに違ちがいない。

「約束……したのに……」

　サトル君を連れて行くまでの猶ゆう予よがあったはずなのに……。

　私は焦あせりを押し殺してこの惨劇を止めるために走り始めるのだった……。




　　　　★




「よし、ある程度デーモンは片付いてきたようだな」

　兵士達が詰つめている臨時キャンプには多数の怪け我が人が運ばれてきていた。

　だが、それに比例するように事態は沈ちん静せい化されつつある。

「大だい丈じよう夫ぶなのです？　水を飲むのですよ」

　リリアナが水を差し出すと兵士の一人がそれを受け取る。

「皆みんな、あと少しの辛しん抱ぼうだ頑がん張ばってくれ」

　シリウスが声を張り上げて兵士達を鼓こ舞ぶしている。ほぼ徹てつ夜やで事態の収しゆう拾しゆうにあたっていたので顔には疲ひ労ろうの色が濃こく滲にじんでいる。

「サトルさん、あと少しなのです。そしたら一緒の布ふ団とんで寝るのですよ」

　俺が他の兵士の世話をしていると、シリウスの朗報に口元を緩ゆるませたリリアナはそう言った。

　この悪夢のような状じよう況きようが終わりつつあるので気分を紛まぎらわせたのだ。ところが…………。

「たっ、大変です殿でん下かっ！」

　一人の兵士が駆かけ込んできた。何やら不ふ穏おんな空気を漂わせている。

「どうしたっ！」

　シリウスもそれがわかったのか、険しい表情に戻もどる。

「新たな敵がやってきました！」

　その言葉に緊きん張ちよう感かんが高まる。デーモンの襲撃から時間を空けずに攻せめてきたのだ。

「どこの国の兵士だっ！」

　少しでも詳しよう細さいな情報が欲ほしい。シリウスはそう考えて聞くと……。

「教団の連中です。数は約１００人。今はヴェルガー隊長が食い止めています」

「なん……だ……と……？」

　シリウスの驚おどろきの声が木霊こだました。




　周囲に動どう揺ようが広がっていく。

　俺も詳くわしく聞いたわけではない、だがこちらの世界には邪神復活を目もく論ろむ宗教が存在するらしい。若い乙女おとめや赤ん坊ぼうを攫さらっては邪神の生いけ贄にえに捧ささげる。そんな反へ吐どが出るようなことを実際に行っているらしい。

「いかがなさいますか。殿下？」

「どうもこうもあるかっ！　これ以上先に進ませるのは不味まずい。何としてでも食い止めろっ！」

　その言葉とは裏腹に焦あせりが見える。それと言うのも……。

「駄だ目めです。現状デーモン討伐で国の兵士が広こう範はん囲いに散らばっています。対して教団の連中は一点に集中しており、突とつ破ぱされるのは時間の問題かと……」

　その補足にシリウスは悔くやしそうな顔をすると。

「最初からこれを狙ねらっていたのか……くそっ！」

　恐おそらくだが手の打ちようがなかった。兵士を分散させないということはデーモンに襲おそわれる人々を見捨てるのと同じ。国同士の戦争であれば非戦闘員には手を出さないという暗あん黙もくのルールがあるらしいが。女性と子どもを生贄としか見ていない教団の連中は被ひ害がいがどれだけ広がろうとも関係ないのだろう。

「仕方ねえ。ここは俺達が出るぞ」

　残存兵力では防ぎきれないと思ったのか、シリウスは近この衛えを率いて出撃する覚かく悟ごを決めた。

「俺もついていくっ！」

　何ができるかはわからない。だが、一国の王子が戦いに向かうのに放ってはおけない。

「駄目だっ！　お前はついてくるんじゃねえ」

「どうしてだよっ！」

「お前は異世界の人間だ。本来ならここの手伝いだって頼たのんじゃいけなかったんだ。もし俺達が戻って来なかったらお前は元の世界に帰れ」

「勝手なことを……」

　怒いかりが湧わき起こる。これまでさんざん振り回しておきながら今いま更さら無関係だと？

「だったら、俺も勝手にさせてもらう！　自分の意思でついていくなら文句は無いはずだろうがっ！」

「そういうこと言ってるんじゃねえよ。いいか？　相手は邪じや神しん教団の狂きよう信しん者達。相手の戦力は圧あつ倒とう的で、万が一にも勝ち目はねえ。王族として俺は一いつ般ぱん人を戦争に巻き込むわけにはいかねえ」

　そう言うとシリウスはチラリとリリアナを見ると目配せをした。

「なんと言われようということを聞くつもりはない、それに俺がいた方が撤てつ退たい……も…………」

　話している途と中ちゆうだというのに意識が朦もう朧ろうとする。今まで感じたことのない感覚に戸と惑まどいを覚えると……。

「ごめんなさいなのですサトルさん」

　よろめく俺をリリアナが抱だき留めた。その手にはどこかで見たことがあるような白い花があった。

「こうするしかなかったのです」

　……確か花粉に睡すい眠みん効果があるホワイトアザリア。

「何……を……？」

　まるであらかじめ決まっていたかのようなリリアナの発言。

「最後に覚えておいて欲しいのです」

　リリアナはそう言って俺にキスをした。そして顔を離はなした時には涙なみだを浮かべ……。

「リリーはサトルさんを本当に愛しているのですよ」

　その言葉を最後に俺は意識を失った。




　　　　★




「どっちにいる」

「こちらですっ！」

　シリウスの声に案内の兵士は答える。

　教団の狂信者は死を恐れない。死ぬことで自身が邪神の贄となり世界を破は滅めつへ導くと信じているからだ。

　奴やつらは闇やみ魔ま法ほうの使い手として善よきものを暗黒の淵ふちへといざなう。

　ヴェルガーは手て練だれではあるが、それでも多くの狂信者を前にすればひとたまりもない。

　果たしてシリウス達が到とう着ちやくした時にはヴェルガーを除いた他の兵士達は地に伏ふしていた。

「で、殿下。何な故ぜここに……？」

「救援に駆け付けたに決まってるだろう」

　シリウスの登場にヴェルガーは驚きの表情を浮かべる。

「ほほぅ。これは噂うわさに名高いプリストン王国の竜りゆう殺ごろしの王子ではないか？」

　狂信者達の間から一人の男が現れる。

「お前がこいつらの指揮官か？　名乗れ！」

「私は邪神教団司教のダンだ。もっとも今から死ぬ者に名乗る意味はないがな」

　漆しつ黒こくのローブに緑の石が嵌はめられた短たん杖じようを持つその男は名乗った。

「てめぇ……俺の国で好き勝手しやがって、どういうつもりだ？」

　正直に答えるとは思っていなかった。だがシリウスの予測とは裏腹にダンは答えた。

「丁度良かった。邪神様の神しん託たくによると、この国に邪神様を復活させるにふさわしい贄が降臨したらしいのだ。シリウス殿下。貴方あなたなら知っておるのではないかな？」

　シリウスは即そく座ざに悟の事を思い出す。そして──

「知らねえな。神託を受けた奴が寝ねぼけてたんじゃねえのか？」

　周囲から殺気が飛ぶ。

　狂信者にとって教団の巫み女こを侮ぶ辱じよくされるのはなによりも我が慢まんできないことなのだ。

　その反応をみてシリウスは悟を連れてこなかった判断が正しかったと認にん識しきする。

　もし連れてきて敵の手に落ちていたらこの騒さわぎはこの国だけでは終わらず、世界を巻き込んでいたに違いない。

「ふむ……サトル＝カラヤマ。についてもう少し聞きたかったのだが、シリウス殿下は知らぬようだ。自分の国で世界を揺ゆるがす重要人物が動き回っておるのに間ま抜ぬけなことよ」

「ど、どうしてその名前を知っているのですっ！」

「ば、馬ば鹿か！　リリアナ」

　知りえるはずのない名前を聞いて動揺したリリアナ。シリウスは悟の存在を極ごく秘ひ扱あつかいしていた。知っているのは重じゆう鎮ちんの中でも限られた者のみ。

「一体何故……？」

　シリウスの呟つぶやきをダンは愉ゆ快かいそうに見る。

「皆知りたがっているが、説明してやったらどうかな？」

　狂信者達の後ろから一人の女性が現れる。

「き、貴様！　何故そこに……」

　ヴェルガーが声を荒あららげる。シリウスが目を見開き驚きを顔に浮かべると……。

「う、嘘うそなのです……何かの間ま違ちがいなのですよ！」

　その女はうつむいたまま歩き続けるとダンの横に立った。

「そういうことかよ……。つまり最初から内通者がいたってことか」

　現れたのはプリストン王国宮きゆう廷てい魔ま道どう士し序列２位にして邪神教団の信徒……。

「イリス＝シルバーウルフ」




「このっ！　裏切ったかイリスよっ！」

　ヴェルガーの怒ど号ごうが飛ぶ。それに対しダンは楽しそうに笑う。

「裏切る？　これは間抜けなことを言うのう。イリスは最初から私の駒こまだ。見当違いも甚はなはだしいわ！」

「イリス！　嘘だと言うのです！」

　リリアナが何とか顔を上げさせようと話し掛かけるが、イリスはまるで人形のように感情を失い俯うつむいている。

「こいつは本気で不味いことになったぜ……」

　悟にはああ言ったが、現在の戦力と狂信者がぶつかればほぼ互ご角かくだと読んでいた。

　だが、イリスがあちら側に加わっている以上、その戦力比は大きく傾かたむかざるを得ない。

「さあて、せっかくぬけぬけと王族が出てきてくれたのだ。ここで始末させてもらおう」

　ダンはそう言うと短杖を掲かかげる。

「むっ……」

　その杖つえに反応したのはイリス。何を考えているか分からないその表情で手のひらをシリウスへと向けた。

「させないのですっ！」

　その動きを見てリリアナが前に出た。

「イリスは操あやつられているのですっ！　リリーが目を覚まさせてやるのですよっ！」

「はっはっは。よかろうっ！　イリスよ貴様はその小こ娘むすめをやれっ！　王子は私が倒たおしてくれる！」

　こうして戦いが始まった。




　　　　★




「くっ！　アルフラム！」

　イリスより灼しやく熱ねつの球が打ちだされたのでリリアナは同じ魔法で相そう殺さいする。

　だが、イリスの魔法はリリアナより威い力りよくが高く、リリアナは熱気を受けて目を細める。

「……アルウインド」

　リリアナの態勢が持ち直すギリギリを狙い、イリスは次の魔法を唱える。

　迎げい撃げきしようとしても同じ属性では打ち負かされるのが必ひつ至し。

「アルストーンっ！」

　地面から土の壁かべが盛り上がり風を防ぐ。属性として土は風に勝まさる。リリアナは上手うまくしのぐと……。

（何とか読み勝ったのです。でも、イリスは魔法構築速度が速いのです。途と切ぎれることなく攻こう撃げきしてくるので油断しては駄だ目めなのです）

　リリアナはイリスに対してカウンターで勝つしかないと思い、いつでも仕し掛かけられるように意識を集中するのだが。

「おかしいのです。打ってこない？」

　もしかすると、昨晩倒れたのが尾を引いているのかもしれない。

　あれほどの魔力を失っていたのだ。魔法構築に支障をきたしていてもおかしくない。

　リリアナはそう判断すると……。

「いずれにせよ、この好機を逃のがす手はないのです」

　シリウス達は踏ふん張っているが、いつまでも膠こう着ちやく状じよう態たいが続くとは思えない。

　自分がイリスを倒して加勢に向かえば状じよう況きようを傾けることができる。

　リリアナは覚かく悟ごを決めると大おお技わざを放つことにした。

「攻せめてこないならこっちから行くのですっ！　あの時とは違うのです！　食くらうのですよっ！」

　複雑な魔法を集中して構築していく。

「エクス……フレア」

　触ふれるものを燃やし尽つくす炎ほのおが展開されイリスへと襲おそいかかる。

　なぜ魔法を構築しなかったのか？　今のイリスは隙すきだらけ。確実に魔法の直撃を受けるはず。

　だが、魔法が到達してイリスを包もうかという瞬しゆん間かん。

「エクスブリード」

　一瞬で冷気が押し寄せた。リリアナは氷にからめとられ、そして背後で戦っていたシリウスやヴェルガー、近衛騎き士し達も氷に足を取られて動けなくなった。

「つ、強すぎる……のです」

　完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたリリアナは空を仰あおぎ放心した。

　戦争ではたった一人の天才の存在が戦局を傾けることがある。

　イリスは紛まぎれもなくその天才だった。リリアナと比べて圧あつ倒とう的な魔力と威力を制せい御ぎよする力がある。イリスは歩み寄るとリリアナを見下ろした。

「はっはっは、まさかここまでとはなっ！　底なしの才能を秘ひめておるとは思っていたが、王国の兵士をまとめて戦せん闘とう不能にするとは」

　ダンの高笑いが聞こえる。だが自分が認めた相手に殺されるのなら仕方ない。リリアナは目を瞑つぶると言った。

「リリーの負けなのです。とどめを刺さすのですよ」

　イリスの手には短たん剣けんが握にぎられている。この距きよ離りから魔道士が反撃する方法は無い。

　唯ゆい一いつの救いは、悟には「目が覚めたら黙だまって元の世界に戻もどって欲しい」と伝言をしていることだ。たとえダンが悟を狙ねらっていたとしても異世界に渡わたる術すべは持っていないのだから……。

「ふっふっふ。まずはその小生意気な金ゴールデン狐フオツクス族の娘を殺すのだ」

　ダンの命令を受けてイリスが短剣を振ふり上げる。

「イリスっ！　貴様っ！」

　ヴェルガーが怒鳴る。

　リリアナは目を閉じる。悔くいは無いはず……自分は精せい一いつ杯ぱいやった……なのに……死を間ま際ぎわにしてどうしても一人の男性の姿が思い浮うかんでしまった。

「……最後に会いたいなぁ」

　次の瞬間、刃は物ものが振り下ろされる音がした。




「えっ？」

　いつまで経たっても痛みが無い。リリアナは不思議に思って目を開けると、そこではイリスが大おお粒つぶの涙なみだを浮かべて泣いていた。

「……どうして？」

　リリアナはそう問いかける。

「……できるわけ……ないじゃない」

　リリアナの顔に次々と滴しずくが落ちてくる。

「お、おのれっ！　裏切ったかイリス！」

　ダンは激げき昂こうするとイリスを睨にらみつけた。

「もうっ！　こんなことはたくさんだわっ！」

　イリスが魔法を解除したことで、氷が解け自由に動けるようになった。リリアナは立ち上がると。

「貴様！　言うことを聞かねばこの杖で魔力を奪うばって絶命させてやるぞっ！」

　その一言でリリアナを含ふくむこの場の全員が状況を理解する。

　イリスは自分の命を盾たてに脅おどされていたのだと。

　ダンの言葉にイリスはきっぱりと拒きよ絶ぜつを示す。

「他人の命を犠ぎ牲せいにした上で私は生き残りたくない」

「なん……だ……と……？」

　予想外の返事にダンは怒いかりで顔を青くした。イリスはそんなダンに目もくれずに……。

「最初は、自分の命が大事だと思ってた。死ぬのは嫌いやだし、自由を奪われるのも嫌。計画が実行されたら大勢の不幸な人が出ると知っていても抗あらがうことが出来なかった」

　イリスは目元を拭ぬぐうとリリアナに話し掛けた。その瞳ひとみは透とう明めいでこんな時だというのにリリアナは聞き入ってしまう。

「だけど、私は一人の男に出会って変わったのよ」

　そして誰だれかを想おもうかのような嬉うれしそうな表情を浮かべると。

「一見すると平へい凡ぼんな青年にしか見えないのに、どこか余よ裕ゆうを持っていて。お人ひと好よしで……そんな彼を見ていたら不思議と温かい気持ちになったの」

　それはリリアナが感じているのと同じ気持ちなので、共感することができた。

「気が付けば、彼に嫌きらわれたくないと思っていたの。そう考えると、教団の計画も自分の命もどうでも良くなっていたのよ」

　その笑え顔がおは晴れやかで、リリアナは同じ女性だというのに思わず見とれてしまった。

「馬ば鹿かめっ！　こうなったら貴様も始末して邪じや神しんの贄にえにしてくれる！」

　ダンの手に収束する漆しつ黒こくの魔法。その威力は先さき程ほどまで戦っていたシリウスもよく知っている。このまま直撃すれば二人とも無事では済まない。

「これでお終しまいね。色々とごめんねリリアナ」

　届く魔法からリリアナを庇かばうつもりなのかイリスが立ち上がる。

「イリスはそれでいいのですかっ？　未練はないのです？　生きたくないのです？」

　ダンの魔法が放たれる。

　絶望をしていると思った、未練など無いのだと思った、全すべてを諦あきらめていると思っていたイリスだったが……。

「私だって……生きたいわよっ！」

　それが最後の言葉になる。そう感じたリリアナだったが、次の瞬間奇き跡せきが起こる。

「だったら俺が守ってやる！」

　声がした方を見るとそこには…………。

「サトルさんっ！」

　ダンの魔法を無効化し、全員を空から見下ろす悟が立っていた。




　　　　★




　目が覚めると俺は建物のベッドに寝ねかされていた。

　そしてそこでリリアナの伝言を聞いた。

『元の世界に戻ってリリアナ達のことは一いつ切さい忘れて欲しいのです』

　その言葉を聞くと猛もう烈れつな怒りがこみあげてくる。

　俺はシリウスとリリアナにどうしても言ってやらなければいけないことができたので、伝言を頼たのまれた人を脅きよう迫はくまがいに説得すると向かった先を聞いた。

　なんでも、教団の人間というのは王都の北の門に現れたらしい。

　北と言えば商業区域ではなく、非常時の避ひ難なん先として活用される公園などの緑が広がっている場所。以前イリスさんと遠出をした際にも通ったので転移魔法で移動が可能だった。

「なっ！　私の魔法を無効化した……じゃと!?」

　目の前では黒のローブに身を包んだ男が驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「サトルっ！　てめえなんでっ！」

　ボロボロの状態のシリウスが張り詰つめた様子で俺に聞いてくるので、俺は先程言えなかった言葉を口にする。

「親友が危険なのに助けちゃいけない理由ってあるか？」

「なっ…………」

　俺は足場をコントロールするとリリアナとイリスさんの傍そばに降り立つ。

「サ、サトルさーん。もう逢あえないかと思ったのですよ～」

　抱だき着いてくるリリアナ。そんな彼女の頭に……。




　──ゴンッ──




「い、痛いのです！　なんでなのです！」

「そもそも、お前が俺を眠ねむらせたからだろうが。二度とすんなよ？」

　俺は怒おこっているのだ。自分達だけ危険な場所に赴おもむいて俺を置き去りにしたこいつらに。

「戻ったらお仕置きだからな？」

「うっ……謹つつしんでお受けするのです」

　リリアナは𠮟しかられながらもどこか嬉しそうに尻尾しつぽを振った。

「イリスさんもありがとう。リリアナを守ってくれたんですよね？」

「わ、私は……サトル君達を騙だまして……」

「はっはっは。お前が邪神様が欲ほつしているサトル＝カラヤマだな。イリスから話は聞いておるぞ。自ら現れるとは手間が省けたわ！」

　男の言葉に俺はイリスさんを見る。その表情は青ざめていて、どうやらでたらめを言っているわけでは無いらしい。

「イリスは私達教団側の人間だ。貴様の動向は逐ちく一いち報告させていた。要するにお前は騙されていたのだ！」

　勝ち誇ほこる男の笑い声を不ふ愉ゆ快かいに思う。なので、俺は男に向かって言う。

「だからなんだっての？　イリスさんは何度か俺に告げようとしていた。本来のイリスさんは優やさしい人なんだよ。たとえ俺を欺あざむいてたのが本当だとしても、今のイリスさんはリリアナを助けようとした。俺は今のイリスさんを信じる！」

　何度もみた思い詰めた顔。問いただしていれば違った未来があったのかもしれない。

「おのれっ！　吠ほえたな小こ僧ぞうがっ！　貴様をこの場で八やつ裂ざきにして邪神様への土産みやげにしてくれるっ！」

　その言葉と共に後ろにたたずんでいた黒ローブの信徒達が一いつ斉せいに俺に手を向けると。

「死んで我が神の贄になれっ！」

　一斉に魔ま法ほうを放ってきた。




「ぐっ！」

「ぎゃああああああああ！」

「うおっ！」

「ぐああああああっ！」

　いくつもの叫さけび声が聞こえる。

「なんだと……一体どういうことだ？」

　どうやら俺の能力の詳しよう細さいまではイリスさんから聞いていないらしい。

「今のは転移魔法だよ」

　俺は敵の攻こう撃げきをゲートで転移させると出口を信徒達の背後に開いたのだ。

　どれだけ威い力りよくのある攻撃も利用されてしまえば逆に自分達の首を絞しめることになる。

「馬鹿なっ！　あの希少価値の高い転移魔法だと？　あれの使い手は一度魔法を使うと数日から数週間は魔力の回復に時間が掛かかるはずだ」

「そうなの？　俺は転移魔法が使えなくなったことはないんだけどね」

　厳密に言えば一度だけあったけど、それはここで話す必要もないので無視しておく。

「ぐっ……！」

　その軽口に男は悔くやしそうに唸うなる。

「サトルよう、お前やっぱとんでもない奴やつだな」

　いつの間にかシリウスが近寄ってきて話し掛けてくる。

　先程までとは違ちがい張り詰めたものは無い。それも今の転移魔法で敵方の戦意をくじいたからだ。

「さて、無む駄だな抵てい抗こうはやめて投降するんだな」

　シリウスが男に促うながし、ヴェルガー達が男を囲み始める。だが……。

「くくく、この程度で勝ち誇りおって」

「いや、見ての通り他の狂きよう信しん者達は瀕ひん死し状態。とてもじゃねえが戦えねえだろうが」

　シリウスの指し摘てきの通りだ。自分達の魔法を不意打ちのような形で食くらったせいで今や無事なのは目の前の男一人。この戦せん況きようを覆くつがえすのは不可能に近い。

　だが男はまだあきらめていないのか目をギラつかせると……。

「信徒達よ。自らの命を捧ささげるのじゃ！　お主らの死は邪神様復活の糧かてとなる。殉じゆん死しせよ！」

「なっ！」

　驚おどろきの声が上がる。狂信者達は全員持っていた短たん剣けんを自らの身体からだに突つきさしたのだ。

「正気なのか？　仮にも教団を信しん仰こうする奴らに死を強しいるなんて……」

　シリウスはおぞましい者をみるような視線を男に向ける。

「ふははは、今の私ならば可能だ。かつて誰も呼び出すことの叶かなわなかった邪神様の配下を呼び出すことが……」

　ところが男は笑っていた。そして……。

「出いでよハイデーモン」

　事切れた信徒達の血が宙に魔ま法ほう陣じんを描かき上げて行く。それはこの世界でもっともおぞましい魔法陣だと俺は感じた。

　シリウスやヴェルガーも動けない。魔法陣からは何かがせりあがるように出てくる。まるでゲートを使って何者かが移動してきているかのような……。

　やがて、その全ぜん貌ぼうが現れると男は満面の笑みを浮うかべて勝ち誇る。

「先程までのデーモンなんぞ比ひ較かくにならんぞ、こいつはハイデーモン。伝説では一夜にして一つの都市を滅ほろぼしたとされる邪神様の眷けん属ぞくだ」

「くそっ！　お前ら援えん護ごしろっ！　俺が倒たおすっ！」

　シリウスは即そく座ざにハイデーモンを警けい戒かいすると皆みなに指示をだした。

　ヴェルガーやシリウスが戦いへと身を投じて行く。ハイデーモンは巨きよ体たいに似合わぬ俊しゆん敏びんさと力を備えている。

「くっ！　うおおおおお！」

　剛ごう力りきを持つヴェルガーが剣でその腕うでを受け止めるのだが、耐たえきれずに吹ふき飛ばされていく。

「くくく、中々の業わざ物もののようだがハイデーモンが相手では傷をつけられんよ」

　男の言葉に後ろのリリアナが補足する。

「邪神の眷属は高位の存在になるほど身体が魔力で出来ている比率が大きくなるのです。なので、討とう伐ばつをするにはヴェルガーさんの魔法剣や殿でん下かの宝剣でないと傷をつけることはできないのですよ」

　道理で先程から他の兵士達が攻撃していないわけだ。周囲を囲むのに徹てつしており、攻撃をしているのはあの二人だけ。だが……。

「うおおおおおおおおおお！」

　シリウスが奮ふん闘とうすることでハイデーモンに斬ざん撃げきが叩たたき込まれていく。

「よっしゃ！　流石さすがはシリウスだ」

　二本の宝剣を扱あつかわせたら右に出る者はいない。ハイデーモンの攻撃を掻い潜くぐっては確実に傷をつけていく。

「ほほう、流石は竜りゆう殺ごろしの異名を持つだけある。ハイデーモンを相手に傷を負わせるとはな」

　恐おそらく誇こ張ちようではなくハイデーモンは都市を滅ぼす力があるのだろう。だが、シリウスの実力を甘くみたようだ。

「だが……！」

　男の短たん杖じようが輝かがやくと。

「なんだっ！　付けた傷が塞ふさがっていきやがる」

　シリウスの声を聞いてハイデーモンを見ると、先さき程ほどつけた傷が完全に消えていた。

「一体どうなってるんだ……」

　その瞬しゆん間かん……。

「イリスしっかりするのです！」

　背後からリリアナの叫び声が聞こえた。




「はぁはぁ……何度斬きってもすぐに再生しやがる」

　シリウスは鋭するどい動きで何十という斬撃をハイデーモンに浴びせた。

　だが、ハイデーモンはそんなシリウスをあざ笑うかのように全すべての斬撃を回かい避ひすることなく身体で受け止めた。まるで避さける必要が無いとばかりに。

「ど、どうなって……イリスからどんどん魔力が抜ぬけていくのです！　このままでは魔力が枯こ渇かつしてしまうのです！」

　リリアナが泣きながらも必死に自分の能力でイリスさんを治そうとしている。

　焦あせりの色を浮かべる俺達に男は言った。

「くくく、不思議なようだな。教えてやろう。この短杖の宝石は対ついになる宝石を身に着けた対象の魔力を吸い取ることができるのだ。そして私はイリスの魔力を使ってデーモン達を召しよう喚かんしていたのだ」

「そんな……魔力は人間にとってなくてはならない力なのです。全てを吸い取られたら枯渇症しよう状じようがでて命を落としてしまうのですよ」

　リリアナの説明に俺は思っているよりも事態が悪いことを知る。

「更さらに、私は召喚したハイデーモンと繋つながっておる。たとえどれだけ傷つけようとも、私から魔力を供給することでハイデーモンは活動し続けることができるのだ」

「つまり、ハイデーモンが回復するのも、イリスさんが苦しんでいるのもお前のせいということか？」

　俺の問いに男は「いかにも」と答えた。

「くそっ！　どうすれば……」

　ここにきてシリウスも知ったのだ。自分が剣を振ふるい傷つけるのはハイデーモンではなくイリスの命だと。

「はっはっは。裏切り者の命なんぞ気にして攻撃できぬか？　もっとも、たとえ全力で掛かってきてもハイデーモンを倒すことはできぬがな。どれ、貴様らもそれなりに強いようだからな。まとめて邪じや神しん様の贄にえとしてくれる」

　男の言葉と共にハイデーモンが再度攻撃を仕掛ける。俺はそれを見ていると……。

「サ、サトル……君」

「イリス。気が付いたのですか！」

　イリスさんが俺を呼ぶ。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺は伸のばしてくるイリスさんの手を掴つかむと顔色を見る。

　ただでさえ白い肌はだは血の気が引き、真っ白に。唇くちびるはかさついている。

「このチョーカーさえ外せば……」

　俺は男に魔ま力りよくを供給しているチョーカーを引きちぎろうとするのだが……。

「駄だ目めなのです。魔道具は無理に外すと死んでしまうのです。所有者の許可が無ければ外せないのですよ」

　リリアナの言葉を聞くと手が止まる。

「お願い……聞いて……」

　しゃべるのも辛つらそうな状じよう況きようの中、イリスさんは何とか言葉を紡つむぐ。

「なんですかっ！　言ってください」

「私を……殺して」

「えっ？」

　耳を疑う言葉に世界から音が消える。

「私のせいで他の人が傷つくのはもう嫌いやなの……。私の命なんていらない。だからあいつを……倒して」

　そう言うとイリスさんの手から力が抜ける。恐らく最後の力を振り絞しぼったのだろう。

「ぐぬぬぬ……中々ねばりおる。こうなったら最後の手段だ。持てる全ての魔力を注ぎ込んでハイデーモンをパワーアップさせる！」

　男の宣言に俺は決断を迫せまられる。短杖が最大に輝き、まもなくイリスさんの身体から魔力を吸い尽つくすだろう。

「サ、サトルさん！」

　リリアナが泣きそうな顔で俺を見てくる。殺したくはない。この優やさしい人に俺はまだ生きていて欲しい。彼女と歩いた湖こ畔はんが思い出される。語り合った他愛たわいのない会話。それらが俺に新たな決断を促した。

「こ、こうなったら一いちか八ばちか！」

　俺が転移魔法を使うと──

「死ね！　邪神様の敵よ！　我が力を思い知るのだ！」

　──短杖から輝きが消えた。




「な……何が起こった？　どうして魔力が届いてこない？」

　男は汗あせを流して息を荒あらくすると自分の短杖を見る。

　イリスさんからの魔力の供給が止まったせいで自分の魔力のほとんどをハイデーモンに渡わたしてしまったのだろう。

「き、貴様！　イリスをどこにやった？」

　その問いに答えてやる。

「彼女は転移魔法でお前の手の届かない場所に転移させた」

　そう、俺がやったのは転移魔法で彼女を逃にがすこと。

「ば、馬ば鹿かな……伝説の賢けん者じやアズマが作ったこの魔道具は万ばん能のうのはず。たとえ対象が世界の端はしに逃げようとも魔力を吸い上げることが可能なのだ。でたらめを言うな！」

　男の問いに俺は自分達の勝利を確信した。

「サトル……一体何をしたんだ？」

　満まん身しん創そう痍いになったシリウスが聞いてきた。俺はシリウスだけに聞こえるように話す。

「彼女を転移させたのは俺の世界だ」

「なんだって!?」

　魔道具の効果がどこまで続くのかわからなかった。

　だが、トランシーバーのようにこちらの世界に持ち込むことで使える道具がある一方、スマートフォンみたく世界を隔へだてたら使えない道具もある。

　俺はその可能性にかけて彼女を異世界へと逃がした。

「くっ。どういう手を使ったか分からぬが、どちらにせよ、もはや戦える人間は残っておらぬ！　このハイデーモンで王都を壊かい滅めつさせてやる」

　主力のシリウスやヴェルガーは満身創痍で、リリアナの魔力はイリスさんに魔力を供給するために使い切ってしまった。

　他ほかに援軍らしきものも見当たらず、確かに詰つんでいる状態だ。

「たとえ貴様が転移魔法の使い手だとしても、こちらから攻こう撃げきせぬ限りはその威い力りよくを返すことはできん。単独でハイデーモンを倒すのは不可能なのだ」

　おのれの優位を確信したのか男が立ち直る。

「御ご託たくはそれだけでいいの？」

「へっ……？」

「【ゲート】」

　俺は男の目の前で分かりやすくゲートを開いてやる。

「これが俺の転移魔法のゲートだ」

「それがどうした！　それで一人だけ逃げるつもりか？」

　男の言葉に俺はゲートに力を込こめて拡大させる。

「なっ……なんだその強きよう烈れつな魔力の塊かたまりは……」

　男の目が大きく見開くと……。

「す、凄すごいのです……。サトルさんのゲートから恐ろしいほどの魔力を感じるのですよ」

「俺は確かに転移魔法しか使えない」

　だが、これまでもこの力を使って色んな場所から物を取り寄せたり、ゲートにのって空を飛んだりした。

「だから、有効な攻撃方法を考えていたんだよ」

　ゲートで色々な場所に繋いでの攻撃となると、威力の調整がきかないなどどうしても不便な点が残ってしまう。なので俺は転移魔法自体を攻撃力にする方法を考えていた。

「こうしてゲートの側面を高速回転させるとだな」

　俺の手の上で青白い光の枠わくが回転を始める。

「ば……馬鹿な……魔法ではなく魔力の塊を生み出し、それを自在に操あやつるだと……」

　その表情は信じられない化け物を見たかのように歪ゆがみ。

「そんな途と方ほうもない技術を持つ者なんぞ過去に誰だれも……大賢者アズマですらそんなことは出来なかったのだぞ……」

　そうこうしている間に回転力は増していき、いよいよ俺はそれを構えると……。

「や、やめろっ！　そんなものがぶつかったら……」

　制止の声を無視すると俺はその高速回転する魔力の塊のゲートを……。

「行けっ！」

　ハイデーモンに向かって放つ。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

　ハイデーモンにぶつかると苦しそうな声を上げる。

　ゲートのカッターは徐じよ々じよにハイデーモンが張った魔力障しよう壁へきに食い込んでいく。

　ハイデーモンはどこかからか魔力を調達したのか修復を試みて抵てい抗こうするのだが……。

「これで……お終しまいだっ！」

　次の瞬しゆん間かん、俺の掛かけ声と共に障壁は破られるとゲートは何の抵抗もないかのようにハイデーモンの身体からだをすり抜ける。

「わ、私のハイデーモン……が……」

　次の瞬間、ハイデーモンの身体は上下に分かれて崩くずれ落ちる。

　俺がその様をじっと見ていると……。

「お前って本当に何でもありなんだよな？」

　全すべてが終わったと判断したのか、シリウスが呆あきれた様子で肩かたを叩たたくのだった。
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「ん……ここは……？」

　意識を取り戻もどすと、白い壁かべが一面に広がる部屋だった。

　これまで嗅かいだことのないような独特の臭においに、見たこともないような物が当然のように飾かざられている。

　私はここがどこなのか見渡そうとして気付く。

「ど、どうして裸はだかなの？」

　首には相変わらず私を縛しばるチョーカーがついているが、それ以外には何も着ていない。

　私が慌あわててシーツを手た繰ぐり寄せて身体に巻き付けると……。

「むにゃむにゃ……なのです」

「えっ？　リリアナ？」

　するとシーツの下から現れたのは金ゴールデン狐フオツクス族のリリアナだった。

「なんでこの子も裸なのかしら？」

　幸せそうな顔で眠ねむるリリアナを見て私は首を傾かしげる。

「それはリリアナがお前を助けるために一晩中魔ま力りよくを送り続けていたからだぞ」

　ドアが開き入ってきたのは私が仕える王国のシリウス王子だった。

「へくちっ……なのです」

　この位置から見えていないとはいえ、男性に無駄に肌はだを晒さらす訳にもいかない。私はシーツでリリアナをくるんでおく。

「その……殿でん下か、リリアナが本当に私を？」

　リリアナとは事あるごとに争うあいだがらだ。

　今回の件についても、恨うらまれることはあれど助けてもらう理由が無い。

「間ま違ちがいねえよ。こいつも魔力がギリギリやばいってのに、金ゴールデン狐フオツクス族の力を使ってお前の魔力を調整し続けたんだ。お陰かげでお前はギリギリ死なずに済んだ」

　金狐族は魔力の流れを狂くるわせることも整えることもできるらしい。リリアナはその力を使って私を助けたのだ。

　私はその事実に一瞬頬ほおを緩ゆるめるのだが。直すぐに真しん剣けんな表情になるとシリウス王子に向き合った。

「殿下。この度たび私は国を裏切りました。いかなる処分もお受けします」

　国どころか世界を危機に陥おとしいれたのだ、死罪以外ありえない。私は唇くちびるを噛かみしめるとシリウス王子からの判決を待つ。

「確かにお前がやったことは許されない裏切りだ。たとえ改心して俺達の危機を救ったにしても、国家を裏切った人間を裁かなければ沽こ券けんにかかわるからな」

　そう。国家としての体てい裁さいもある。シリウス王子は公平な人ひと柄がらの持ち主だ。彼がそう言うなら判決が覆くつがえることはない。

「宮きゆう廷てい魔道士序列２位イリス＝シルバーウルフ」

「はい」

「お前を国家転てん覆ぷく罪及および邪じや神しん教団のスパイ罪で死罪とする」

　その言葉に重いものが流れてくる。一時生き延びはしたもの、自分が犯おかした罪が消えるわけではない。ショックを受けつつも返事をしなければならない。

　そして「はい」と答えた瞬間、私はその罪状を受け入れることになる。

「は…………」

　息がつまる。最後の一言を言いたいのに、ここにきて震ふるえが止まらない。シリウス王子にもさぞや往おう生じよう際ぎわが悪いと思われているだろう。失望の目で見ているかもしれない。私がそんなことを考えていると……。




　──パンッ──




「えっ？」

　シリウス王子が手を叩き私の意識を引き付ける。

「なんてな、ここが俺の国ならそう言ってるところだ」

　そう言うと表情を崩した。

「えっ？　それって……どういう……？」

「最初から死し刑けいにするつもりなら、わざわざリリアナに助けさせるかよ……あいつの口くち添ぞえもあったしな」

　確かにその通りなのだけど……。シリウス王子は表情を緩めると言った。

「これ以上は俺の仕事じゃねえ。責任者を呼ぶからそいつに聞きやがれ」

　そう言うと面めん倒どうそうな顔をしながら出て行った。

「えっ……責任者？」

　シリウス王子が言う人物に心当たりがない。

　だけど、しばらく待っていると何者かが走ってくる音が聞こえると──

「イリスさんが起きたって本当か？」

「サ、サトル君!?」

　ドアが開き、息を切らしたサトル君が飛び込んできた。




　　　　★




「えっと、大だい丈じよう夫ぶそうで良かったです」

　シリウスから連れん絡らくをもらった俺は大おお慌あわてでイリスさんがいる病室に転移した。

　彼女の状態は心電図を通してモニターされていたし、治ち療りように携たずさわったのは魔力の扱あつかいに長たけたリリアナだ。

　最初は安定しなかった脈みやく拍はくも、リリアナが治療することで正常に戻り危機を脱だつしたのだ。

　今、俺達は病室をでて庭を歩いている。

　ここは総そう一いち朗ろうさんが所有する病院で、とある事情もあってお世話になっている。

「本当にここが異世界……なの？」

　イリスさんは病院のガウンに着き替がえると周囲を見渡す。

「ええ、ここは俺が生まれ育ったもう一つの世界ですよ」

　先さき程ほど、大体の説明はしておいたのだが、にわかには信じられないらしい。

「本当は元の世界で治療が出来ればよかったんですけど、それを外せなくなってしまったので」

　イリスさんの首にはめられたチョーカー。それはダンでなければ外すことはできない。

　ならば本人に解除させればという話なのだが、それは不可能になってしまった。

　何な故ぜなら、ダンはハイデーモンが滅ほろぶ際に全ての魔力を吸い取られて絶命したからだ。

「あの魔道具が誰の手に渡わたるとも限らないので」

　今は回収してあるが、よからぬことを企たくらむ人間の手に渡る可能性も否定できない以上、彼女は安全なこちらの世界にいてもらった方が良い。

「そういえば聞いたわよ」

　先程から俯うつむいていたイリスさんが俺の手を握にぎると何かを確かめるように顔を覗のぞき見る。

「サトル君とリリアナが私の命を救うことを認めるように殿下に掛け合ったんでしょ？」

　それは事実だ。

　彼女は自分の命を握られ脅きよう迫はくされたのだ。もし自分がその立場だったとして最さい期ごの瞬間に他人を思いやって「殺して」などと呟つぶやけるものか。

　そんな優やさしい彼女が救われないでどうする。

　俺とリリアナはシリウスが首を縦に振ふるまで徹てつ底てい抗こう戦せんをする構えを見せたのだが、シリウスは存外あっさりと許してくれた。それが……。

「その代だい償しようが異世界追放ってのは仕方ないですけどね」

　他の人間への体裁もあるのは理解できる。だが、上手うまく交こう渉しようすればもう少し何とかできたのではないかというしこりも残っている。

「あれだけのことがあったんだもの。命があるだけありがたいわよ」

　イリスさんは相変わらず俺の手を握ったままブラブラっとさせると。

「ところでサトル君に言っておきたいんだけど」

「なんでしょうか？」

　俺はイリスさんの瞳ひとみを見ると首を傾げた。

「実は私にもサトル君みたいに特とく殊しゆな力があるのよ。それは相手の心を読む力」

　その言葉に俺は理解が及およぶ。やたらと勘かんが良いとは思っていたのだ。

「それで一つ質問させてね」

　振り払はらおうと思えば出来る程度の力でイリスさんは俺の手に触ふれている。

　それをしないのが答えだと思ったのか、イリスさんは聞いてきた。

「サトル君は今、大切な人はいる？」

　その質問に俺の言葉は不要だった。

「なるほど……ね」

　イリスさんは俺から手を離はなすと前を歩く。そして振り返ると言った。

「サトル君はもてもてみたいだけど、私だってそう簡単には諦あきらめないからね。リリアナにも、そしてこっちの世界にいる子にも」

　それはこれまで見た中で一番の笑え顔がおだった。俺はイリスさんに一いつ瞬しゆん見み惚とれると……。

「転移魔法ってそんなに万ばん能のうでもないよな……」

　この問題を解決する転移魔法の使い方を探す必要があると感じるのだった。
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　お久しぶりです。著者のまるせいです。

　この度たびは「ある日ひから使つかえるようになった転てん移い魔ま法ほうが万ばん能のうで生いきるのが楽たのしくなりました２」を、手にとっていただきありがとうございます。

　無事に２巻が刊行されたのは応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです。




　さて、本題についてです。

　今回のストーリーですが…………なんと！




『完全書き下ろし』




　となっております。

　Ｗｅｂ掲けい載さい版とは完全に違ちがったストーリーとなっておりますので、Ｗｅｂ掲載版から読まれている読者の皆様には二度楽しめる内容になっております。

　勿もち論ろん、書しよ籍せき版から読んでいただけている読者の皆様にも満足いただける内容だと自信をもって断言できます。




　イラストレーターのイセ川がわヤスタカ様。今回も素す敵てきなイラストを描かいていただきありがとうございます。

　新ヒロインのイリスのデザインがあまりも素晴らしかったので、送られてきた時は感動のあまり、しばらく見続けてしまいました。

　その他ほかにも、翼つばさやリリアナの可愛かわいらしさを完全に引き出していただきまことにありがとうございます。今回のイラストも素晴らしく、届いたその場で拝んでしまうぐらい嬉うれしかったです。




　今回登場した新ヒロインのイリスは『妖よう艶えん』なキャラクターという設定でした。

　私はこれまで、妖艶な登場人物を書いたことが無かったので「妖艶とはなんぞや？」と自分なりの解かい釈しやくをしてイリスを書きました。

　そのせいもあってか、想像を超こえるエッチなお姉さんが完成した次し第だいです。

　どうやら私の中で『妖艶』とはエッチな恰かつ好こうで迫せまってくるお姉さんという印象が強かったようです。

　ですが、イリスはただエッチなお姉さんというだけではありません。

　暗い過去を持ち、未来に絶望しているとても悲しい女性だったのです。

　あまり語り過ぎると、まだ本編を読まれていない方もいるかもしれないので、この辺にしておきます。イリスという女性については是ぜ非ひ本編で確かく認にんしてみてください。




　こうしてあとがきを書いていると、これまでの執しつ筆ぴつ作業が思い出されてきます。

　早朝に起きてインターネットカフェまでバイクで移動して個室に籠こもり、脇わき目めもふらずに執筆しました。

　温泉施し設せつにノートパソコンを持もち込こんでは寛くつろいでいるお客さん達たちを尻しり目めに原げん稿こうを書き上げました。

　ファミリーレストランに入店してはテーブルを陣じん取どってひたすら校正原稿のチェックをしました。

　とにかく、この物語を少しでも良いものにするため、一いつ切さいの誘ゆう惑わくを断たち切るつもりで様々な場所に行っては執筆作業を行いました。

　その甲か斐いもあってか、２巻は完成度の高い一冊に仕上がったと思います。




　今回も担当編集様にはプロットの打ち合せから原稿の確認まで、多大な時間を割さいていただきました。

　こうして２巻の刊行にこぎつけたのは担当編集様のお力があってのことです。本当にありがとうございました。




　最後になりますが、この作品に関かかわった全すべての方々に深くお礼を申し上げます。

　願わくば、また次の機会でお会いできるのを楽しみに、筆を擱おかせていただきたいと思います。
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